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富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　フォスーデ繁はん盛じよう記き［前編］










　一いつ斉せいに男たちがふり返る。


　敵てき意いをたたえた五人の目。囲まれていたのは、おびえた瞳ひとみ。


「……おい……今、なんて言った？」


　男の一人が低い声を上げる。


　普通のひとならビビってくれるかもしれないが、あいにくこちらは、その程てい度どで口を閉ざしてシッポを巻くほど甘くない。


　あたしは、たった今口にしたセリフをふたたびくり返した。


「だ・か・ら。


　このテのごろつきって、どこの街にでもいるんだな、って言ったのよ」


「なにィ!?」


「おいおい、誰だれだか知らねえが、妙みような言いがかりはやめてもらおうか」


　息いき巻まく一人を制して、別の一人が、いなすように言う。


　黒いマントにショルダーガード、あちこちに宝石の護符ジユエルズ・アミユレツト。そんなあたしの姿すがたを、旅の魔ま道どう士しと見て取って、まともにケンカをすることの不ふ利りを察さつしたのだろう。


「オレたちは、金かね勘かん定じようを誤ご魔ま化かした悪ガキに説せつ教きようするつもりなだけだぜ。


　それをごろつき呼ばわりとは、いくらなんでもおかど違いってもんじゃねえのか？」


　あたしに──というよりも、通りをゆく人たちや、やじ馬たちに聞かせるように声をはり上げ、五人がかりでとり巻いた、その悪ガキとやら──十にも満たない女の子に目をやった。


　肩かたまで伸のばした黒い髪かみ。やや古びてはいるが、きれいに洗せん濯たくされたエプロンドレスがよく似に合あう、おとなしそうな子である。


　対する男どもは、身なりこそ小ざっぱりとはしているものの、いかにも気の短かそうなオーラを全身から発はつ散さんしまくっていた。


　むろん世の中、見た目ですべてが決まるというわけではないのだが……


　あたしも合わせて大きな声で、


「それはまたご立りつ派ぱなお題だい目もくだけど……あいにく、最初から見てたわよ。


　いきなり取り囲んで『今の店で、釣つり銭せんを多く受け取っただろう』とか寝ね言ごとをつぶやいてたあたり。


　どーせその子が買い物した店のひともグルで、わざとお釣りを多く渡した……とかいったしかけになってたんじゃないの」


「な……何を……!?」


　男たちの顔色が変わる。
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　図ず星ぼしをさされ、突つっかかって来る──かと思いきや。


　男の一人が、じろりっ、と少女をにらみつけ、


「つまんねえ誤ご解かいをされちまったけど……おいガキ、お前が金勘定をきっちりやってねえのがそもそも悪いんだぜ。


　これからは気をつけな。


　──行くぜ」


　子供にそう捨すてゼリフを残すと、男たちはあっさりと、きびすを返して去ってゆく。


　……またずいぶん退ひき際ぎわのいいことで。


　なんだかちょっぴり拍ひよう子し抜ぬけである。


　あたりにたむろしていたやじ馬たちも、あるいは安心したふうに、あるいはどこか物足りなげに散ちってゆく。


「あの……ありがとうございました」


　残された少女はぺこりと頭を下げて、大きな瞳をあたしに向けた。


「助かりました。本当に」


「いーっていーって。


　けどなんか……わけありみたいね」


　あたしのことばに、少女はわずかに視し線せんを伏ふせて、


「はい……実はいろいろとあるんです……この町にも……」


「そっか……


　ま、人生えてしていろいろあるもんだけど、がんばって生きてね。それじゃ」


「ちょっとちょっとちょっとちょっと」


　きびすを返して歩み去ろうとするあたしのマントを、少女はなぜかむんずと摑つかんで引き止めた。


　あたしは肩かた越ごしに、眉まゆをひそめて、


「何？」


「いやあのえっと。


　そんな『困ったことがあったら聞くよ。力になるから』みたいな言い方をしておいて『がんばって生きてね』で済すまされると、ちょっとその……しょせん人間なんて口先だけの生き物なのかなぁ。なんて思ってしまう可か能のう性せいも考こう慮りよされるので、幼よう少しよう期きの情じよう操そう教育にはよくないかなぁ、って」


　なにやら小むずかしげなことを言いはじめる。


「いや。いきなりンなこと言われても。つかそもそも、別にこれ以上首を突っ込む義ぎ理りなんてないし」


「……ええっと……」


　彼女はあたしのマントを摑んだまま、しばし考え込んで──やがて顔を上げ、


「そうだ。それじゃあ──


　この町には観かん光こうでいらっしゃったんでしょう？


　うち、宿をやっているんですけれど、お泊とまりになりませんか？


　助けていただいたお礼と言ってはなんですけど、宿代は多少なりともお安くさせていただきますから」


「──ふむ──」


　何やら罠わなっぽいにおいを感じないでもないのだが──しかしそういう話なら、考えてもいいかもしれない。


　どうせこの町には一いつ泊ぱくするつもりだったし、それならば、安くしてくれるところに泊まるのもアリである。


　なおかつこの歳としで、その商しよう魂こんたくましさが気に入った。


　あたしは彼女の方に向きなおり、小さく笑みを浮うかべて言った。


「それなら、お願い」


「ありがとうございます！」


　少女はふたたび、ぺこりっ、とおじぎをすると、営えい業ぎよう用ようの笑みを浮かべ、


「申しおくれました。


　わたしは、クランベリー亭インの、ドロシー＝ブルーベリーです。


　それで、お客様のお名前は？」


「リナよ。リナ＝インバース」


　問われて、あたしは名な乗のったのだった。





　大きな街かい道どうからは外れた、言っちゃあ悪いがへんぴな場所に、フォスーデという名の町がある。


　山の中にある小さな町は、しかしちょっとした観光の名所になっていた。


　町からすこし行ったところに、多た段だんの滝たきが流れ落ち、それがまさしく絶ぜつ景けいだとか。


　全国的に有名、というほどではないが、あまり離はなれていない町や村でなら、その名を耳にすることも多い。


　かくいうあたしも、旅の途と中ちゆうでそんな噂うわさを聞きつけて、たまたま近くを通った時に、もののついでと立ち寄よったのだ。


　ひとの噂に尾おヒレはつきもの。噂に聞いて行ってみれば、実じつ物ぶつは暴あばれたくなるほどショボい──などというのはよくあるパターンなのだが──町に着くなり立ち寄ってみたここの滝は、噂通りのものだった。


　スケールが大きいわけではないのだが、水がやたらときれいなのだ。


　あざやかな緑なす木々の中、底が見えそうなほど透すき通ったブルーグリーンの滝たき壺つぼに、白い飛沫しぶきが滔とう々とうと落ちゆくさまは、たしかに一見の価か値ちはある。


　居い合あわせた観光客だか現げん地ちのサクラだかの話によると、この滝は、朝夕の時じ刻こくによってもまた、違った顔を見せるとか。


　そこであたしは、この町での一泊を決めたわけだが──


「けれど、こんな地方の観光地でも、己おのが支し配はい欲よくを満たそうとするものはいます。


　そう。ヴィーキング・ホテルのオーナー、ディラン＝ロングホームのように！」


「いやあの」


「お父さんは、昔からこのあたりに住む、人のいい地主さんだったんですが、そのお父さんが亡くなってからはもう好き放ほう題だい！


　もともとろくでなしの遊び人、という噂はあったんですが……どこで捜さがしてきたのか、ごろつきを雇やとい、地主の家か系けいというのを利用して、町の人をどんどん自分の言いなりにしていったんです！


　そして最近、町のまん中にホテルを建たてて……昔からやっているこのクランベリー・インに、数々のいやがらせをしかけてきているんです！」


「えっとだから」


「目に余あまる数々の妨ぼう害がい工作！」


　ドロシーは、あたしのベッドに飛び乗ると、仁に王おう立だちで息巻きながら、


「口には出せないようなところまでエノキ茸だけがびっしり事件！　キャベツのおじさん煮に崩くずれ事件！　そして、ミノタウロスのメイドさん事件！」


「だからちょっと待てとゆーに」


　彼女をベッドから抱だき下ろし、あたしはさすがに待ったをかけた。


　あのあと宿に案内され、部屋へと通されるなり。


　ドロシーは問もん答どう無む用ようで、この町とこの宿が置かれた状じよう況きようの説明をはじめやがったのだった。


　あたしの制せい止しに、彼女は、はじめてこちらの存在に気づいたように視し線せんを向けて、


「……どんな事件か、興きよう味みありますよね？」


「いや、確かにちょっと『どんなのだ。それは』とか思ったりはするけど……なんか、くわしく聞かない方が幸せな人生送れそーな気もするし。


　つか、そのタイトルだけでイヤさ加か減げんはじゅーぶん伝わったから」
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　あたしのことばに、彼女は我わが意いを得えたり、とばかりに、きらきら瞳を輝かせ、


「ですよね！　人として、この大地に生きる者として許せませんよね！　抹まつ殺さつですよね！　決定ですよね！」


「だぁかぁらぁ。


　なんかいろいろあるみたいだけど、あたしはただの観光客。


　でもって、ことは地元の問題。


　変に期き待たいされても困るんだけど」


「ええっ!?


　だってリナさん、さっき『行きずりの犯はん行こうって言葉にロマンを感じる』っておっしゃってたじゃないですか!?」


「言うかぁぁぁぁっ！……ったく……！


　とにかく！　荷に物もつを置いたらあたりを見て回るんだから、ほら！　出てった出てった！」


　正直、依い頼らい料りようもうまみもなしに、なんだかややこしいことに首を突っ込む気にはなれない。


　あたしは荷物を置くと、なおも何やらわめくドロシーを無む視しして、町へとくり出したのだった。





　夕暮れまでは、あとしばらくの時間があった。


　それほど大きな町ではないが、やはり観光地だけあってか、中央の通りには、結けつ構こう屋や台たいが立ち並ならんでいた。


　中央通りのさらにそのまた中央には、白くでっかいホテルが目につく。これがドロシーたちにいやがらせをしている連れん中ちゆうのホテルなのだろうが……まあ、それはどうでもいい。


　とにかく今は、適てき当とうなお店でおいしそーなもの買って、食べながら散さん歩ぽがてらに滝まで行き、夕焼けの滝とやらを眺ながめて過すごす。


　そのあとは宿に帰って夕食をとり、気が向けば、夜の滝に出向くというのもまた一いつ興きよう。


　いくつかの屋台を眺め見て、やがてあたしが足を止めたのは、子ラ羊ム肉とタマネギの串くし焼やきを売る屋台の前だった。


　塩コショウをたっぷりきかせた肉が焼けるいいにおい。


「おっちゃーん。十本ちょーだい」


「あいよ」


　ごましお頭のおっちゃんは、にこにこ笑え顔がおで串焼きを用意しながら、


「やっぱり滝を見に来たのかい？」


「まあねー」


「結構見み物ものだぞ。あれは。


　朝と夜で、また眺めが違うからな。


　宿はもうとったかい？　やっぱりヴィーキング・ホテルで？」


「ん。クランベリー・インってちっちゃいところ」


「へえ。まあ、楽しんでっておくれ」


　おっちゃんは、にこにこ笑顔で串焼きをさし出し、


「はいよ十本。金貨一枚」





　ぶゥ。





　値ね段だんを聞いて、あたしは思わずふき出した。


「あーあー。急に吹き出して。ツバがかかっちゃったじゃないか。返へん品ぴんはきかないよ。


　はい金貨一枚」


　笑みを崩さずおっちゃんは言う。


「……ってちょっと待てぇぇぇぇっ！


　串焼き十本で金貨一枚って……何なのよその値段はっ!?」


　ぼったくりもいいところ。多少素そ材ざいにこだわっていたとしても、はっきし言ってムチャな値ねである。


　だがおっちゃんは、慌あわてずひるまず、笑みを浮かべたそのままで、


「そう言われてもねぇ。そういうことになってるんだから。


　あんた、クランベリー・インに泊まってるんだろ。


　ヴィーキング・ホテルの方に泊まってればねぇ」


　……ほほぉぉぉう……


　なるほどなるほど。そーいうことね。町ぐるみでのいやがらせ。ヴィーキング・ホテル以外の宿に泊まった客には容よう赦しやはしない、と。


　オッケーわかった。売られたケンカは買うのが乙女おとめの心意気というもんである。


　あたしはにっこりほほえんで、


「そっかー♪　そーゆーことなら仕し方かたないわねー♪　ちょっと待ってね[image: ]」


　あたしはふところを探さぐりつつ、口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


「氷の槍アイシクル・ランス」





　がっキン。





　ゼロ距きよ離りで出しゆつ現げんした冷気の矢は、おっちゃんの手ごと串焼きを氷づけにした。


　ごめん。串焼き。


「っうわわわわわわわわわっ!?」


　パニクるおっちゃんに、あたしはにこにこ笑顔の棒ぼう読みで、


「おやー。串焼きを頼んだのに凍こおってるじゃない。それじゃー代金は払えないわねー♪


　じゃ。そーいうことで」


　言うと、くるりときびすを返して歩き出す。


　滝──ではなく、宿の方へ。





「あら？　忘れ物ですか？」


　町の中心からやや外れた、こぢんまりした宿。


　玄げん関かんのドアをくぐると食堂で、二階と三階が客室になっている。


　あたしの泊まったクランベリー・インはそんな所だった。


　その一階の食堂で。


　テーブルクロスを替かえていた宿のおかみ──早い話がドロシーの母親、メリナさんは、あたしににこやかな笑顔を向けた。


　三十にはまだ届とどいていないだろう。ドロシーと同じ黒い髪。やはり親子だけあって面おも差ざしも似ていた。


　チェックインと外出の時に顔を合わせたのだが、やはりあたしの、妙に早い帰き還かんが気になったのだろう。


　問われてあたしは、引きつった笑みで、


「んっふっふっふっふ。


　なーに。ちょっと、屋台のおっちゃんにいやがらせされたのよ。


　たぶん、なんとかホテルの息がかかった奴やつね」


「本当!?」


　あたしのことばに上がった声は、ドロシーのものだった。どうやら料理の下ごしらえでもしていたらしく、キッチンの奥から駆かけてくると、なんだかミョーにきらきらした瞳めであたしを見上げ、


「と、いうことは、抹まつ殺さつ!?」


「もっちろん抹殺あるのみよっ！」


「やったぁ！」


　煽あおるドロシーにノるあたし。そこにメリナさんがあたふたしながら、


「おきゃおきゃお客さん待ってください落ち着いてください！


　な、なにしろ子供の言うことですからどうか真に受けずに穏おん便びんに！　平和が一番ですよ世は全てこともなしですよ！


　これ！　ドロシー！


　お客様をたきつけちゃあいけない、って、何度言ったらわかるの！　この子は！」


　何度もやってるのか。ドロシー。


　母親の叱しつ責せきに、しかし彼女は、ぷぅっ、と頰ほおをふくらませ、


「……えー……そういうママだって、ミノタウロスのメイドさん事件の時はすごく怒ってたじゃない」


「……まあ……確たしかにあれはちょっとひどかったけれど……」


　あったんだ。本当に。ンな事件。


　まあそんな面めん妖ような事件のことはさておいて。


「──っと、勘かん違ちがいしないでね。メリナさん。


　原げん因いんはどうあれ、いやがらせをされたのはあたし。売られたケンカは買う。


　それだけ」


「けど旅の方を、この町の問もん題だいに巻き込むのは……それで騒さわぎになるのも……」


　ことなかれ主しゆ義ぎなことを言うメリナさんに、あたしはぱたぱた手を振って、


「気にしない気にしない。というかもぉ巻き込まれちゃってるし。


　あ。でも──」


　あたしは少し声をひそめ、


「そのかわり、と言っちゃあなんだけど──


　あとで役人に聞かれたら、『お客さんはあの晩ばん、ずっとうちにいましたよ』って答えてね[image: ]」


「まま待ってくださいお客さん！　何しでかすおつもりですか一体!?」


　またもやあたふた顔色を変えるメリナさん。落ち着きのないひとである。


「いや。


　何って言われても……」


　あたしはぽりぽり頭を搔かきながら、


「心配ないわよ。たぶんここまで、火の手はまわってこないから」


「火の手!?……って……くわしく聞きませんし聞きたくありませんけどとにかくやめてくださいとりあえず！」


「んー……ってことは、何をどうしろと？」


　悩なやむあたしのマントのすそを、ドロシーは小さな手でくいくい引っぱると、耳もとでささやくように、


「お客さん、あたし、もっとインパクトのある展てん開かいがいい」


「何言ってるのよこの子は！　だからたきつけちゃだめでしょドロシー！　これ以上やるとママ泣くわよっ！


　お客さんもっ！　お願いですから何もどうもしないでください！　おおごとになりそうなことは！」


　ほとんど涙なみだ目めで訴うつたえて来る。


　むう。娘に似に合あわずへたれた母親である。


　てっきりドロシーといっしょになって、いろいろあおり立ててくるかと思ったのだが。


　さて、そうなると──


　などと、あたしが首をひねったその時。


　……どんッ！


　爆ばく発はつ音おんは、外から聞こえた。


　みるみるメリナさんの顔色が青くなる。


　やおらあたしのえり首を、がしむっ！　とつかみ、


「なななな何ですか今の音は一体何やらかしたんですかお客さんっ!?」


「あたしのせいかぁぁぁっ！　この場所にいて何もできるわけないでしょ！　知んないわよ！　何が起きたかなんて！


　……とにかく！　様子を見てみましょ！」


「……そ……そうですね……」


　彼女は言ってあたしを放す。


　三人で連つれ立ち、玄げん関かんからそっと外を覗のぞいてみれば──


　夕暮れの迫せまる町まち並なみ。その大通り──屋台の並んでいる方から、ひとすじの煙けむりが空へと立ち昇のぼっていた。


　さすがにここからでは、他の建物とかがじゃまになって、何が起きたのかはわからないが──


「ねえママ」


　ぽつりとドロシーはつぶやき、指をさす。


「飛んでる」


『え？』


　思わず声をハモらせて、その指先に目をやるあたしとメリナさん。


　そこにはたしかに、風の結けつ界かいに包まれて、高速飛ひ行こうする……っておい。


　それは町の通りを抜けると、軌き道どうを変えてこちらに向かってやって来る！











[image: ]








「ひぃぃぃぃぃぃぃっ！　ここここっちに来たぁぁぁぁぁっ！　だだだだからドロシーこういう場合は指さしちゃあいけませんってママいつも言ってるじゃない！」


「だってだってママだってママ！」


　あわててドロシーを抱だきしめて、パニクった声を上げるメリナさん。つられて声を上げるドロシー。


　そんなあたしたちの前まで来ると、それは術じゆつを解かい除じよし、大地に降おり立つ！


　これに関してはメリナさんがビビりまくるのも無む理りはない。


　なにしろ尋じん常じような外見ではないのだから。


　つややかな長い黒髪はいいけれど、無む意い味みに露ろ出しゆつ度どの高いコスチューム、トゲトゲつきのショルダーガード！　首からドクロのペンダント！　この時じ期き野の宿じゆくは寒そうだ！　わけのわからなさ全開の格かつ好こうをしたその女こそ、自じ称しようあたしのライバルこと、まだ生きてたのか白蛇サーペントのナーガ！


「ほーっほっほっほ！　こんなところで出会うとは、ずいぶんと奇き遇ぐうね！　リナ＝インバース！


　ひょっとしてあなたも滝見けん物ぶつ？」


「あー。まーね」


　やる気のない答えをてきとーに返すあたしの後ろから──


「ああああ……あのー……リナさん……」


　おずおずとかかるメリナさんの声。


「お……お知り合い……なんですか？　そちらの……個性があふれて器うつわのへりからこぼれ落ちまくっていそうな方と……」


「……ま……まあね……」


　そちらの問いには背中で応え、視し線せんはナーガと、そしていまだ立ち昇のぼる煙に向けて、


「で、ナーガ、聞きたいんだけど。


　やっぱりあれって、あんたがやったの？」


　問われて彼女は胸を張はり、


「ふっ！　リンゴ一つに銀貨十枚の値ねをつけてくるような悪あく徳とく屋台にはふさわしい末まつ路ろだと思わない？


　天てん罰ばつという言葉はこの時のためにあるようなものよ！　ほーっほっほっほ！」


　などとえらそーにしているわりには、やったあと、あわてて高速飛行の術で逃げてきたよーだが……まあそれはいいとして。


「ひょっとしてあんた、その屋台のひとに、ヴィーキング・ホテルの客か、って聞かれなかった？」


「あら。よく知ってるわねリナ。


　そういえば──あんな悪あく趣しゆ味みなホテルに泊まる気はない、って答えたら、相手の顔が引きつっていたわね」


「やっぱり、ね」


　あのホテルが本当に悪趣味なのかどうかはさておいて──ともあれやはり、そういうことのようである。


　あたしのつぶやきに、ナーガは眉まゆをひそめ、


「やっぱり、って、どういう意味よリナ」


「この町では今っ！」


　声を上げたのはあたしではない。


　いつの間にやらナーガの横にまわり込み、無意味に西の空を見上げたドロシーである。


「町の支し配はいをたくらむ、悪のヴィーキング・ホテル一いつ派ぱが、その勢せい力りよくをひろげつつあるんです！


　彼らの黒い魔手は、宿屋を営いとなむ純じゆん朴ぼくな親子へと延びようとしてます！


　けれどそこに現れたのが、悪を許せぬ抹殺コンビ！」


　抹殺コンビっ!?


「というわけでっ！」


　あたしがツッコミを入れるより早く、ドロシーはくるりとふり向き、あたしとナーガの二人を見て、


「けなげな親子を守るため、悪のホテルを倒すため！　抹殺コンビは早さつ速そく旅立つ！　というか旅立ってください！　夕飯用意して待ってますから！」


「だからだめよドロシーお客さんをけしかけちゃあ！」


　メリナさんは、仕切るドロシーに抱きつき、あたしたちにおびえた瞳を向け、言った。


「……あああの……とととにかく、立ち話もなんですからお入りになりませんか？


　お茶くらいならお出ししますから」





「──ふっ。なるほど。大体の事情はわかったわ」


　宿の一階にある食堂で、出された香こう茶ちやを飲みながら。


　メリナさんの状じよう況きよう説明をひと通り聞き終えたナーガは、言ってえらそうに胸を張り、


「──で？」


　と、あたしに視線を送る。


「あなたはどうするつもりなの？　リナ」


「そんなの抹殺に決まってふむごっ！」


　きらきらした目で横から言ったドロシーの口を塞ふさぎ、メリナさんはぺこぺこ頭を下げながら、


「あああすいませんすいません子供の言うことですから気にしないで平和に過ごしてくださいお願いします！」


「……ま、確かにこれって、この町の問題ではあるわけよねー」


　言ってあたしは香茶をひと口。ひろがるほのかな甘い香り。


「そそそそうですよですからあとは──」


「けど──」


　あたしのひと言で、かくかく縦たてに振っていた、メリナさんの首の動きがぴたりと止まる。


「旅のひとにもメーワクかけてる上、なんつーか、そもそもやり口が腹立つのよねー」


「そのとーりっ！」


　あたしのことばに力を得たか、メリナさんの手をふりほどき、我わが意いを得たり、とうなずくドロシー。


「それにママ、読みが浅いよ。


　だってこれうちだけが泣き寝ね入りして終わるって問題じゃあないんだもん。


　もしもヴィーキング・ホテル……っていうか、あそこのオーナー、ディランがこの町の宿やなんやかんやを独どく占せんしたらどうなると思う？


　次にやることなんて決まってるよ。


　独占って状況につけこんで、お客さんの宿泊費や食費をつり上げるの。


　一時的に利り益えきは上がるけど、それは少しずつ、この町そのものの評ひよう判ばんと観かん光こう的てき価か値ちを下げてゆくことになって、ホテルの経けい営えい陣じんが自分たちのバカさ加か減げんに気づいた時には、町に対する世間の評判はガタ落ちで建て直しがきかなくなっちゃうと思うの。


　一いつ旦たん評判の落ちた観光地なんて、おいそれと立て直せるわけないじゃない。


　長ちよう期き的てき展てん望ぼうをすれば、百害あって一利なしだってすぐわかることよ」


　うわ何者こやつ。


「だから、ね」


　ドロシーは、あたしとナーガににっこり笑って、


「今のうちに、アシのつきにくい行きずりのお客さんたちに、オーナーもろとも抹殺してもらうのがいいと思うなぁ。あたし」


「で……でもドロシー、ママ、抹殺なんて乱らん暴ぼうなことはよくないと思うの」


「じゃあ粛しゆく清せいとか」


「いやそれもちょっと……」


「──と、ちょっと待った」


　よくわからん親子の会話に待ったをかけて、あたしは玄関の方に視線を向けた。


　おそらくナーガもその気配に気づいたのだろう。あたしと同じ方に目をやっている。


　一いつ瞬しゆん落ちた沈ちん黙もくの中、足あし音おとが近づいて──


　ドアが、開く。


　夕焼けを背に立っていたのは、五、六人の男たち。


「こんにちは。クランベリー・インのみなさん」


　気取った口ぶりで言って、歩み出たのは、まん中にいた、三十前後の金きん髪ぱつ男。


　なかなかのハンサムで、着ているものも悪くないが、その目には、どこか相手を小こ馬ば鹿かにしたような光があった。


「ディ、ディランさん!?」


　またまた焦あせった声を上げるメリナさん。つーかもーちょっと落ち着けあんたも。


　あたしはドロシーに小声で、


「このひとが？」


「そう。ディラン＝ロングホーム。ヴィーキング・ホテルのオーナー」


　やはり小声で答えるドロシー。


　なるほど。


　おそらくは、ナーガのあとを追ってやって来たのだろう。


『屋台を爆ばく破はした、変な格好の女はどこに逃げた？』とあちこち聞いて回れば、ナーガがここに入ったことは、すぐに調べがついただろう。


　ディランは、あたしたちを一いち瞥べつしてから、メリナさんにふたたび目をやり、


「実はさきほど、私たちと取引のある屋台が、通りすがりの何者かに襲おそわれましてね」


　メリナさんは、表情一つ変えずにナーガを指さし、


「このひとですね」


　売ったッ！　迷まよわず即そく座ざに売りやがったよこのひとっ！


　あっぱれなまでのへたれっぷりである！


　言われたディランの方がむしろ、ぴく、と頰を引きつらせ、視線を泳がせ、やや早口で、


「……え……ええっと……


　──まあ、そちらがそこまで強きよう硬こうに『知らない』と主しゆ張ちようなさるのなら私としても身を引くのはやぶさかではありませんが……」


「……いえ、ですからこのひと……」


「しかしその場合ッ！」


　なおもナーガをチクろうとするメリナさんのことばを遮さえぎり、ディランは声をはり上げる。


「あなたの言うことを信じない、うちの若い連中が、早まったことをしでかすかもしれませんなあ！　せいぜいお気をつけを！　それじゃぁっ！」


「……あのディランさん……！」


　呼びかけるメリナさんを無む視しして、ディランは大声で一気にまくし立てると、そそくさと逃げるように去ってゆく。


　とまどい顔で、あわててそれについてゆく、その他おーぜいのとり巻きたち。


　あとはただ、とり残されたあたしたち。


「……一体……どうしたんでしょうディランさん……？」


　つぶやくメリナさんに、あたしは、こほんっ、とせき払ばらいして、


「……あー。つまり……


　あいつらは、ナーガがここに逃げ込んだ、って情報を手に入れて、こんな計画を練ねったのよ。


　屋台を荒らした奴やつを渡せ、とこちらに迫せまる。


　事情を知っているこちらは、当とう然ぜんつっぱねるだろうから、形の上ではおとなしく身を引く。


　そのあとで宿を襲わせて、ディランのところにいる気の短い連中が勝手にやった、ということにする──。


　ところが。


　メリナさんがいきなしナーガを名指ししたせいで、予定の狂くるったディランは、とりあえず何も聞かなかったフリをして、言うこと言って帰ってった、ってこと」


「なるほど」


　ドロシーは納なつ得とく顔でこくこくうなずき、


「さすがのディランも、ママのヘタレっぷりまでは読めなかった、ってことね。


　やるじゃないママ！」


「まあそんな。この子ったら。ママ照てれるじゃない」


　ほめてないし。それ。──というか──


　あたしはぱたぱた手を振って、


「あの。お二人さん。


　言っとくけどディランの奴、聞こえてないフリと早口で、事じ態たいを強ごう引いんに自分のシナリオ通りに修しゆう正せいしたつもりらしいから、たぶん今夜あたり襲しゆう撃げきがあるわよ」


『へっ!?』


　がばっ！　とこちらをふり向く二人。


「どどどどどうするんですかそれ!?」


「先手を打って抹殺ね！」


　おびえるメリナさん、息巻くドロシー。


　あたしとナーガは顔を見合わせ、小さくうなずく。
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　ま、もうけにはなんないけど……


「オーケー。なんとかやってみるわ。


　けどそのかわり、宿代と食事代はサービスにしてね[image: ]」





　夜を、影かげが疾はしる。


　欠けた月が生むわずかな明かりさえ嫌きらうかのように、建物の陰かげから陰へと駆かけ抜けて。


　数は、三。その向かう先は──言わずと知れたこと。


　唐とう突とつに彼らの足が止まった。


　それは、あたしが攻こう撃げき呪文の詠えい唱しようを開始しようとした、まさにその時のことだった。


　こっちの気配を察さつしたか。


　なるほど。事件のスケールは小さくても、関かかわってくる人間も必ず小物とは限らない、ということか。


「こんな夜中に散歩とは……なかなか風ふう流りゆうなひともいたもんね」


　並ぶ家々のうち一つ。その屋根の上に身を伏ふせたまま、あたしは夜風に声を乗せた。


「そちらこそ」


　影の一つが言う。声からすると、としの頃三、四十の男、といったところか。


　この距離と暗さでは、相手の顔まではわからないが──黒い服を着た細い影が、シルクハットらしき黒い帽ぼう子しを脱ぬぎ、一礼したのはわかった。──あたしのいる方に向かって。


「そんな場所で月見とは、なかなかに風ふう雅がなものです」


　……なるほど。こっちの居い場ば所しよもわかっている、ということか。


　ならば姿を隠かくしていても意味はない。あたしは屋根から身を起こした。


「──さて──」


　地上の男は、シルクハットをかぶりなおして、


「このような美しい夜に、実は我われ々われ、少々無ぶ粋すいな役割を仰おおせつかっておりまして──」


「しごとなら仕方ないわよ。そのへんはお互たがいさまでしょ？」


　あたしのことばに、地上の三人が散さん開かいする。


「そうですね……では、はじめましょうか」


　詠うたうように男は言う。


「美しい夜を汚けがさぬように──」


　それが、戦せん闘とう開始の合あい図ずだった。







（フォスーデ繁はん盛じよう記き：つづく！）













　次回予告




　皆さんは、小説のタイトルで困ったことはありませんか？


　作者はしょっちゅうあります。


　結果、タイトルだけができないのに締しめ切りが目の前に迫り、適てき当とうなタイトルをつけてみたりすることもしばしば。


　というわけで次回『フォスーデ繁盛記』後編！


　繁盛しなくても笑って許せ！


　つか、これ予告じゃねえっ！











　フォスーデ繁はん盛じよう記き［後編］







　あらすじ




　とある山の中にある、滝たきの観かん光こう地ち、フォスーデの町。


　しかしリナの立ち寄よったそこには、陰いん謀ぼうが渦うずを巻まいていた！


　ヴィーキング・ホテルの経けい営えい者しやでもあり地じ主ぬしでもあるディランは、観光事じ業ぎようを独どく占せんしようと、メリナ、ドロシー親子の営いとなむクランベリー亭インにいやがらせをしかけていた。


　やがてナーガの出しゆつ現げんとともに、リナもまた、その争いの中に巻き込まれてゆく！


　二人がクランベリー・インの味み方かたについたと知ったディランは、いよいよ本ほん格かく的てきな破は壊かい工こう作さくをしかけてくる。


　そして今。


　夜の町で、リナと、ディランの放はなった破壊工作員たちが対たい峠じする！















　夜をいくつものきらめきが彩いろどる。


　あるいは光。あるいは炎。そしてあるいは月光を照てり返す氷のかがやき。


　水みな底ぞこのように眠る町。


　──いや。あるいは住人たちは、外の異い変へんに気づいていながら、誰だれも顔を出さぬのか。


　いずれにせよ。


　夜のしじまを乱みだす影かげは、四つ。


　一つはあたし。そして残る三つはディランの放った刺し客かく──いや、破壊工作員たち。


　商売がたきの宿屋へのいやがらせ──与えられたしごとの内容なかみはセコくても、彼らのウデは確たしかだった。素す早ばやい身のこなしに、的てき確かくな攻こう撃げき呪じゆ文もん。


　だが。彼らの不ふ運うんは、相手がやはりプロ、しかもこのあたし──リナ＝インバースだったことである。


「氷結弾フリーズ・ブリツド！」


　がきぃぃん！


　いくどかの攻こう防ぼうが続いた後。


　あたしの放った攻撃呪文の一発は、三人のうち一人を氷づけにした。


　ちっ……！


　おそらくこいつがリーダーだろう。シルクハットの男は舌した打うちをすると、物もの陰かげに身をひそめ、


「やりますね。お嬢じようさん。これは少々甘あまく見ていたようです」


　返へん事じは──


「振動弾ダム・ブラス！」


　目標を振しん動どう粉ふん砕さいする攻撃呪文の一いち撃げきは、あたしの頭上、身をひそめた家の、屋根のひさしをぶち砕くだく。


　同時に。


「うわぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　足場を砕かれ、男が一人、悲ひ鳴めいを上げて落ちて来た。


　そこに駆かけ寄り、後こう頭とう部ぶに蹴けりを一発。意い識しきを完全に失わせてから、あたしはふたたび物陰に隠かくれ、


「いえいえそれほどでも。


　──まあ、見え見えの陽よう動どうくらいは読めるけど」


　シルクハットにことばを返す。


　彼があたしに呼びかけて、注意を引いているうちに、別の一人が屋根の上から接せつ近きんして攻撃をかける──そういう策さくだったのだろうが、いかんせん上の奴やつは、気け配はいを殺しきれていなかった。


「……なるほど……」


　敵てき意いを冷れい静せいさの中に押し込めて、シルクハットが言う。


「どうやらこれは本当に、甘く見み過すぎていたようですね」


　そのことばが終わるか終わらないかのうちに。


　どぅんっ！


　爆ばく発はつ音おんは、離はなれた場所から聞こえた。


　あれは──クランベリー亭インの方!?


「……しかしこちらも、多少はいろいろ考えているのですよ」


　音を耳にして。シルクハットの声に勝利の余よ裕ゆうがにじむ。


「我々が三人だけだと言った憶えはありません」


　なるほど。別べつ働どう隊たいに、違うルートから、クランベリー亭インを襲しゆう撃げきさせた、ということか。


　だが。


「じゃあ聞くけど──」


　あたしは言った。


　ふたたび遠くで爆発音。


「あたし、こっちには別働隊がいない、なんて言ったっけ？」


　────


　男の沈ちん黙もくにはあきらかに、驚きよう愕がくと敗はい北ぼく感かんとがにじんでいた。
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　そう。この現げん場ばで待ち伏ぶせしていたのはあたし一人。向こうが部隊を分けてくることを予想して、ナーガの方は宿に残しておいたのだ。


「ま、今ごろは、あんたたちのお仲間も、景けい気き良く吹ふっ飛とんでるんじゃない？」


　夜風に男の怒ど気きが混まじる。


「……なるほど……どうやら今夜は、我われ々われの負けのようですな……」


　それでも感かん情じようを押し殺し、男は静かな声を漏もらした。


「リターンマッチは、なるべく早めに行わせていただくつもりですので、その際さいにはよろしくお願いします」


「……できればそういうのにつきあいたくはないわね」


　しかし、あたしがそう言い終えた時には。


　あたりからすでに、男の気配は消えていた。





　戻った先には、おそらくナーガの術じゆつで倒たおされたのだろう。あるいはコゲた、あるいは氷づけになった男たちの姿すがたがあった。


　そして、ぼんやりと佇たたずむ、メリナさんとドロシー親子。


　そのあたりに転がる木箱の上で、仁に王おう立だちに高たか笑わらいを上げるナーガ。


　でもって吹っ飛んだクランベリー亭イン。
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「──ってお前のせいかぁぁぁぁっ！」


　めがっ！


　言って放ったあたしの投とう石せき（お徳とく用ようサイズ）が、あさっての方を向いてバカ笑いを上げるナーガのあたまを直ちよく撃げきした。


「ちょっとリナ！　何するのよいきなり！」


「『ナニスルノヨ』ぢゃないっ！」


　倒れてすぐさま立ち上がり、抗こう議ぎの声を上げるナーガに、あたしは吹っ飛んだクランベリー亭インの跡あとを、びっ！　と指さし、


「あんたっ！　ディランが送りつけてきた連れん中ちゆうともども宿吹っ飛ばしたでしょっ！」


　責せめるのに、彼女はすねたように眉まゆをしかめて、


「しかたないじゃない。わたしが呪文を撃うったところに、たまたま宿があったんだから」


「そんなりくつがあるかぁぁぁぁっ！」


　頭の血けつ管かん切れそうないきおいで絶ぜつ叫きようするあたし。


　……しまった……しばらく出てこなかったせいで、すっかり記き憶おくから除じよ去きよしていたけど、そーいえばこーゆー奴だったのだ。白蛇サーペントのナーガとゆー生き物は。


　すなわち。手しゆ段だんのためなら目的を忘わすれる。


　本来宿を守るために、やって来た連中を倒さなければならなかったのだが……『相手を倒す』という方に意い識しきが行ったそのとたん、『宿を守る』という目的を、きれいさっぱり忘れてしまったわけである。


　そーゆー意い味みでは、宿にナーガを残したあたしにも責任はあるのだが……もし今それを口にしたら、ナーガはここぞとばかりに、自分の失敗タナに上げ、あたしを責めること間違いない。


　うぅむ……さっき戦ったシルクハットの男には敗北感を与えたものの、結けつ果かがこれでは……さしずめ、勝負に勝って試合に負けた、といったところだろーか。


　ともあれ、こうなれば仕し方かたない。


　あたしは、メリナさんとドロシー親子の方をくるりとふり向いて、


「人生山あり谷ありだけど、たとえどんなことがあっても、希き望ぼうを捨すてちゃあだめよ。


　それじゃあそーゆーことで……」


「ちょっと！」


　きびすを返し、さっそうと立ち去さろうとしたあたしのマントを、ドロシーの手が、ぎゅむっ、と握にぎりしめ、


「何をもっともらしいことを言って逃にげようとしてるんですか。


　それに、まだ終わったわけじゃあないですから」


「終わってない……って……」


　言われてあたしは、クランベリー亭インの方に目を向ける。


　コゲてる、とか、一部がどうこう、というレベルの壊こわれかたではない。


　修しゆう理りするより、一いつ旦たん壊して建たて直した方が早いだろう。


　言っちゃあ何だが、もぉじゅーぶんに終わっているような気がするのだが。


　……って、まさか……


　あたしは肩かた越ごしに、ドロシーに視し線せんを送り、おそるおそる聞いてみる。


「……まさか……あたしたちで建て直せ、とか言うんじゃあ……？」


「まさか」


　しかしドロシーはきっぱり左右に首を振ふると、笑えみを浮うかべてこう言った。


「同じことをやればいいと思うの」





　観光客の。町の人たちの。奇き異いの視線が注そそがれる中。


　あたしたち一行は、昼の大通りを突つっ切きると、ホテルの前で立ち止まった。


　白くでっかい建たて物もののあちらこちらに飾かざり彫ちよう刻こく。たしかに豪ごう華かで立りつ派ぱな建物だが、デザインのシュミはいまいち洗せん練れんされていない。


　ヴィーキング・ホテル。おそらくディランはここにいる。


　こちらのメンバーはあたしとナーガ。縄なわでふん縛じばって連れん行こうしてきた、きのうナーガが倒した男たち四人。列の後こう尾びでこそこそしているメリナさん。


　そして一行の先頭に堂どう々どうと佇たたずむは、わずか十歳足らずのドロシー。


「──何かご用ですか？」


　そんな一行を目にして、ホテルの警けい備び員いんらしき男が数人、やって来る。制せい服ふく姿すがたで、ことばもていねいだが、こわもて顔の目はちっとも笑っていない。


「いえいえあのなんでもないんですどうかおかまいなく」


　メリナさんが後ろで何やらおどおど言うが、ドロシーは、笑みを浮かべて堂々と、


「支し配はい人にんのディランさんに、大事な伝でん言ごんがあるので、伝えてほしいんです。


　乱らん暴ぼうな人たちが話し合いにきました。


　話し合いに応おうじるか、ホテルの前で暴あばれられて評ひよう判ばんを落おとすか、好きな方をお選えらびください、って」


「────」


　男たちは顔を見合わせる。文もん句くをつけられるとは思っていても、まさかこういう言われ方をするとは考えていなかったのだろう。


「……少々お待ちください」


　やがて男の一人が、面おも白しろくなさそうな顔をしながらもそう言うと、ホテルの中へと駆かけてゆく。


　うぅむ。やるなドロシー。


　むろん今のは、立派な脅きよう迫はくである。


　単に『会わせろ。でないと暴れる』と言ったなら、門もん前ぜん払ばらいが関の山。


　しかし、質しつ問もんを伝言しろ、という形にすることによって、警備の男たちに、『自分たちでは判はん断だんできない』と誤解させてしまったのである。


　そして、ディランという男の性格を考えれば──


「……こちらへどうぞ……」


　やがてふたたび出てきた男は、不ふ機き嫌げんな顔でそう言った。


「支配人がお会いになるそうです」


「そう」


　すました顔で言うと、ドロシーは堂々と、案あん内ないの男についてホテルの中へと入ってゆく。遅おくれて続くあたしたち。


　やがて案内されたのは、ホテルの奥にある一室だった。


　部屋のほとんどを占しめる大きな丸テーブルには、悠ゆう然ぜんと腰こしかけたディランの姿。


　彼の背はい後ごに控ひかえるのは、数人のボディーガードたち。


　その中に一人、シルクハットをかぶった男の姿もあった。


　昨さく夜やはよくわからなかったが──たぶん三十半なかばといったところだろう。黒い口ひげをたくわえた──気取った紳しん士し、といった感じの男だった。


「これはこれはクランベリー亭インの。ようこそいらっしゃいました。


　さ、どうぞおかけください」


　しらじらしい笑えみを浮かべ、メリナさんに向かって言うディランに、ドロシーはスカートをつまんで一礼し、堂々と彼のま向かいに腰かける。


　その隣となりに、こそこそ座るメリナさん。


「聞いたところによれば──」


　二人が席につくのを待って、ディランは口を開く。


「何か不幸な事故があって、そちらのお宿が壊こわれてしまったとか。心しん中ちゆうお察さつしします。


　お困りのようですが……なんでしたら、うちで、お二人の働き口くらいならお世せ話わさせていただきますが？」


　挑ちよう発はつ以外の何でもないセリフに、メリナさんは口をぱくぱくしながら視し線せんをそらし、しかしドロシーは笑みを崩くずさぬまま、


「ありがとうございます。


　でもその前に、話しておかなければならないことがあるんです」


　彼女は、あたしとナーガが縛しばって連れて来ている男たちを目で指さして、


「きのう、うちを襲おそってきたひとたちです。


　それでああいうことになったんですけど……話を聞いてみると、ディランさんに雇やとわれた、なんて言ってるんですよ」


「……私に？」


　ロコツに眉まゆをひそめ、しらじらしくとぼけてみせるディラン。


　ドロシーも苦く笑しようを浮かべ、


「もちろんわたしもママも、そんなことは信じていないんですけど、そうは思わないうちの人たちが、早まったことをするかもしれないなぁ、って心配なんですよ」


「────！」


　ドロシーの言葉に、ディランの顔から余よ裕ゆうが消えた。


　それはディランが、メリナさんたちに言ったのと同じことば。そしてその結果がどうなったのか──むろんディランは知っている。


　彼もそろそろ気がついたはずだ。自分の本当の交こう渉しよう相手は、なんだかおどおどしているだけのメリナさんではなく、十にも満たないドロシーの方だと。


「けどそんなことって、意い味みがないなぁ、って思うんですよ」


　ドロシーは続ける。


「たとえばうちの人たちが、このホテルをどうにかしたり、よその町に行って、その先々で、ここのホテルの悪口を、おおげさに言いふらしたりしても、結けつ局きよくはこの町をさびれさせるだけじゃあないですか。


　もちろん、そんなことはやっちゃあだめだ、って言ってるんですけど、納なつ得とくしてくれない人だっているかもしれませんから」


「………………」


　ディランは苦い表情で沈ちん黙もくした。


　自分がやったことを、より上う手まく、子供にやり返されているのだ。そりゃあまあ不ふ機き嫌げんにもなろうというもんである。


「──だから、その人たちの気持ちをすっきりさせて、おたがいが仲良くなった、ってところを見せればいいと思うんです」


「ほう……どうやって？」


　ドロシーの意見に、警けい戒かいしつつディランは問う。


「おたがいの、気のみじかいひとたちを納得させるには、わかりやすい方ほう法ほうがいいと思うんです。


　お互たがいを競きそわせて、そちらが勝ったらわたしとママは一生そちらでタダ働き。


　こちらが勝ったら、部下たちの監かん督とく不ふ行ゆき届とどきということで、うちの宿を建たて直してもらう」


「え。


　ちょちょちょちょっとドロシー、一生ただ働きって……！」


　さすがに聞きとがめ、小声で抗こう議ぎするメリナさん。


　しかしドロシーは、そちらを見もせず、


「ママはだまっててね」


「はい。」


　メリナさん弱ッ！


「これはまたずいぶんと……得えるものの差が大きいような気がしますが……」


　ディランは肩かたをすくめ、肩越しにちらりとシルクハットの方をふり向いた。


　視線でうなずくシルクハット。


　ディランはふたたびドロシーの方に向きなおり、


「──いいでしょう。確たしかにけじめはつけておいた方がよさそうですから」


　思った通り、彼はそう答えた。


　たしかにドロシーの出した条じよう件けんは公こう平へいとは言えないが、それでもディランは、問もん答どう無む用ようで拒きよ否ひするわけにはいかなかったのだ。


　なぜなら彼は、シルクハットたちに聞いて知っていたから。


　あたしの実力と、ナーガの無む茶ちやさを。


　勝負を拒否して、あたしやナーガをけしかけられたら面めん倒どうなことになる。そう判はん断だんしたのである。


　とはいえ無む論ろん、ディランとしては、クランベリー亭インを建たて直すなどまっぴらな話。だから彼は、シルクハットに目で問いかけたのだ。


　──勝つ自信はあるか──と。


　そして、シルクハットは視線で答えた。


　──勝ってみせる──と。


「さて、それでは、どういう方法で競きそわせるか、ですが……」


「──それに関しては──」


　今までずっと黙もくしていたシルクハットが、ディランの言葉を遮さえぎって口を開いた。


　これは予定外だったらしく、驚おどろいた顔でふり向くディラン。


　その彼の目を、シルクハットは見つめ、


「互たがいを納得させる──ということなら、当とう事じ者しや同どう士しに決めさせていただけませんでしょうか」


　問いかけの形を取ってはいるものの、シルクハットの瞳ひとみには、一歩も譲ゆずるつもりはない、という決意の光が宿っている。


　荒あら事ごとのプロの眼がん光こうに、たとえ雇やとい主ぬしとはいえ、ディランが抗あらがえるはずもなく──


「……ま……まあ、妥だ当とうな提てい案あんだな」


「かまわないと思います」


　にっこり笑みを浮かべて、ドロシー。


「お聞き届とどけありがとうございます」


　シルクハットはそう言うと、視線をあたしへと向ける。


　なるほど。雪せつ辱じよく戦せんということか。面おも白しろい。


「じゃあ双そう方ほうから、何人かを出して『競わせる』。『競技を続ける意い志し』がなくなるか、『競技不ふ能のう』かになって、全員がリタイアした方が負け──ってことでどう？」


　あたしが言う。


　むろんこの場合の『競う』というのは、戦いという意い味みである。


　人数を出して戦って、全ぜん滅めつした方が負け。つまりはそういうことである。


「結けつ構こう」


　シルクハットは帽ぼう子しのツバを、指先で小さく下げて、


「それで、人数は？」


「こっちからはこのあたし、リナ＝インバースと、そこにいるナーガの二人。


　そっちからは、何人でもどうぞ」


　どうせ人数を制せい限げんしても、相手がそれを守ってくれるとは限らない。


　ならばディランが雇やとっている連中、ザコから大物まで、まとめて一気に面倒見るのみ。


「何人でも、とは……それはまた、大きく出ましたな」


　あたしの提案に、ディランが苦く笑しようする。しかしシルクハットは表情を引きしめ、


「なるほど。あなたがあの……道どう理りで。


　一度、あなたのような方と手合わせをしてみたかったのです」


　おそらくはあたしの名前を知っていたのだろう。


　だがその顔に浮かんだのは、おびえの色ではなく不ふ敵てきな笑み。


「わかりました。それならば、軽く見るのはかえって失礼。


　こちらからは、僭せん越えつながらこの私、フリック＝ガロワと、他十人」


『十人!?』


　弱気とも卑ひ怯きようとも取れるシルクハットの宣せん言げんに、メリナさんとドロシー、そしてディランの声がハモる。


　だが。


「オーケイ。それでいいわ」


　あたしは相手の目を見すえたまま、きっぱりとそう答えたのだった。





　空にある瘦やせた月は、木々の葉を縫ぬい、光の残ざん滓しを大地に落とす。


　草木のにおいが溶とけた夜の大気。風をふるわせる虫たちの声。


　あたしとナーガ、二人は今、その懐ふところにフォスーデの町を抱いだいた山の中を進んでいた。


　戦場──もとい、『競技』の舞ぶ台たいとして選ばれたのがこの場所だった。


　まさか町の中で戦うというわけにもいかない。決着は、深夜のうちに山の中で。そういうことになったのだ。


　それぞれが別々の場所から山へと入り、相手を見つけだし、叩たたく。


　──むろん待ち伏ぶせもオッケーだが、待っていたからといって、必ず相手が来るとは限らない。万が一双方が待ち伏せ計画を取ったりしたら、全員一生山ごもり、である。


　ひらけた場所なら、飛ひ行こうの呪じゆ文もんで、空から相手を探さがすこともできるのだが、木々と闇やみとのせいで、今はその手も使えない。


「こっちはこのあたりの地形には不ふ案あん内ないなんだから、気をつけるのよ。ナーガ」


　闇を進みながら言うあたしのことばを、しかしナーガは鼻で笑って、


「ふっ。あなた一体、誰だれにものを言っているつもりなの？


　この白蛇サーペントのナーガに、多少の地の利りがどれほどの意味を持つと思っているのかしら!?」


「いや。地の利とかの話じゃなくて。


　あんた、戦いの途と中ちゆうで調ちよう子しに乗って、足すべらしてガケから落ちる……とかやりそうだし」


「[image: ]っ……！　だ……大だい丈じよう夫ぶよ！


　そんなこと、せいぜい二日に一度くらいしかないから！」


　二日に一度の割わり合あいでガケから足あし踏ふみ外はずしてるのかこの女は。


　まあ、ナーガだったら確たしかにやりそうだけど。


　つーかいっそのこと今のうちに、とっとと足踏み外して消えてもらった方が、不ふ確かく定てい要よう素そが少なくなっていいかも……などとあたしが考えていた、その時。


　────！


　二人は同どう時じに足を止めた。


　察したのだ。こちらに近づいてくる気け配はいを。


　一人や二人ではない。正確な数はわからないが、もしあのシルクハット男──フリックが言ったように、相手が本当に十一人程てい度どだとしたならば、ほぼ全員ではないだろうか。


　あたしとナーガの話し声でも耳にして、寄ってきたのだろう。


　数の上ではたしかに不利だが、話が早いのは嫌きらいではない。


「ナーガ、この場で奴やつらを迎むかえ撃うって。あなたの実力なら充じゆう分ぶんでしょ。


　あたしは横からちまちまとちょっかいかけるから」


「ふっ。わかったわ！」


　ナーガの返へん事じを待ってから、あたしは横手に移い動どうした。


　──つまりは、ナーガをおとりに、あたしが横からおいしいところを持ってゆく──ということなのだが、ものは言いよう。どうやらナーガは気づいていない。


　あたしは離はなれた木こ陰かげに身をひそめる。


　やがて夜と木々とが生む闇の奥から、いくつもの影かげがにじみ出た。


　むろんナーガは動じない。腰に手を当て胸そらし、迫せまり来る影たちをにらみつけ、


「ふっ！　この……」





　ヅどぉぉぉぉぉん！





　ナーガの声をさえぎって。


　あたり一体を飲のみ込む爆ばく発はつは、いきなり起こった！


　閃せん光こうが夜を白く塗ぬりつぶし、爆風があたしの髪かみを、マントをなびかせる。木陰にひそんでいなければ、あたしもただでは済すまなかっただろう。


　光が消えたそのあとには、吹ふっ飛とばされてぷち倒たおれたナーガと男たち。


　……これは……！


　あたしは、あたりに気を配りながら、ゆっくりと木陰から出る。


「……くくくく……やはりあなたは、一ひと筋すじ縄なわではいかないようだ……」


　低い笑いがあたりに響ひびく。やがて闇からにじみ出たのは、シルクハットの男──フリック＝ガロワ。


「……まさか……」


　あたりの惨さん状じようを見回し、思わずつぶやいたあたしのことばに、彼は笑みを含ふくんだ声で、


「『まさか』──どうだというのです？


『まさか自分の仲間ごと相手を吹っ飛ばすなんて、そんなひどいことを』──などと、甘いことをおっしゃるつもりではないでしょうね？」


　からかうように男は言う。


　むろん、違う。


　ナーガと男たちをいっしょくたに吹っ飛ばす──まさかそんな、あたしと全く同じことを考えていたとは思わなかったのだ。


　まあ、ンなこといちいち口には出さないが。


　フリックの声が響く。


「とはいえ私も、まさかそちらが、戦力を分ぶん散さんしているとは思いませんでしたよ。


　今の一撃であなたを仕し留とめられなかったことは残念ですが……まあいいでしょう」


　彼の姿すがたが闇へと沈しずむ。あたしもまた地を蹴けり、木々の陰かげへと退さがっていた。


　口の中で呪文を唱となえつつ、耳と神しん経けいを研とぎ澄すまし、相手の音と気配を探さぐる。


　下生えを踏ふむかすかな音。そして、夜風に混まじる、一すじの冷気のような──殺さつ気き。


　ダッシュであたしは横に跳とぶ。たった今まであたしのいた場所に炎がはぜた。


「振動弾ダム・ブラスっ！」


　その爆ばく音おんにまぎれこませるように、あたしは唱えていた呪文を解とき放はなつ！
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　狙ねらいは殺気の生まれたあたり。しかし一撃は手て応ごたえもなく虚こ空くうをよぎり、後ろの木立をへし折っただけ。


「──あんましハデなことやって、山火事でも起こしたら、雇やとい主に大おお目め玉だま食らうんじゃないの!?」


「かまいませんよそれくらい！」


　あたしの軽口に、男が返す。


「あのリナ＝インバースを倒したとあれば、雇ってくれるところなど、他にいくらでもあるでしょうからね！」


　なるほど──ディランへの義ぎ理りというよりも、あたしを倒して名前を売りたい──そういうことか。


　となると相手は、見み境さかいのない攻こう撃げきをかけてくるだろう。つまりは──こちらも手を抜けない、ということである。


　闇に紛まぎれて相手は見えない。頼たよりになるのは音と気配。だがそれは相手も同じこと。


　ならば──あたしにとって有ゆう利りな点が、一つある。


　互たがいの位置を、音と気配で探り合うあたしとフリック。だがそこに──


　もう一つの、音と気配が唐とう突とつに出しゆつ現げんした！


　フリックの、あからさまな動どう揺ようの気配。そして。


　づどぉぉぉぉん！


「ひゃぁぁぁぁぁぁぁ。」


　出現した気配に向かって、フリックが攻撃呪文を炸さく裂れつさせる。


　爆音と悲ひ鳴めいが上がり、気配は消えるが、事じ態たいを理り解かいできぬフリックの動揺は消えない。


　これで居い場ば所しよは丸わかりっ！　あたしはそこに向かって、唱えていた攻撃呪文をぶっ放す！


「風波礫圧破デイミルアーウイン！」





　ぐばンッ！





　木々の枝をしならせ葉を吹き散ちらし、超ちよう高こう圧あつの風がはじける。かりにフリックが悲ひ鳴めいを上げていたとしても、あたしの耳には届とどかなかっただろう。


　身をかわすことなどほとんど不ふ可か能のうな風の術じゆつ。だがフリックの気配はいまだ在ある。


　何かの術で防ふせいだか。あるいは木立が風の乱らん流りゆうを生み、運良くダメージを減げんじたか。


　ともあれあたしは、口の中で、次の呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


　そこに、ふたたび音と気配が出現する。


　さらに動揺しながらも、そちらに向かって攻撃呪文を放つフリック。爆音。悲鳴。気配の消しよう失しつ。しかし。


「くそっ！　何なんだこれは!?」


　彼は半なかば叫さけぶように吐はき捨すてた。


　もはや完かん全ぜんに混こん乱らんしている。それはそうだろう。あたしではない気配と音とが唐突に現あらわれるのだから。


　実のところ──ダメージから復ふつ活かつしたナーガが、復活するそのそばから吹っ飛ばされ、また気を失う、ということをくり返しているだけなのだが──


　人知を超こえた、とゆーよりむしろ、非ひ常じよう識しきなまでのナーガの復活速そく度ど。それを知らない彼にとって、今起こっているのは、完全に理り解かいを超えた現げん象しようだった。そりゃあまあ、動揺もしようというものである。


　その動揺が、あたしのつけ込むスキとなる！


「風波礫圧破デイミルアーウイン！」


　ふたたび同じ呪文を放つあたし。音を立てて風がはじける。


　しかし相手にダメージはほとんどなかっただろう。


　なぜなら──あたしが術を放つのとほぼ同時に、彼はいきなり逃げだしやがったのだ。


　遠ざかる足音と気配。これは──まずい。


　決着は、どちらかの全ぜん滅めつが条じよう件けん。でもって地の利は向こうにある。


　一いつ旦たん相手を見失えば、再び見つけ出すのはむずかしいだろう。


　逃げた以上は降こう参さんと同じ──という解かい釈しやくもできるのだが、もしあとになって当人が、逃げたのではなく作戦だったと主しゆ張ちようすれば、話がややこしくなってくる。


　ならば今、ここで追いかけ、倒すのみ。


　あたしは地を蹴り、先をゆく気配と足音を追う。


　草を揺ゆらし斜しや面めんを駆かけ上り駆け下りて。


　向こうは時々、牽けん制せいの攻撃呪文を放ってくるが、ほとんどは、よけるまでもなく当たらない。


　やがてしばらく駆けるうち。下生えの草を踏ふむ足音に、別の音が混まじりはじめた。


　滝たきの音。


　なるほど。自分の足音を消すつもりか。


　正直言うと、その手は痛い。気配だけでも相手を追えないことはないのだが、それにはやはり限げん度どがある。そしてもし見失えば、面めん倒どうなことになる。


　疲れてきた足に気合いを入れるが、向こうもやはり必ひつ死しである。どうにも距きよ離りは縮ちぢまらない。


　駆けるにつれ、滝の音はどんどん大きくなってゆく。やがてそれは、耳を聾ろうするほどになり──


　唐突に、視し界かいがひらけた。


　地面がむき出しになったガケの上。そこに男は立っていた。


　すぐ後ろは滝口。あえかな月光を照てらして流れる川が、ガケから落ちて銀色のかがやきを闇やみに散ちらしている。


　フリックはそこで立ち止まり、こちらを向いていた。


　間違って逃げ場のない場所に出てしまい、とうとう観かん念ねんした──


　そんなふうにも見て取れる。


　だが。


　あたしの直ちよつ感かんが警けい鐘しようを鳴ならす。相手はまだ何かをやるつもりだ、と。


　ならば、何を？　必死で頭を巡めぐらせる。


　さきほどの場所にはなくて、ここにあるもの。滝とガケ。


　滝のせいで、水が落ちる音以外は何も聞こえない。もし今フリックが呪文を唱えていたとしても、あたしの耳には届かない。だが唱えるとして何の呪文を？　なぜこの場所でなければならない？


　考え──そして。


「────！」


　導みちびき出された答えに、あたしの背を戦せん慄りつが走った。


　海王滅殺斬ダルフ・ソーク。


　そういう攻撃呪文がある。


　水を、一枚の鋭えい利りな刃やいばと化して放つ術。黒魔法に属ぞくするもので、岩山さえもやすやすと断たち切る。


　ただしこの術を使うには、そばに大量の水がなければならない。


　その条件は今、満たされている。


　もしこんな術を、地面と平行に放たれればどうなるか──


　身をかわすのは難むずかしい。ならば相手の呪文を阻そ止しするのみ！


　とはいえ、詠えい唱しよう時間が早い攻撃呪文は、破は壊かい力りよくが低いか、あるいは身をかわされやすい。


　そしてもし彼が海王滅殺斬ダルフ・ソークを唱えているのなら、呪文詠唱中に発する呪力結けつ界かいは、威い力りよくの低い術のダメージくらいは防ふせいでしまうだろう。


　ならばテは──これしかないっ！


　あたしは早口で呪文を唱え──


「霊呪法ヴ＝ヴライマ！」


　大ペ地フのイ精モ霊スに干かん渉しようし、石人形ゴーレムを生み出す呪文。だがむろんこの場合、あたしの狙ねらいは、ゴーレムを盾たてにすること──ではない。


　大地がうねり、たゆたい、巨大な人型を生み出そうとする。当然そのぶん、地面からは土やら岩やらが奪うばわれて──


　大地に亀き裂れつが走る。


　次の瞬しゆん間かん。


　自じ重じゆうを支ささえきれなくなり、崩くずれたガケは、上にフリックを乗せたまま、滝たき壺つぼへと落下していったのだった。





　フォスーデの朝は早い。


　山の東に面しているせいだろうか。あたしが浮遊レビテーシヨンの呪文で滝の下に降おり、滝壺で浮うき沈しずみしていたフリックを引き上げ、ふん縛じばって猿さるぐつわをかました時には、空ははや明るくなりはじめていた。


　そして──


「リナさん！」


　滝の音を貫つらぬき、届とどいたのは、ドロシーの声だった。


　おそらくは戦いの音を聞きつけてやって来たのだろう。そこにはメリナさんとドロシー、ディランと彼のとりまきたちの姿。


　そちらに向かって、勝利宣せん言げんのＶサイン。


　敗北を知ったディランは蒼そう白はくとなり、気が抜けたのか、メリナさんはがっくりとその場にひざをつく。


　あたしはそちらに歩み寄り、滝の音に声が邪じや魔まされないほどに近づいてから──


「──見ての通りよ」


　あらためて、勝利宣言をする。


「……何が『見ての通り』だっ！」


　よほど負けたのを認みとめたくないらしく、ディランが吠ほえる。


「なんてことをしてくれたっ……！」


「なぁぁぁに寝ね言ごと言ってんのよ。自分の手下が返り討うちにあうのがイヤなら、最初っから他人にケンカなんて売らなきゃいいのよ」


「誰がフリックの話をしてるっ！　ここが滝の観かん光こうでもってる町だってことは知っているだろう！　フォスーデはもうおしまいだ！」


　………………………………


　あれ？


　言われてあたしは肩かた越ごしに、おそるおそる後ろをふり返る。


　一番上のガケは崩くずれ、崩れ落ちた岩は途と中ちゆうであちこちに当たったのだろう。


　……滝の景けい観かん……わりと台だい無なし……？


　そーいえばメリナさんも、気が抜けたとゆーよりも、どこか放ほう心しんしたよーに、うつろな瞳ひとみでぶつぶつ何やらつぶやいてるし……


　……えっとこれはつまり……知らない顔で逃げた方が賢けん明めい？


「ちょっとママ、しっかりして」


　メリナさんの肩を揺ゆらし、ドロシーが言う。


「勝負には勝ったんだから、これでクランベリー亭イン再さい建けんなんだから」


「……ドロシーくん……もう……そんなことに意味はないんだ……もう……どうしようもない……」


　疲れきった声で言うディランに、しかしドロシーはあきれ顔で、


「何言ってるんですか？　どうしたらいいかって答えが目の前にあるのに」


　言って彼女はガケの上──佇たたずむゴーレムに視し線せんを向けたのだった。
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　クランベリー亭インの再建は、早さつ速そくその日からはじまった。


　むろん約やく束そく通り、費ひ用ようは全ぜん額がくディラン持ち。


　そしてたぶん、彼が、クランベリー亭インにいやがらせをすることはもうないだろう。


　なにしろ彼は、今回のことで、ドロシーのことがいたく気に入ってしまったようなのである。


　今も滝には、観光客たちが来てその景観を眺ながめている。


　見み慣なれた地じ元もとの人間なら、滝がいつもとどこか違ちがうように感じたかもしれない。


　とはいえ何も知らなければ、滝に補ほ修しゆう工こう事じが施ほどこされたことなど、たぶん気づきはしないだろう。


　ガケなどの、欠かけた部分と全く同じ形のゴーレムをあたしが造り、命めい令れいする。


　そこにずっとへばりついていろ、と。


　それが、ドロシーの発はつ案あんした補修計画だった。


　修理が終わったそのとたん、ディランはいきなり手のひらを返し、ドロシーを絶ぜつ賛さんしはじめた。


　町の財ざい源けんとなる名めい所しよを救ってくれた、という感かん謝しやもさることながら、発はつ想そうや交こう渉しよう術じゆつなどの彼女の手しゆ腕わんに、商売人として惚ほれ込んでしまったようなのである。


　しまいには、──うちの組そ織しき力りよくとドロシーの手腕があれば、この町をもっと栄さかえさせ、他の場所まで商売進出することも可か能のう──などと、新たな野や望ぼうに息いき巻まく始し末まつ。


　……まあ……変なロリコンシュミとかに目め覚ざめたりしなければいいのだが……


　ともあれ結果。


　翌よく日じつ、町を発たつあたしを、メリナさんやドロシーに加え、ディランや、仕し方かたなくフリックまでが見送る、などという、妙みようなことの運びになった。


　なんだかなごやかに見送る一同を背せに、去さりゆくあたしの願いは一つ。


　山の中にほっぽり出してきた、今もどこかで道に迷まよってるはずのナーガが、怒おこって追いかけてきたりしませんよーに。


　心の中でそう祈いのりつつ、あたしはフォスーデの町をあとにしたのだった──







（フォスーデ繁はん盛じよう記き：おしまい）












　Ｇハンター・フォルクス［前編］










　風に細い気け配はいが混まじった。


　空には月。つめたく白いあえかな光。


　しかし廃はい墟きよと化かした古こ城じようの跡あとは、夜に沈しずんで闇やみを生む。


　そこに──


　何かが、いた。


　──あたしのように、特に目もく的てきもない旅をぶらぶら続けていると、野の宿じゆくする羽は目めになることも少なくない。


　例えば。


　しばらく歩けば村がある、と聞いて出発したはいいのだが──相手の考えている『しばらく』と、こっちの考えている『しばらく』が食くい違ちがっていたり、村はあっても宿は無なかったり、村があるという話そのものがデマだったり……


　理由をあげればキリはないが、とにもかくにも、あたしはその日いろいろあって、名もない山の中で野宿をしていた。


　そんな時のことである。


　闇の奥おくに、何かの気配が出しゆつ現げんしたのは。


　おそらくたき火の明かりに寄ってきたのだろう。気配からして、人ではない。


　あたしは変わらずたき火を眺ながめ、身じろぎもせぬまま、口の中で呪じゆ文もんを唱となえ──


　グギュイッ！


　威い嚇かくの声は、後ろから聞こえた。


　瞬しゆん間かん。あたしははじかれたようにふり返り、がれきの奥に浮うかんだ影かげに向かって、唱えた呪文を解とき放はなつ！


「氷の槍アイシクル・ランスっ！」


　こかきぃぃん！


　あたしの呪文をまともに受けて、氷の彫ちよう像ぞうと化したのは、ヒトに似にた小こ柄がらな生き物。


　これは──


　……なんだ。ゴブリンか……


　思ったその時。


「──これをやったのはお前か」


　静かな声と気配とは、氷づけになったゴブリンの、さらに向こうから聞こえた。


　夜そのものが言葉を発したかのような──静かな、昇の声。


　闇の奥からにじみ出たのは黒い影。たき火のかすかな明かりを受けてなお、その姿すがたは夜の色に包つつまれている。
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　長身を覆おおう黒いマント。長く伸のばした黒い髪かみ。端たん整せいなその顔だけが、夜の中で、白い。


　よく見ればその背には、柄つかも鞘さやもやはり黒い、長剣を背せ負おっている。


　男はゆっくりとこちらに歩みを進め──ふと、とまどったように足を止めた。


「……女……魔ま道どう士しか？」


　あたしの姿を目にして、男はつぶやいた。


　今のあたしのいでたちは、額ひたいにバンダナ、黒いマントにショルダーガード。あちこちにつけた宝石の護符ジユエルズ・アミユレツト、腰こしにはひとふりのショートソード。誰だれがどこからどう見ても、旅の女魔道士以外の何でもない。


「まあね」


　あたしの答えに、男はちらと視し線せんを動かし、氷づけのゴブリンを目で指して、


「余よ計けいなことをしてくれたな。あれは、私の獲え物ものだったのだがな」


「私の獲物？」


「ああ」


　男は、たき火が生み出す光の環わのふちに立ち止まると、


「私の名は、フォルクス＝ウィンバード。


　人呼よんで、ゴブリンハンター・フォルクス」


「うわ弱そう」


「……それは言うな」


　思わず口走ったあたしに、男は小さな声でツッコミを入れた。


　ゴブリン──そう。たった今あたしが、攻こう撃げき魔ま法ほうであっさりと氷づけにした、アレである。


　サルよりはちょっとかしこいかも、といった程てい度どの知ち能のうを持った亜人間デミヒユーマンで、群むれで行こう動どうすることが多い。


　簡かん単たんな武器や道どう具ぐも使い、人の住む村や町を襲おそい、畑を荒らしたり家か畜ちくを奪うばったりすることもある。


　群れるとたしかにうっとぉしいが、基き本ほん的てきには、害がい獣じゆうに毛が生はえたような相あい手てで、一対一で戦わせれば、たぶん大きめのイノシシとかにも負ける。


　つまりはまあ……なんとゆーか……ひらたく言うと、弱い。


　で、『人呼んでゴブリンハンター』とゆーことは、まわりの連れん中ちゆうから、『お前はゴブリンを相手にしているのがせいぜいだ』と言われているわけで……


「誤ご解かいするな。女」


　フォルクスは言う。


「私は、ただのゴブリンハンターとは違う」


「いや。違う、とか言われても。


　そもそも、ゴブリンハンターなんつースキマ商売があること自じ体たい知んなかったし……」


「奴やつを見ろ」


　あたしのつぶやきを聞いていないのか無む視ししたのか。彼はあたしが氷づけにしたゴブリンを指して、


「こめかみのあたりに一すじ、白い毛が交じっているのがわかるか。


　私はこいつを、三か月の間追っていた」


「……三か月……」


　思わずぼーぜんとつぶやくあたし。


　今から三か月前といえば、あたしが山の中でてきとーに攻撃呪文をぶっ放したり、町の中でてきとーに攻撃呪文をぶっ放したり、街かい道どうでてきとーに攻撃呪文をぶっ放したりしていた頃ころである。


　そんな昔からゴブリン一匹を追っかけてるのか。この男は……


　なんだかものがなしい気分になってきたあたしの心情にも気づかず、彼は続ける。


「五匹を超こす群のリーダーで、近所のトマト農のう家かから『銀色の旋風シルバーゲイル』と呼よばれ、恐おそれられていたゴブリンだ。


　奴らは、やりすぎた。


　奴の率ひきいる群は、トマトを盗ぬすんだりニワトリを盗んだりキャベツを盗んだりと、悪あく逆ぎやくの限かぎりを尽つくし──ついに我われら、ゴブリンハンターを本気にさせた。


　そいつを仕し留とめれば、私は晴れて、我わが師しから、ゴブリンスレイヤーの称しよう号ごうを譲ゆずり受けるはずだった」


「……ええっと……」


　そんなのに師し匠しようがいるんだ。とか、おまいは本当にそんな称号が欲しいのか。とか……


　頭に浮かんだ数十通りのツッコミのうち、どれを最初に口にすべきかと、あたしが悩なやんでいるうちに、彼は次のセリフを口にしていた。


「だが。奴を倒たおしたのは、偶ぐう然ぜん行き合わせたお前だった」


「いやまあそこらへんは柔じゆう軟なんにやっていーんじゃない。あのゴブリンを倒したのはあんただった、ってことにして」


「そうはいかん」


　いーかげんどーでもよくなってきて、てきとーに言ったあたしのことばを、しかし彼は否ひ定ていして、


「他人の功こうを奪うばうなど、誇ほこりあるゴブリンハンターのプライドが許ゆるさん。


　とはいえ──


　こんな事じ態たいは想そう定ていしていなかったことも事じ実じつだ。


　悪いが、ともに我が師の構かまえる庵いおりまで来て、事じ情じようを説明してもらう」


「……ちょっ……!?　じょーだんじゃないわよ！　なんでンなこと……」


　いきなり身み勝がつ手てな提てい案あんに、あたしは思わず抗こう議ぎの声を上げる。


「手て間まは取らせん」


「取らせん、ったって……！」


　さきほどこいつは、ゴブリンを三か月ほど迫っていた、と言った。ならば師匠とかがいるのも、かなり離はなれた場所なのだろう。


　いくらあたしが、特に目的もない旅の身の上とはいえ、こんなよくわからないことに、何十日もつき合う気はない。


「心配はいらん」


　男は静かに右手を上げて、人さし指であたし──いや、あたしの後ろを指さして、


「この山を越えたすぐ向こうに村がある。


　そこだ」


「近っ！　てか地元っ!?」


「そう呼ぶ者もいる」


　……てことは地元でゴブリン一匹探すのに三か月もかかってたのかこの男は。


　しかしまあ、どーせそっちの方に行くつもりではあったのだし……


「ま、それならいいけど……せめておいしい食事でもてなす、くらいのことはしてくれるんでしょうね」


「ああ」


　あたしの問いに、フォルクスは、重おも々おもしくうなずいたのだった。





　その村についたのは、翌よく日じつの昼近くになってのことだった。


　山と山とにはさまれた小さな村。ざっと見渡したところ、家は全部でせいぜい二、三十軒けんといったところだろう。


「あそこだ」


　黒いマントを山風に鳴ならし、フォルクスが目で指したのは、そんな村から少し離はなれた場所にある、やや大きな土つち壁かべの一軒。


　言われるままに山道を進み──


「妙みようだ」


　彼がそう漏もらしたのは、さらにしばらく歩んだあとのことだった。


「何が？」


　あたしは問う。


　ここから見た限りでは、別に変なものも見当たらないし、何かの気配があるわけでもないのだが……


「我が師は日頃の鍛たん錬れんを怠おこたらん」


　フォルクスは言う。黒い瞳ひとみで家を見つめたまま。


「いつもなら、鍛錬の奇き声せいに近所の人が文もん句くを言いに来る頃だ。なのに今日は誰だれもいない」


「いやあの」


「行くぞ」


　あたしのツッコミさえ待たずに彼は駆かけだした。地を草を蹴けり、まっしぐら。


　しかたなくあたしもそのあとに続く。


　玄げん関かんのドアが開いている。


　入った先は、雨などの時の練れん習しゆう場じように使うのか、はたまた家具がないだけか、とにもかくにも広い部屋。


　そこに、男が倒れていた。


　体たい格かくはがっしりしているが、黒い髪かみには白いものが混まじりはじめている。出血などはないようだが、横向きに倒れたままで動かない。


　あわてて駆け寄り、抱だき起こすフォルクス。


「師よ」


　呼びかけに、男はうっすらと目を開いた。


「……フォル……クスか……」


「何があったのです」


「……奪……われた……ゴブリン……スラッシャーが……」


「ごぶりんすらっしゃあ？」


　なんだかうさんくさいその響ひびきに、後ろで聞いてて、思わず口をはさむあたし。


　フォルクスは、視し線せんを師匠に向けたままで説明する。


「我らゴブリンハンターに代々受け継つがれる伝説の剣だ。使う者が使えば、その一振りは木々の枝さえ切り裂さくという」


「それってただのなまくらなんじゃあ……」


「誰が一体そんなことを」


　あたしのつぶやきを遮さえぎるように……というか、たぶんわざと遮って、フォルクスは問う。


「……ガイナスの……仕し業わぎだ……」


「何!?」


　彼の声に動どう揺ようが浮うかぶ。


　どうやら犯人は、二人の知り合いのようである。


「……そちらの……人は……？」


　師匠とやらが、あたしの方に視線を向けて問いかけるのに、フォルクスは、


「『銀色の旋風シルバーゲイル』を倒した魔道士です」


「なんと……！　あの『銀色の旋風シルバーゲイル』を！


　……ならば……」


　師匠はあたしの方を向き、


「そこの方……頼たのみが……ある……」


「嫌いや」


　…………………………………………


「……ええっと……あの……」


　何やらことばを探す師匠。しかしあたしはそれを待たず、


「どぉせ、その奪われたなんとかを、フォルクスといっしょに取り戻してくれ、とかってところでしょ。


　そぉぉぉんなめんどくさいこと、なんで手つだわなきゃなんないのよ。それなりの依い頼らい料りようとかが出るならともかく」


「……うっ……依頼料っ……！」


　どこか痛むのか単にけちなのか、師匠は顔を歪ゆがませた。
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「その必ひつ要ようはない」


　そこにフォルクスが口をはさむ。


「私が必ず見つけだし、取り戻す」


「……しかしお前では……」


「確たしかにガイナスは強い。だが、勝つ」


「……いや……強い弱いではなく……お前すぐ道に迷まよったりするから……」


「……………………」


　言い返されて、完かん全ぜんに言葉を失なくすフォルクス。


　なるほど。


　このフォルクス、いくら山が広いとはいえ、地元でゴブリン一匹探し出すのに三か月もかかったよーな奴である。


　この調ちよう子しでは、逃げた犯人を探し出すのにも、同じくらいかかりかねない。


　だがそんなに時間があれば、犯人は、持ち出したものを金に換かえ、セイルーンかエルメキアのあたりまでとんずらこいて商売か何かをはじめることさえできるだろう。


　そうなれば、こいつでなくても、相手を見つけだすことはまず不ふ可か能のうになる。


「……わ……わかった……」


　あたしに視線を戻して言う師匠。


「……ゴブリンスラッシャーは他人の手には渡せぬもの……


　依頼料は……なんとかする……


　昔……山の中で見つけた、サファイアの原げん石せきがある……大きさは……きみのショルダーガードについているのと同じくらい……それを……成せい功こう報ほう酬しゆうで……」


「オッケーっ！」


　あたしのショルダーガードについてるのと同じくらいの大きさ。


　そのひとことにだまされて。


　気がつくと、あたしは即そく座ざにそう答えていたのだった。





「……で……


　そーいえば、どんな奴なの？　その、ガイナスとかゆーのは」


　とりあえず道を行きながら、あたしはフォルクスに、気のない口調で問いかけた。


　あのあと──


　たいしたケガもしていなかった師匠を近所の民家に押しつけて、食事をしたあと、あたしとフォルクスの二人は、剣を奪ったガイナスとやらを捜さがし、山の中へと分け入った……のだが……


　この時点で、あたしはもぉすっかりヤル気をなくしていた。


　メシ食って冷れい静せいになって気づいたのだ。


　ついいきおいで引き受けはしたが、考えてみれば、師匠が提てい供きようすると言っているのは、あくまで原石だということに。


　原石と宝石とでは話が違う。


　原石を研けん磨まして、はじめて宝石としての価か値ちが出てくるわけで、かくいうあたしも、そういった加工をする魔法を知ってはいるのだが……


　原石は大きくても、研磨したら小こ粒つぶ……どころか、宝石としてはモノにもならない、といったことなどは、よくある話なのである。


　また宝石の価値も、大きさ、透とう明めい度ど、色、カットのしかたなどによっても大きく変わってくる。


　つまり、ひらたく言うのなら。


　たとえ大きな原石をもらっても、それが一体いくらの収しゆう入にゆうになるのかがわからない。場合によってはほとんど収入がゼロに近い、ということもありうるのだ。


　せめて現げん物ぶつを見せてもらえれば、おおよその値ね踏ぶみもできたのだが……


　とはいえ、引き受ける、なんて口走ったことは事じ実じつだし……


　なんだか……頃ころ合あいを見み計はからって適てき当とうな理り由ゆうをつけて手を引いた方がいいような気がするのだが……さすがに今すぐ、それじゃあさよなら、というわけにもいくまい。形だけでも手を貸かすふりくらいはしておいた方がいいだろう。


　で、とりあえず話を振ふってみたわけである。


「ガイナス……奴は、同じ師に学ぶ兄弟弟で子しだ」


　あたしの問いに、彼は歩みを止めずに言う。


「腕うでは確か。互たがいに切せつ磋さ琢たく磨まをし、いずれはともに、ゴブリンハンターからコボルトハンターへとランクアップしようと、夢を語り合うこともあった」


「ランクアップなんだ」


　ちなみにコボルトというのは……ええっと、まあ、ゴブリンみたいなもんだと思ってくだサイ。


「だが最近、あいつは妙な野や望ぼうを抱いだくようになってきた。


　ゴブリンハンターやコボルトハンターで埋うもれるつもりはない、と、ことあるごとに漏もらすようになったのだ」


「いやまあその気持ちはよくわかるけど」


「何を言う」


　彼はあたしを、じろりっ、とにらみつけ、


「お前は『銀色の旋風シルバーゲイル』をあっさりと倒した。


　ならば確かに、お前にとって、ゴブリンなどというものは、まともに相手をするにも及ばぬ雑ざ魚こなのだろう。


　だがな。普通に暮くらしを営いとなむ者にとっては、ゴブリンの群むれとはいえ充じゆう分ぶんな実じつ害がいと脅きよう威いになりうる。


　雑魚だから相手にしない、などと、もし万ばん人にんが言い出せば、一体誰が、奴らの被ひ害がいを食い止める？


　だからこそ、我らのようなゴブリンハンターの存そん在ざいは必ひつ要ようとされるのだ。


　職しよく業ぎように貴き賤せんはない」


「……す……すひません……」


　なんだかいきなりまともな反はん論ろんをされて、思わずあやまってしまうあたし。


　彼は、ついっ、と視線を外し、


「ゆえに。


　近所の子供から、かっこ悪い、とか、ぱっとしない、とかはやし立てられても、私は全く気にしないし、陰かげでこっそり涙なみだぐんだりもしない」


　うわ。気にしてたんだ。


「だが最近のガイナスは──違った。


　自分はゴブリンハンターで終わるつもりはない。必ずいつかのし上がってやる。


　そんなことを、しょっちゅう口にするようになっていた」


「で、あなたのいない時を狙ねらって、家か宝ほうだか何だかの剣を奪った」


「そうなるな」


　語りつつ進むうちにも、街かい道どうとも呼べぬ山道は、どんどん草深く、まるで獣けもの道みちのようになってゆく。


　むろんのことあたしたちは、ただ無む目もく的てきに進んでいるわけではない。


　剣を盗ぬすんだガイナスとやらは、おそらくそれを換かん金きんしようとするはず。


　今向かっているのは、あたしがやって来たのとは反はん対たいがわ──わりと大きな町へと続く道だった。


　なんでも、あちらこちらの交こう易えき点てんとなっており、いろいろな品しな物ものが集まって来るとか。


　そもそもあたしがこんな山道を通っていたのも、その町の噂うわさを耳にして、ふと足を運んでみようかと思い立ち、山を突つっ切きる近ちか道みちを取ったがゆえのことだった。


　フォルクスやガイナスも、買い物やら何やらで、町の方には時々足を延のばしていたという話である。


　ならガイナスが剣を金に換かえようとした場合、その町に行く可か能のう性せいが高い。


　むろん相手が裏うらをかき、反対方向に進んだということも考えられるが──そちらはあたしたちがやって来た方。ならば途と中ちゆうで行き合っていたはず。


　それがなかったということは──やはり彼は、町の方に向かった、と考えるのが自然だろう。


「……問もん題だいは、そのガイナスとやらが町につくまでに追いつけるかどうか、よね」


　歩みを進めながら、あたしは言う。


「それなりに大きな町だって話だから、一いつ旦たん入られたら、探し出すのはひと苦労よ。


　なんとか見つけだした時には、もう剣は売うっ払ぱらっちゃったあとだった……なんてこともありうるわけだし……」


「急げと言う割わりには、師匠の家で散さん々ざん食料を食い散ちらかしていたようだが……」


「それはそれとしてっ！


　で──町まで、あとどれくらいあるの？」


「そろそろだ」


　視線をまっすぐ前に向けたまま、フォルクスは言う。


「そろそろ……って……」


　語りつつ進むうちにも、道はますます荒れてきて、今では山道どころか、立りつ派ぱな獣道である。行く手にあるのもただ木々の連つらなりのみ。


　ここでいきなり視し界かいがひらけ、目の前に大きな町が姿すがたを見せる──といったふうには思えないのだが……


　……って……


「まさか……」


「そろそろだと言った」


　やはり前を見たまま──言い換えれば、あたしと視線を合わせぬままで、彼は言う。


「この道で正しければ、だが」


「迷ったんかあんたはぁぁぁぁっ！」


　思わず頭を抱えるあたし。


　そーいえば……こいつが道に迷うとかいうのは、師匠のお墨すみ付つきだったよーな……


　彼は視線を動かさぬまま、


「道とは辿たどるものではない。自ら切り開くものだ。


　我が師の言葉だ」


「格かく言げんの使い所間ま違ちがってるわぁぁぁっ！


　あんた、何回も通った道なんでしょ!?」


「慣なれが、必ずしも正しい答えを導みちびき出すとは限らん。これも師の言葉だ」


「だぁかぁらぁそれも使い所間違ってるとゆーのっ！


　どーすんのよ!?　これでまず、ガイナスに追いつくのはムリになったわよ！」


「お前の魔法でひょいと町まで……というわけにはいかんのか」


「ンな便べん利りな魔法があったら、きのう野宿なんてしてないわよ。


　空に浮うく呪文は使えるから、町がどっちにあるか、ってことくらいはすぐに確かめられるけど……


　浮く方の呪文はスピードが出ないし、高こう速そく飛行する方の呪文は、二人で山の上をひとっ飛び、ってわけにはいかないわ。


　あたしだけ一人で先に行くことならできるけど……


　そもそもあたし、そのガイナスとかいう奴の顔も知らないし、仮かりにそれらしい奴を見つけたとしても、そのゴブリンスラッシャーとかいうのがどんな剣かも知んないから、にせものを摑つかまされる可能性もあるわ。


　つまりは、やっぱし二人で歩いていくしかないのよ」


「ならば、こんな所でゆっくり話をしている場合ではあるまい」


「お前が言うなぁぁぁぁぁっ！」


　めりっ。


　言ってあたしが放った右のブローは、フォルクスのこめかみをまともに捉えたのだった。
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　町の名は、トゥームといった。


　交易の拠きよ点てんとなっている町、というのは、たいていどこでも似にたような光こう景けいがひろがっているものである。


　むろん品しな揃ぞろえは違うものの、やたら商店が立ち並び、大通りには屋や台たいが連つらなる。


　しかしこのトゥームの町には、すこしだけ、変わったところがあった。


　町の中心にある商しよう業ぎよう街がい。


　そのあたりの道、ほとんどすべてに、屋や根ねがついているのである。


　つまり、商売をしたい人たちは、屋台を持って来なくても、布ぬのと商品を持ち寄よって、屋根の下でひろげるだけでオーケー。雨が降ふっても濡ぬれる心配はなし、ということである。


　商人にも客にもおおむね好こう評ひよう。たしかに便利でもあるのだが──ただし当とう然ぜん、上を屋根で覆おおえばあたりは暗くなる。


　むろん明かり取りのため、所々に屋根のない部分があるし、商業組合が雇やとった魔道士たちが、あちこちに明かりの呪文を灯ともして回っていたりするのだが、どうしたって全体的に暗くなりがちなのは仕し方かたない。


　でもって──そういった中でひときわ薄うす暗ぐらいあたりには、なぜかさも当然のごとく、怪あやしげな店が集まったりするものである。


　それはこの、トゥームの町でも同じこと。


　商業街の一角。やや細い通りの一つに、店員たちの雰ふん囲い気きからして、なんだかうさんくさげな場所がある。


　ぼったくりやら盗とう品ひん売ばい買ばい。表おもて沙ざ汰たにはできない取引。


　そういったことが行われているところに、あたしとフォルクスがやって来たのは、すでに夕ゆう暮ぐれが迫せまった頃のことだった。


　ガイナスが剣を処しよ分ぶんするなら、おそらくこのあたりを利用するだろう。そう読んでのことである。


　もっとも──すでに手遅れ、という公こう算さんは大きいのだが……


「で、ここからどうする」


　通りの端はしから、薄暗い奥を眺ながめ、フォルクスが問いかける。


「……まあ、ふつーに聞き込みをしてどーにかなる話じゃあないわね。


　それに正直言って、もうその剣が返ってくる可能性って、限りなく低いわよ」


「それは困る」


「……ってあんたが道に迷ったりしたせいでしょーがっ！


　ま、聞けばなまくらみたいだから、そのあたりでてきとーな剣でも買って、てきとーに飾かざりつけて、それで代だい用ようする、って手も……」


「──待て！」


　あたしのことばを遮さえぎってフォルクスは、前の方へと鋭するどい視し線せんを投げかけた。


　夕ゆう闇やみ迫る薄暗い通り。


　さして広くもないせいで、道の片かた側がわにのみ露ろ店てんが並び、人の通りもまばらだが、それをさし引いても妙みように静かだった。


　そのまばらな人通りの中。


　暗がりの中に立ち止まり、じっとこちらを見る、一人の男がいた。


　長身で金きん髪ぱつ。この距きよ離りと薄暗さで見て取れるのは、せいぜいその程てい度どの特とく徴ちようだが──


「……ガイナス……！」


　フォルクスの口から漏もれたのは、剣を持ち去った男の名だった。


「あいつが!?」


「間違いない」


　言って歩きはじめるフォルクス。半歩遅れてあたしが続く。


　しかし向こうも、こちらには気づいているはず。きびすを返して逃げ出す──かと思いきや。


　ゆったりとした足取りで、こちらに向かって歩き出す！


　通りを進み、近づいて──足を止めたのは、双そう方ほう同時のことだった。


「デートか？　フォルクス」


　揶や揄ゆするように、先に口を開いたのはガイナスだった。


　身長はフォルクスと同じ程度だが、がっしりとした体つきが、彼をひとまわり大きく見せている。


　意志の強そうな、まっすぐな眉まゆと四角いあご。年季の入った革の胸鎧ブレストアーマーが違い和わ感かんなしに似に合あっている。


「何な故ぜだ」
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「なぜ、だと？　ハッ！」


　フォルクスの問いを、ガイナスは鼻で笑って、


「お前、俺おれの言ったことを聞いてなかったのか!?　このままで終わる気はない。何回も言ったはずだぜッ！」


「だからといって師を──」


「人聞きの悪いことを言うなッ！　俺はただ、師匠が棚たなの上のモノ取ろうとしていたところで、冗じよう談だんで踏ふみ台を蹴けってみただけだ！


　よけてくれると思ったら……あっさり倒れてそのまま気き絶ぜつッ！」


　……そーいうことかい師匠。どーりで、何をどうされたか聞いても、『ガイナスにやられた』としか答えなかったわけである。


「そこで俺ははじめて気づいたのさっ！


　この師匠のもとで修行なんてしててもムタだ、ってな！」


　うむ。あたしもそう思うぞガイナスくん。


「だからといって、ゴブリンスラッシャーを盗んでよいという理り屈くつにはなるまい」


「なぁに。えらそうにこき使ってくれた手て間ま賃ちんって奴さ」


「そんな言い分が通るとでも？」


「通すさ」


　二人の視線が火花を散ちらす。


　普通こういった場合、あたりの連れん中ちゆうがトラブルのにおいを察さつし、あわてて逃げ出したりするものなのだが──ここの連中にとって、こんなことなど日にち常じよう茶さ飯はん事じなのか、さしてあわてた様よう子すもない。


「ほう」


　フォルクスの目が、すぅっ、と細くなる。


「剣を返してほしくば腕うでずくで。つまりはそういうことか」


「そうなるな」


　不ふ敵てきな笑みを浮かべて、ガイナス。


「……わかった」


　フォルクスが言った、そのとたん。


「じゃ、振動弾ダム・ブラス」





　づんどぉぉぉん！





　ひょいと後ろから身を乗り出し、あたしの放った攻撃呪文は、いともあっけなくガイナスを吹ふっ飛とばした。


「はいはい。ちょっとごめんね～」


　言いながらあたしは、さすがに身を引く露ろ天てん商しようたちの前を、ひょいひょいひょいっ、と通り過すぎ、ぶち倒れたガイナスの方に歩み寄ると、相手が急に身を起こしても攻撃を受けない距きよ離りで立ち止まり、


「はい腕ずくで倒したわよ。剣返して」


「……う……き……貴き様さま……魔道士か……」


　わざと直ちよく撃げきはさせなかった。ダメージはあるが意い識しきもある。


　ぴくぴくしながら問うガイナスをあたしは見下ろし、


「見ればわかるでしょーが。一体何だと思ってたのよ」


「……卑ひ怯きよう……な……」


「なぁぁに言ってるんだか。腕ずくで、ってことだったけど、別にあんた、フォルクスが、とは言わなかったじゃない。こっちも言ってないし。


　で、剣返すのと、剣返すまで攻撃呪文をぶち込まれ続けるのと、どっちがいい？」


「も……もう売った……！」


「何!?」


　ガイナスのことばに、あたしの後ろについてきたフォルクスが声を上げる。


　しかしあたしは動どう揺ようすらせず、


「ふーん。


　で、それはそれとして結けつ局きよくあんた、剣返すのと、剣返すまで攻撃呪文をぶち込まれ続けるのと、どっちがいいの？」


「だ……だから……！」


「あんたは相手の都つ合ごうなんて関係なしに、ひとさまのものを盗んだ。ならあたしたちも、あんたの都合なんて考える必ひつ要ようはない。


　あんたが盗んだ。で、あんたが返す。たったそれだけのシンプルな話よ。


　そっちの都合なんて知ったこっちゃあないから、返さないのか返せないのかなんて関係ない。


　返すまで攻撃呪文をぶち込む。オーケー？」


「お……俺に何かあったら、剣のありかはわからなくなるぞっ！」


　必ひつ死しで言うのに、あたしはにっこりほほえんで、


「でもあなたが無ぶ事じだったからって、剣が返ってくるとは思えないし」


「わ……わかった！　なんとかする！」


　悲ひ鳴めいに近い声で言うガイナス。


　よーしそのひとことが聞きたかった。


「本当に？」


「お……俺だって命は惜おしい！　なんとか……してみせる！」


「なるほど。


　じゃ、さっそくなんとかしてもらおうじゃない。立てるわね」


「……い……今すぐか……!?」


「立てるわね、って聞いたんだけど」


「………………」


　どーやらわかってくれたらしく、無む言ごんのまま、なんとかよろよろと身を起こすガイナス。


「じゃ、いっしょに行きましょ」


　あたしにうながされ、彼は通りを歩みはじめる。


　そのあとに続くあたしとフォルクス。


　一行は、細い通りを途と中ちゆうで折おれ、露ろ店てんも並ばぬ裏通りへ。進み、曲がり、また曲がってはまた進み──


「──ストップ」


　あたしが声をかけたのは、そうやってどれくらい進んだあとのことだろうか。


　足を止めたガイナスの背中に向かって問いかける。


「同じ道を二度も通る、っていうのはどういうこと？」


「何!?」


　後ろでフォルクスが声を上げる。


「き……気のせいだ」


　答えるガイナスの頰ほおに汗あせ。


　どこにでもある、薄暗い裏通り。これといって特とく徴ちようはなく、どこまで行っても似たような景け色しき。たしかに気のせいだと言われれば、そんな気もしてくる。


　しかしあたしはごまかせない。


　さっき通った民家の裏から漂ただよってきたシチューのにおい。次の家からはミートコロッケのにおい。


　全く同じにおいの前を通ったのが、これで、二度目。


　それに──


「へぇ。気のせいなんだ」


　あたしは言う。


「じゃ、あたしたちをとり囲んでる連れん中ちゆうの気配……これも気のせい？」


　あたしがそう言うのと同時に。


　通りの前から、後ろから。


　いくつもの影かげがわき出したのだった……







（つづき気ぎ味み）













　次回予告




　またしてもなんだかみみっちい事件に巻き込まれることになったリナ！　というかかまうなよそんな連中に！


　リナたちはなまくらゴブリンスラッシャーを取り戻すことができるのか!?


　もらえる予定の原石とやらに、果たしてどれほどの価か値ちがあるのか!?


　いやまあどぉでもいいんですけど！


　とにもかくにも、次回『Ｇハンター・フォルクス』後編


　昼寝でもしながら待て！











　Ｇハンター・フォルクス［後編］







　あらすじ




　ある日ある時山の中。リナ＝インバースが出会ったのは、剣気纏まとった黒ずくめの剣士。


　その名はゴブリンハンター・フォルクス。


　ゆえあってその師し匠しようのもとへと向かった二人だが、そこで待っていたのは、倒たおれた師匠と、告つげられた衝しよう撃げきの事じ実じつ！


　フォルクスの兄弟弟で子しのガイナスが、師匠を倒し、小枝をも切り裂さく秘ひ剣けん、ゴブリンスラッシャーを持ち逃げしたという！


　追うフォルクス。ヤル気ゼロながらも、展開上しかたなくつきあうリナ！


　やがて二人は、近くにあるトゥームの町でガイナスを見つけ、なんとか倒して捕とらえるものの、すでに剣は売られたあと。


　その店へ向かおうとする一同の前に、謎なぞの影かげたちが立ちふさがった！















「何者だ。貴き様さまら」


　フォルクスの声が、薄うす暗ぐらい路ろ地じに響ひびく。


　両手をひろげればいっぱいなほどの、狭せまい路地である。


　前後を塞ふさいだ男たちの数はわからないが、よけて通るのは無む理りだろう。


　──もっとも、たとえ道みち幅はばが広くても、素す直なおに通してくれるとは思えないが。


　男たちは口も開かず──


「……聞くまでもないでしょ」


　苦く笑しようしてつぶやいたのはあたしだった。


「ガイナスが、時間かせぎに同じところを動きまわった。で、こいつらがやって来た。


　つまりはガイナスの味み方かた。でもってとーぜんあたしたちの敵てき。──でしょ？」


　先を行くガイナスの背中にことばを投なげ放はなつ。


　彼は肩かた越ごしに、ゆるりっ、とこちらをふり向いて、


「そう思うなら、ここで引き返した方が利り口こうなんじゃないか」


　言う目もとには、勝利の確かく信しん。


　たしかにこれはピンチである。──もしもあたしが、並の魔ま道どう士だったなら、だが。


「何言ってんの。もっと頭のいい方法があるでしょ」


　あたしは余よ裕ゆうの口ぶりで、


「こいつら全員ぶち倒して、あんたともども反省してもらって、心からのおわびを金きん銭せん的てきにしてもらう、とか」


　ガイナスの瞳ひとみに浮うかんだ色が揺ゆらぐ。しかしあたしの実力を知らない他の男たちは、無む言ごんで敵てき意いをふくらませ──


「──ちょいと待ちな」


　ふくらむ敵意をかき消したのは、響ひびいた女の声だった。


　その声の主を迎むかえるように、前を塞いだ男達が道を開ける。


　開いた道のその向こうから──


　ヒールの音を立てながら、優ゆう雅がな足取りで歩み来たのは一人の女。


　胸むな元もとが大きく開いた真っ赤なドレス。うなじを強きよう調ちようするように結ゆい上げた黒い髪かみ。唇くちびるに掃はいた紅べにの色が、赤い。


　……と、そこだけ見れば妖よう艶えんな大人の女、といった感じなのだが……


　としの頃も背の高さもあたしと同どう程てい度どか、やや下。胸むねは……ひょっとしたら、あたしの方が勝ってるかもしんない。


　少したれ目ぎみのかわいい子ではあるのだが、そのルックスにこのスタイルである。はっきし言って、子供が無む理りして大人ぶっているようにしか見えない。


「うわ似に合あってないし」


　……ざわっ……


　思わずあたしの漏もらしたひとことに、男たちがざわついた。


「ちょちょちょちょっと待て！」


　ガイナスがあわててあたしに身を寄せ、声をひそめてささやきかける。


「あのひとはな、俺おれの取とり引ひき先さきの姐あねさんで、マテリア＝ローリングストーンさんっていってな……その……としはたしか二十五だ」


「うそっ!?」


「しーっ！　声がでけえっ！


　本当だよ。陰かげじゃあみんなで『ローリングストーンだからロリ姐ねえさん』なんて呼んでるし、『いっしょけんめい背せ伸のびしてるみたいでかわいい』なんて言ってるけどよ……


　当人は気にしてるんだからよ！　ちったぁ気ぃ使ってやれよ！」


「……そ……そうね……」


　背や胸がちょっぴしコンパクトサイズなあたしには、その気持ちもよくわかる。


　なおかつあたしには未み来らいの可か能のう性せいというものもあるのだが、もし相あい手てが本当に二十五だとすると、向こうにはそれすらないのである。


　あたしは彼女に向きなおり、


「何か用？　ドレスが似合う大人のひと」


「へたに気をつかうんじゃないよ！　全部聞こえてたんだからっ！　かえって腹が立つんだよっ！」


　気をつかったつもりのあたしのことばに、ちょっと涙なみだ目めで抗こう議ぎする彼女。


　うむぅ……意い識しきしてやっているのかどうか、声の方はたしかに、ちゃんと大人の声なのだが、なにしろ見た目が……


　まわりに佇たたずむ男どもの視し線せんも、なんだか孫まご娘むすめを見るおじいちゃんみたいにほのぼのしてたりするし……


「……あー……」


　彼女は、こふんっ、とせき払ばらいをして、


「あらためて。


　あたしはマテリア＝ローリングストーン。


　このあたりで、ちょいとした古こ物ぶつ商しよう取引の元もと締じめみたいなことをやっててね。


　で、そっちのガイナスは、ちょくちょく取引をさせてもらってるお得とく意いさん、ってわけ」
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　なるほど。


　わかりやすく翻ほん訳やくすれば、彼女はこのあたりの闇やみ取引を仕し切きっていて、ガイナスはこれまでにも、ちょくちょくあちこちでパクった盗とう品ひんを売りに来ていた、ということか。


　彼女は小さく肩をすくめて、


「で、こっちとしては、お得意さんがボコられて町の中を連れ回されている。


　一体何があったのか、と様よう子すを見に来たってわけさ」


「このガイナスが、我わが師しの剣を盗ぬすみ、売りさばいた。それを返してもらいたい。そういうことだ」


　フォルクスが淡たん々たんと説明する。


　だがそれで、こんな連中が、ハイそーですかと剣を返してくれるはずもなく──


「──おや……そいつは困ったわね」


　あんのじょう。マテリアは髪かみをかき上げるしぐさをしながら、困った声と表情をつくり、


「確かに今日、ガイナスから剣を一本買い取ったけど……まさかそういう事じ情じようだとは知らなかったからねえ」


「そりゃあまた……さわやかなまでのしらじらしい言い分ね」


　あたしの挑ちよう発はつに、しかし彼女は平へい然ぜんと、


「まあそういう事情なら、こっちが何を言ったところで、そっちには白々しい噓うそに聞こえるんだろうけどサ……


　けれどこっちも商売なんでね。事情はともあれ、悪いけど、買い取り値ね以上のお代をいただかない限り、お渡しするわけにはいきませんねぇ。


　そのへんのところは……実じつ家かが商売をやってるのならおわかりですよねぇ。リナ＝インバースさん」


「────！」


　名乗りもせぬのに呼びかけられ。あたしは小さく息を呑のんだ。


　旅から旅への道すがら、あたしはいろんなことをやっている。たとえば盗とう賊ぞくしばき倒して、再さい起き防ぼう止しに資し金きんを没ぼつ収しゆうし、近くの町で飲み食いしたりとか。


　そんなこんなで、人聞きのよくない噂うわさとかも立っており、一部には名前も知られている。


　でもって場合によっては、あたしの顔を知っている者もいるだろう。


　しかし──


　うちの実家が商売──というとやや大げさに聞こえるが、雑ざつ貨か屋やをやっていることまで知っている者は、まずいないはず。


「……よく知ってるわね。あたしのことなんて。ひょっとしてファン？」


「そういうわけでもないんだけど」


　内心の動どう揺ようを隠かくして言うあたしに、彼女は笑えみを崩くずさずに、


「こう見えてもあたしは読書家でね。


　毎年発行される、『命にかかわる危き険けんな生物ベスト百』にもちゃんと目を通してるのよ」


　…………………………


「ちょっと待てっ！　あたしその『命にかかわる危険な生物ベスト百』とかって本に載のってんのっ!?」


「それはまあ……言わないでおくけど」


　載ってるぅぅぅっ！　しかも会話の流れからするとイラストあーんど詳しよう細さいな解かい説せつつき！
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　おにょれどこだっ！　そんな本出してるところっ！　見つけ出して必ず掲けい載さい料りようふんだくるっ！


　そちらもかなり気になるが、とりあえず今は、こっちの方が先決である。


　あたしはなんとか気をとりなおし、


「……そっちの事情はともあれ、盗品だってわかった以上、それなりの対応はしてくれないと……いろいろ面めん倒どうなことになると思うんだけど？」


「もちろんわかってるわ」


　あたしの遠まわしな脅……もとい、警けい告こくに、意外にも彼女はにっこりとうなずき、


「あなたたちが被ひ害がい者しやだということも、剣の所しよ有ゆう権けんを主しゆ張ちようできる立場だということも理り解かいできるわ。


　けれども、盗品を売りつけられたこちらもまた被害者だ、ということも、理解してもらわないと困るわね。


　つまり、こっちだって所有権は主張できるわけだけど……


　正直言ってあたしとしちゃあ、あのリナ＝インバースと、ことを構かまえるつもりはない。


　で。


　中を取って、こういうのはどう？


　ガイナスに、うちから剣を買い戻もどしてもらって、それをそっちに無む償しようで返す。


　それなら何の問題もないと思うけど？」


「ちょちょ……ちょっと待ってくださいロリ姐さん！」


「ロリ姐さん言うなぁっ！」


　あわてて待ったをかけるガイナスを一いつ喝かつするロリ……いや、マテリア。


「大体あんたのしでかした不ふ始し末まつだろ！　ならあんたがケツ拭ふくのがスジってもんさ！」


「ふ……不始末って……」


「かたぎとしてなら、ひとさまからモノを盗んだこと。


　ワルとしてなら、盗んだブツを売りさばいたあと、とっとととんずらこかないで、同じ町で油売ってて見つかったこと。


　……いいかい、考えてもごらん。


　何にしろ、あんたは不始末をやらかした。


　なら、あっちの人にボコられるか、あたしたちの恨うらみを買うか──


　でなきゃあ、あたしが今出した条じよう件けんを呑むか。


　ちょいと考えりゃあ、どれが一番賢かしこいか、わかるだろう？」


「……………………」


　ガイナスは、情けない顔で、ただ無む言ごん。


「さてと。こっちの話はついた」


　マテリアは、今度は視し線せんをフォルクスに向けて、


「そっちもこの条件で、問題はないね？」


「ああ。剣が返ってくるなら問題はない。むろんあとでガイナスには、相そう応おうの責任を取ってもらうが」


　言って小さくうなずくフォルクス。


　……マズい……


　商売人としてのあたしのカンが、胸のうちで警けい鐘しようを鳴らす。


　何がどうマズいのかは、はっきりとはわからないのだが……どうにもこうにも気に入らない。向こうのペースで進んでいる。


　たぶんどこかに罠わながある。しかし、それが何なのかがわからない。


「──どうやらこれで、話は決まったみたいだね」


　満足そうにうなずくマテリア。


　一方ガイナスはうなだれたまま、


「……受け取った金……もう……ちょっと使っちまったよ……」


「いいさいいさ。足りないぶんは、あんたががんばってなんとかしてくれりゃあいいんだから。


　とりあえずこっちとしては、八百払はらってくれれば剣は渡すよ」


「はっ……!?」


　ガイナスが間の抜けた声を上げる。


「ちょ……待ってくれ姐さん！　俺が受け取ったのは四百だぜっ！」


「そうさ。うちでの買い取り値ねが四百。売値が大サービス価か格かくで八百。足りないぶんは働いて稼かせげばいいのさ。なんならあたしが働き口世せ話わしてやろうか？」


「そんっ……無む理りに決まってるだろ！」


「──待て。いくらなんでも倍というのは無む茶ちやではないか？」


　フォルクスが横から口をはさむ。が、マテリアは冷たい視し線せんを彼に向け、


「すみませんがね。口をはさまないでもらえますかね。


　ガイナスがうちから剣を買い戻もどして、そっちに返す。


　それでいい、って、さっきあなたも言ったじゃあありませんか。


　なら、うちがいくらで買い戻させようと、それはうちとガイナスとの問題。そっちにどうこう言われるすじあいはありませんよ。


　もちろん剣を受け取る、って点に関しちゃあ、ガイナスとそっちの問題ですから、ガイナスが逃げ出さないように、剣が返ってくるまで、ずっとそばで見み張はってる、っていうのは勝かつ手てですけどね」


　……なるほど……そうきたかこの女……


　問題を、自分たちとガイナス、ガイナスとあたしたち、という形に分けて、あたしたちがあちらに干かん渉しようするのを防ふせいだのだ。


　しかもこちらは、当とう事じ者しやのフォルクスが一いつ旦たん『それでいい』と口にしてしまっている。


　……まあしかし、ガイナスに泣きながら働いてもらう、というのもちょっと面おも白しろいかもしんない。


「……ま、そうなるとガイナスにはがんばって働いてもらって、残りの四百とちょっと、かせいでもらうしかないわね」


「無む茶ちや言うなぁぁぁぁぁっ！」


　気軽に言ったあたしに、涙目で絶ぜつ叫きようするガイナス。


「どうやって稼ぐってんだよそんな大金！」


「なぁぁぁに言ってんのよ。ゴブリン退たい治じをちょちょいっ、と何回か引き受ければ、なんとかなるでしょ。銅どう貨か四百くらいなら」


『は!?』


　あたしのことばに、間の抜けた声を上げたのは──あたし以外のほぼ全員だった。


　何寝ね言ごと言ってやがるこのアマ？　そんな響ひびきをたっぷり含ふくんで。


「え？」


　こちらも声を上げ──


「ひょっとして……銅貨じゃなくて銀貨？」


「金貨」


　マテリアが即そく座ざに訂てい正せい……


　……………………………………


「ええぇぇぇぇぇぇぇええええぇっ!?」


　思わず絶叫するあたし。


「き……金貨四百だの八百だのって……！


　ただのなまくら剣なんでしょ？」


「聞いてないの？」


　あたしのことばに、眉まゆをひそめてマテリアは言う。


「確かになまくらはなまくらだろうね。


　けど、ただの剣とは言えないわね。


　なにしろ総そうオリハルコン製せいなんだから」


　…………………………


「なにぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?」


　またまた絶叫するあたし。


　オリハルコン。魔法の効果を受けにくい稀き少しよう金属で、『純金？　何その安物』とゆーくらいの値ね段だんがつく。


　もし一本の剣が、そのオリハルコンだけでつくられているとしたら……たしかに切れ味はなまくらになるだろうが、値段は一体どれほどのものになるか。


　しかし……なにゆえゴブリンハンターのしょぼい師し匠しようがンな剣を持っていたのやら。


「高いとは言わせないわよ。なにしろ総オリハルコンの剣。


　物好きな金持ち貴き族ぞくなら、その数倍……ひょっとしたら十倍くらいは出すかもね。


　それをたった八百で優ゆう先せん的てきに渡す、って言ってるんだから」


　あたしの混こん乱らんを断たち切り、マテリアが言う。


　うむぅ……たしかに。総オリハルコンの剣が金貨八百ならば、安売りどころか大特価である。


　だがむろん、それで納なつ得とくするわけにはいかない。


　向こうの思おも惑わくは見え見えである。


　なんとか舌した先さき三さん寸ずんで、あたしとことを構えぬまま、剣を自分たちのものにしたい。


　ならばこちらはどう出るか。


　あたしは頭を巡めぐらせて──


「ちょっと待った。


　ガイナスに剣を買い戻させて、彼からこっちへ剣を返させる──って、そっちから提案しながら、買い取り額がくと買い戻もどし額金貨四百枚ぶんも差をつける……


　これって常じよう識しき的てきにはどう見ても、買い戻させる気はない、ってことじゃない」


「常識的にはどうか知らないけど、この条件を呑のんだのは、そっちのお兄さんだよ」


　余裕の表情でさらりと言い返す彼女。


　──ふっ。かかった。


「ほほう。『常識的にはどうか知らない』……いいことばねー」


　言ってこくこくうなずくあたしに、彼女はびくっ！　と小さくふるえる。


「じゃあこっちも『常識的にはどうか知らない』けど、とにもかくにも盗まれた剣は返してもらう、ってことでオッケーなわけね？」


「ど……どういう意味？」


「そうね。たとえばこのあと。


　どこの誰がぶっ放したのかわからない攻こう撃げき呪じゆ文もんで、店が吹っ飛んであなたが大ケガをしたとする。で、そこにたまたまい合わせたあたしが、医者に連れて行く報ほう酬しゆうとして剣を渡せ、と、非ひ常じよう識しきな交こう渉しようをしてみるとか。


　あ。あくまでたとえば、の話だけど」


　あたしのたとえ話に、身を引き、沈ちん黙もくする一同。


「──ま、こんな非常識でヒドい交渉も、世の中にはあるんだけど──」


　ころあいを見み計はからい、あたしはふたたび口を開く。


「常識を踏ふまえた交渉と非常識な交渉、どっちを進める？」


「……わかった……わかったよ……」


　マテリアは小さく肩をすくめて、ため息にことばを載のせる。


「ならさ、お互たがい正直に行こうよ。


　ぶっちゃけた話、こっちとしては、たかだか八百や四百だので、あの剣を手放したくない。けどそっちとしては、当とう然ぜん盗まれたものは取り返したい」


「まあそういうことね」


　と、あたし。


「けどリナさん、たぶんあんたは、そっちの兄さんかその知り合いに雇やとわれた身。


　なら、たとえ剣を取り返したところで、それがあんたのものになるわけじゃあないんだろ？」


「……っ……ま……まあね……」


　今度はあたしが動どう揺ようする。


　たしかに剣を取り戻しても、報酬は、価か値ちもわからないサファイアの原石。


「なら、たとえ依い頼らいの内容が変わっても、約束の報酬さえもらえりゃあ問題はない、と」


「悪いけど、買ばい収しゆうは基本的におことわりよ」


「そうじゃなくて。


　本当に問題なのはこっちだ、ってこと」


　言ってマテリアは、フォルクスの方に目を向けて、


「ガイナスからちょいとだけ聞いたんだけど、あれって、ゴブリンハンターの師匠から弟で子しへと継けい承しようされる剣なんだってね？


　ガイナスは、自分が受け継ついだんだ、って言ってたけど……


　そうするとあんたはトシからして、剣を取り戻しに来た兄弟弟子、ってところなんだろう？　考えてみりゃあ、まだ名前も聞いてなかったけどさ」


「そうだ。名は、フォルクス」


「やっぱりね。


　で、あの剣はあんたたちにとっちゃあ、高価な剣とか強い剣、っていうんじゃなく、流りゆう派はの誇ほこりというか、正せい統とうの象しよう徴ちよう、みたいなもんなんだろ？」


「そんなところだ」


「で、あんたが取り返しに来たってことは、あんたがその剣を受け継ぐことになるはずだった……違うかい？」


「おそらくは」


　フォルクスは答える。


　……まあ、弟子が二人だけで、うち片方が裏うら切ぎったとなれば、たしかに消しよう去きよ法ほうでそういうことになるのだろうが。


「けどさ、あんた本当に、あの剣を取り戻す権けん利りがあるのかい？」


「──どういう意味だ？」


「そのまんまの意味さ。


　つまり、あんたは強いのか？　ってこと。


　正統の証あかしを受け取ったとしても、実じつがともなわなくちゃあ意味がない。


　──おっと。『その精神も重要』なんて言うんじゃないよ。だったら人間のできた坊ぼう主ずにでもくれてやりゃあいい、ってことになるんだから。


　やっぱり実力、ってものも必要さね。


　たとえば──あんたがこのガイナスにも勝てないようなら、いくら正統だの何だのって言っても、鼻で笑うしかないね」


「……………………」


「で、だ。


　提案なんだけど、勝負、ってのはどうだい？」


「勝負？」


「ああ。


　あたしの知っているところで、ちょっとした試し合あいができる場所があってね。


　そこで、あんたとガイナスの二人が戦う。


　あんたが勝てば、ガイナスが持ってる金はこっちで受け取るけど、剣は返す。ガイナスの身み柄がらもそっちに引き渡す。この場合、商売上はこっちが損そんになるけど、仕し方かたない。


　逆ぎやくにもしあんたが負ければ……裏切り者ごときに負けるような奴やつに、そんな大事な剣を持つ資し格かくなんてないだろ。


　ガイナスの持ってる金と、試し合あい参さん加か料りように金貨百枚をつけるけど、剣のことはあきらめてもらう。ガイナスは役所に引き渡す。この場合、そっちの力ちから不ぶ足そくだったんだから仕方ない。


　勝っても負けても、それはあんたのウデの問題なんだから、そっちのリナさんには成せい功こう報酬を渡す」


「どっちにしろ踏ふんだり蹴けったりじゃないですか！　俺は！」


　半泣きでわめくガイナスに、マテリアは一いち瞥べつを送り、


「あぁぁぁうるさい。


　負けたら師し匠しようと兄弟弟子にボコられた挙あげ句にブタ箱行き。でもってあたしらの反はん感かんも買う。


　勝てば直接ブタ箱で、さし入れくらいは持って行ってやるよ。


　どっちが得とく……ってことはないけど、どっちがマシかはわかるだろ」


「……………………」


　ガイナスを沈ちん黙もくさせてから、彼女はふたたびフォルクスに目をやり、


「で、どうする？　裏切り者にも勝つ自信がない、ってぇのなら、他の何かいい方法を教えてもらいたいんだけど？」


「──安い挑ちよう発はつだな──」


　冷れい静せいに言ったフォルクスのことばに、あたしは内心胸をなで下ろし──


「──が。いいだろう」


「えぇぇぇぇぇぇぇっ!?」


　続けた彼の答えに、思わず悲ひ鳴めいを上げていた。


「ちょっとフォルクス……！」


「勝つ。それだけの話だ。


　それに、あの女の言うように、ここでガイナスにさえ勝てぬようなら、この先私が、一流のゴブリンハンターとしての名めい誉よを摑つかむことはできないだろう」


「いやあの、一流とか名誉とかって、ゴブリンハンターなんて商売してる時点で……」


「心配はいらん。どう転ぶにしろ、お前に依い頼らい料りようを払はらうよう、師匠は必ず説せつ得とくする」


　つまりは──任せろ、ということか。


　むろんここで、つっぱねることはできる。


　あたしの依頼人は師匠であって、フォルクスではないのだから。


　だがそれは結けつ局きよく、話をこじれさせるだけのことである。


　……でもっていくらがんばったところで、オリハルコンの剣があたしのものになるわけでなし……


「……わかったわ……」


　あたしは小さく肩をすくめ、マテリアをにらみつけ、


「ただし──


　変な小こ細ざい工くをしないよう、あたしがフォルクスのアドバイザーをやる。でもって剣は必ず会場に持ってくること。期き日じつはなるべく早く。


　いんちきをやったり、剣をなくした、なんてぬかしたら、本気であんたたちをたたきつぶす。


　いいわね？」


「わかったわ。


　試合は決まった日に行われていて、次はあさって。それでどう」


「異い存ぞんはない」


「仕方ないわね」


　フォルクスとあたしはうなずき──


　かくて。


　オリハルコンの剣を賭かけ、フォルクスとガイナス、二人は雌し雄ゆうを決することになったのだった！





　会場は、熱ねつ気きと怒ど号ごうに満ちていた。


　広さはかなりのものである。


　マテリアの部下に案内され、裏路地にある建たて物ものから地下へと下りて、しばらく歩いた、どこかの地下にあったのがこの場所だった。


「何だこの観かん客きやくは」


「決まってるじゃない」


　客席を割わって試合会場へと続く、出場者用の細い道を行きながら、フォルクスとあたしは言う。


「この試合に賭けてる見物客たちよ」


「賭け？　聞いていないぞ」


「気づいてなかったの？」


　マテリアみたいなのが『試合』と言った時点で、ふつーは、地下の賭け試合だと気づきそうなもんだが。


　当然賭けの胴どう元もとは彼女。ガイナスが負ければ商売上は損、などと言っていたが、賭の利り益えきを考えれば損はしない。


　彼女はちゃっかりと、そういう条件にしたわけである。


『皆みな様さま！　お待たせしました！』


　中央にある、一いち段だん高くなった丸い闘とう技ぎ場じよう。そこにあたしたちが着くのを待って、歩み出たマテリアが声を上げる。


　右手には筒つつのような形をした何か。おそらくは、風の系けい列れつの呪じゆ文もんがかけてあるのだろう。それに向かって彼女がしゃべると、声が増ぞう幅ふくされ、会場じゅうに響く。


『本日最初の対戦は、前ぜん座ざながらも因いん縁ねんの対決！　同じ流りゆう派はに学びつつ、袂たもとを分かった兄弟弟子！


　赤せき竜りゆうのコーナー、斬ざん撃げきのガイナス！


　青せい獣じゆうのコーナー、疾しつ風ぷうのフォルクス！


　しかも二人が賭けるのは──』


　勝手につけた二つ名で客をあおりつつ、後ろに隠していた左手を、彼女は高々とふり上げる。
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　そこにあるのは、ひとふりの剣。


　会場のあちこちにかけられた、魔法の明かりを照てり浴あびて、剣は鈍銀色のかがやきを放つ。


　サイズはショート・ソード程度。優ゆう雅がなカーヴを描えがく片刃の剣。


　見たことはないが、まず間ま違ちがいないだろう。


　あれこそが、ゴブリンスラッシャーなどと不ふ名めい誉よな名を与えられ、ヘタレ師匠に管理されている不ふ遇ぐうのオリハルコンソード！


　しかも実じつ際さいにあれで木の枝とか切ってみたバカがいるらしく、刃の部分があちこち微び妙みようにへこんでたりするし！


　うあ畜ちく生しよう持ち逃げしてえっ！


『この、オリハルコンソード！』


　マテリアの宣せん言げんに、一いつ拍ぱくの間があり──





　っどぉぉぉぉぉっ！





　会場が、滝たき壺つぼのごとくどよめいた。


　うぅむ。盛もり上げるなぁ。マテリア。


『得え物ものは自由！』


　彼女はぐるりと闘技場のまわりを指す。あちこちに、剣だの槍やりだの斧おのだのと、種しゆ々じゆ雑ざつ多たな武器が立てかけてある。


『相手を武ぶ台たいの下にたたき落とすか、戦せん闘とう不ふ能のうにすれば勝ち！　みなさん張はるなら今のうち！』


　マテリアのあおりに、会場の客たちは、近くにいる係員だか胴元だかに、次々と金をあずけはじめた。


『──さぁて、それではっ！』


　ころあいを見み計はからい、マテリアが声を上げる。


『双そう方ほう、武台へ！』


　うぉおおおおぉぉぉぉぉぉぉおおおぉっ！


　客たちの声がうねり渦うず巻まくその中で、フォルクスとガイナス、二人は闘技場──武台とやらの上へと上がる。


『さあ、好きな得物を！』


「不ふ要ようだ」


　マテリアの呼びかけに、言ってフォルクスは、背負った、バスターソードサイズの、片刃の長剣を抜き放つ。


「戦士の剣は。これに全すべてを賭けるのみ己おのが誇ほこり」


「いいセリフだ」


　言ってガイナスも腰こしの剣を抜く。


　こちらは普通のロングソードサイズ。


「なら……はじめようぜ」


『それではバトル・スタート！』


　マテリアの合あい図ずに両者が駆かける！


　歓かん声せいを貫つらぬく、鋼はがねと鋼のぶつかる音。銀しろがねの刃やいばが水面みなもに翻ひるがえる魚ぎよ鱗りんのごとくきらめいて、舞まうように交わり、交わっては離はなれる。


　客たちの歓声が高まる中、あたしは二人から、ひとときたりとも目を離さず──ちょっぴり退たい屈くつしはじめていた。
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　実を言うとあたしは、剣の方もそれなりに使えたりするのだが──だからこそわかる、二人の技ぎ量りよう。


　ウデは、ガイナスの方がわずかに上。


　ただし、ハイレベルでの話ではない。


　どちらも普通の戦士並。その中で、ガイナスの方が多少マシ、といった程度。


　はっきし言って、あたしが剣だけで戦っても、たぶんガイナスに余裕で勝てる。


　悪いが正直、たいくつな試合だった。それでも客たちが盛り上がっているのは、いろいろ賭けてるせいだろう。


　とはいえ、向こうが何かのいんちきをする可か能のう性せいがある以上、あたしも試合から目を離すわけにはいかない。


　二人はしばらく刃を交え、やがて──大きく後ろに退さがり、間合いを取ったのはガイナスの方だった。


「そろそろ決け着りをつけるぜ！　見せてやる！　奥おう義ぎって奴やつをよ！」


　言うなり地を駆け間ま合あいいを詰め、右に左にステップを踏みつつ、相手のそばをまわり込むように駆け抜けながら、何度も突きをくり出してゆく！


　これを超ちようスピードでやるならかっこいいのだが、並のスピードだと、単にもたもたしてるみたいでかっこ悪い！


『出たぁぁぁぁっ！　これはぁぁぁぁぁっ！』


　マテリアが絶叫する。


『流派奥義、幻惑互舞輪撃Ｇ・フアントムっ！　ゴブリンの肉体に存そん在ざいする百と一つの秘ひ孔こうを刺し激げきする禁きん断だんの肉体破は壊かい技わざっ！』


　ノリで盛り上がる観客たち。


　どーでもいーが、なんでこんな変な技のこと知ってるんだろう。マテリア。


　ひょっとして場を盛り上げるため、事じ前ぜんにガイナスからくわしく聞いてたとか……


　フォルクスの体がゆらりっ、と揺ゆれて──


　何事もなかったかのようにふり向いた。


「効きかんな。私には」


「な……なにいっ!?　なぜだっ!?」


　ガイナスの顔にひろがる驚きよう愕がくの色。


「なぜなら──


　私はゴブリンではないから秘孔の位置が違う」


「……くっ……！　しまった！」


『効かない！　効いていないぞ疾風のフォルクス！　おぉっとこれは意外だっ！』


　意外か？


　つかお前ら……


「なら今度は私の番だ」


　言ってフォルクスは、片刃の長剣を刺し突とつに構え、ガイナスに向かって駆ける！


　牙がっ！


　会場に響く打だ撃げき音おん。すかさずマテリアがナレーションを入れる。


『ついに来たぁぁぁぁぁっ！　究極秘奥義、無双悟武臨衝Ｇハウンドストラツシユっ！　まさかこの技を目にする日が来ようとはっ！


　ゴブリンの肉体組そ成せいそのものを連れん鎖さ破壊する恐きよう怖ふの技！


　これを受けては、さしものガイナスも……


　──おぉっと！　まだ立っている！　斬撃のガイナス、健けん在ざいっ！』


「悪いが俺も……ゴブリンじゃあないんでな」


　うぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ！


　やはりノリで盛り上がる観客たち。


　いや。冷静になろうよあんたら。


　どぉ見てもつまんないだろ。この試合。


　フォルクスとガイナス、二人は武台の上でにらみあい、


「なるほど……どうやらこれでお互い……」


「師匠に習った技が何の役にも立たないことがはっきりしたようだな……」


　弟子やめろ。即そく座ざに。


　かくて──


　そこからは、なんだかふつーの斬きり合いがはじまったのだった。


　こうなると、技量でやや劣おとるフォルクスの方が不ふ利りである。わずかずつではあるものの、だんだんと圧おされはじめる。


　……まああたしとしては、いろいろどーでもいーよーな気分になってきているのだが、それでも世せ間けん体ていからすると、フォルクスを応おう援えんする立場にあるわけで。（なげやり）


「もっとふっとわーくをつかってー。ふよういにおおわざをださないー。」


　などとアドバイスをしながらも、アドバイス通りに反はん応のうできるなら誰も苦労せんわな、とか思ってみたりする今日このごろ。


　……って……待てよ……


　なげやりなまなざしで試合を眺ながめつつ、あたしはふとあることに気づく。


　ガイナスに比くらべ、フォルクスは、フットワークでやや劣り、切り返しにもムダが多い。


　これって……ひょっとして……


「──フォルクス！」


　二人が間合いを取ったその時を見計らい、あたしは声をはり上げる。


「剣を捨てなさい！」


『おぉっとここでフォルクスのアドバイザーが動いた！　しかし剣を捨てろとはどういうことかっ!?』


「こっちを使うのよ！」


　言うなりあたしは腰のショート・ソードを引き抜いて、フォルクスの右手あたりを狙ねらってはうり投げた。


　反はん射しや的てきにフォルクスは、『誇ほこり』などとほざいていたわりには、持っていた長剣を迷わずほうり捨て、虚こ空くうであたしの剣を摑つかみ──


「やってみる」


　応こたえて彼は地を駆ける！


「──何っ!?」


　驚きよう愕がくの声は、ガイナスの口から漏もれた。


　たてつづけの斬撃がガイナスを襲おそう。しのいで反撃するもあっさりかわされる。


　フォルクスのスピードが、さきほどよりも明らかに上がっていた。


　いきなりなこの事じ態たいに、マテリアも、ナレーションすることさえ忘れていた。


　──冷静に見れば、これでフォルクスは、ガイナスと互ご角かくかやや有ゆう利り、という程度になっただけの話である。


　しかし実際の技量差以前に、フォルクスの急なパワーアップは、ガイナスに、心理的な動揺をもたらした。


　やがてほどなく。


「うわっ!?」


　自分が武台の端に追いこまれていることにすら気づかずに──足を踏み外したガイナスは、間まの抜ぬけた声とともに武台から転てん落らくした。


「決まったな」


　フォルクスの冷れい徹てつな宣せん言げん。


　それが──いかにもあっけない、勝負の幕まく切ぎれだった。


　一瞬、観客席が静まりかえり──


『ちょ……ちょっと待ったああああっ！』


　声を上げ、武台に上がったのはマテリアだった。


　フォルクスが手にした剣を指さして、あたしに向かい、


『今の、いんちきでしょ!?』


「得物は自由なんでしょ？　武器の持ち替かえがダメだ、とも言ってなかったし」


　声をはり上げるあたしに、彼女はなおもまなじりをつり上げて、


『持ち替えはかまわないわよ！　けど、魔法の武器なんかを渡すなんてのはいんちきだ、って言ってるのよ！』


　彼女が目くじらを立てるのはわかる。なにしろこの勝負次し第だいで、オリハルコンの剣が手に入るかどうかが決まるのだから。


　だが。


「魔法の武器なんかじゃないわよ」


『しらばっくれないで！　あの剣を持ったとたん、あきらかに、フォルクスが急にスピードアップしたでしょ！　強化魔法がかかっている、という以外の答えがあるわけないでしょ！』


「あるわよ」


　さらりとあたしは告げた。あたし以外の誰も気づいていなかった、間の抜けた事じ実じつを。


「逆なの。単に、それ以前のフォルクスが、合わない長剣に振り回されて遅おそかっただけ。


　で、使いやすいショート・ソードを持たせたとたん、スピードアップ。


　了りよう解かい？」


　………………しーん………………


　長い──


　長い沈ちん黙もくのあと。


『……ええっと……まあ……勝者……フォルクス』


　申し訳なさそーにマテリアが告げる。


　さすがに今度は──


　客たちも、歓かん声せいを上げなかった。





　かくて。


　不幸な名前をつけられたオリハルコンソードを巡めぐる事件は終しゆう結けつした。


　さすがにあたしを敵に回す気はなかったらしく、マテリアは約束を守り、剣は無ぶ事じ、こちらのもとへ。


　そのあと町で、フォルクスは、迷うことなく、自分の得物の長剣を、適てき当とうなショート・ソードに買い換かえた。


　なんでもその長剣、師匠から、『かっこいいから使うように』と指し定ていされたものだったらしいが。


　ガイナスは、師匠とフォルクスにさんざんボコられたあと、めでたく町の役人に引き渡されることとなった。


　ちなみにあたしが師匠から、報酬として受け取ったサファイアの原石は、クズというほどひどくはなかったが、喜べるほどいいものでもない──つまりはまあ、そこそこ程度のものだった。


　それから二日後。


　別の村にいたあたしを、その師匠が訪たずねてきて、オリハルコンソードを持ち逃げしたフォルクスを捕つかまえてくれ、と頼たのんで来たが、むろんあたしが即そく座ざに断ことわったことは言うまでもない。


　めでたしめでたし。







（Ｇハンター・フォルクス：終わってる。）












　カインドネスの末まつ裔えい［前編］










　こんなことは、はじめてだった。


　一体何があったのか。ともあれ、異い常じよう事じ態たいに違いはない。


　なにしろ──


　あのナーガが、バカ笑いもせずに姿すがたを現あらわしたのだから。


　それはこのあたし、旅の魔道士リナ＝インバースが、小さな町にある宿屋を兼かねた小さなメシ屋で、おひるごはんを食べていた時のことだった。


　ごくごくふつーに店の戸が開き、視し界かいの隅すみをふらりふらりと人ひと影かげがよぎり、やがてあたしが座すわっているテーブルの向かいに腰こしを下ろした。


　他にも空あいたテーブルはあるはずなのに。


　思ってあたしが視線を上げると、そこに、彼女がいた。


　長く伸のばした黒い髪かみ。むやみに露ろ出しゆつ度どの高いコスチューム。トゲトゲつきのショルダーガードに首からドタロのネックレス。


　そう。それはまごうことなく、自じ称しようあたしのライバルこと、面めん妖よう大百科白蛇サーペントのナーガに他ならなかった。


　だが──違う！


　いつもの彼女なら、『ほーっほっほっほ』とかバカ笑いを上げつつ、目から怪かい光こう線せんを出してぐるんぐるん回りながら、宿の屋根ぶち破やぶって登場する──といったいきおいのはずである！
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　それが……何なのだ!?　この静けさは!?


　強きよう烈れつな違い和わ感かんに全身の肌はだが粟あわ立だつ。そう、まるで生まれてはじめてカマドウマを見た子供のように。


「……な……!?　何ふつーに座ってんのよナーガっ!?」


　気がつくと、あたしは思わず声を上げていた。


　──と、いつもならここで、『どういう意い味みよリナ＝インバースっ!?』とツッコミが入るはずなのだが──


　彼女は静かに視線をあたしの方へと向けると、


「助けが要いるのよ。リナ」


　…………………………………………に……


「にせものっ！」


「何がっ!?」


　あ。今のツッコミはちょっとナーガっぽかった。


　だがしかし、そんな程てい度どでだまされるこのあたし、リナ＝インバースではないっ！


「怪光線とかぐるんぐるんとかが全然ないじゃないっ！」


「何言ってるのかよくわからないけど、とにかくちょっと力を貸かしてほしいのよ。


　実は……」


　彼女は、まるで何かを恐おそれるように、きょろきょろあたりを見回すと、身を乗り出して声をひそめ、


「いろいろあって、そうとは知らずに、ちょっとヤバい組そ織しきからの依い頼らいを受けたのよ」


「ヤバい組織？」


　ナーガのことばにあたしは思わず眉まゆをひそめた。


　当人自身がじゅーぶんヤバすぎるナーガをして、ヤバい組織、などと言わしめるものとは……？


　彼女は、瞳ひとみにおびえの色を揺ゆらめかせながら、


「……動物保ほ護ご団だん体たい。」


「うわぁ。」


　口がへの字に歪ゆがむのが、自分でもわかった。


　あたしも動物は嫌きらいではない。いや、味とか食べるとかいう意味ではなくて。


　ふわふわあったか子こ猫ねこはぷりてぃだし、いっしょけんめいなついてくるわんちゃんは思わず頭を撫なでたくなる。


　ゆえに、動物保護はあってもいいと思うし、ちゃんとした活動をしているところも多々あるのだが──


　いきすぎちゃってる団体も、事じ実じつとしてあったりするのだ。これがまた。


　どーぶつ可愛かわいいさのあまり、他のことが全く見えなくなっているひとたち。


　我われ等ら一同、猫様のためなら、屍し山ざん血けつ河がも厭いといはせず──そんな皆みな様さまは実じつ在ざいする。


　場合によっては人数も多く、ネットワークも幅はば広く、財ざい力りよくだってむやみに豊かだったりもする。たぶん、ディルス王国騎き士し団だんとかよりも強い。


　いや、このへんはあたしが抱いだいてるイメージなのだが。


　そんな団体の依頼を受けてしまったというのだ。この女は。


「……ええっと……」


　あたしは眉を寄せ、小首をかしげてフレンドリィににっこりほほえみ、


「あの、ひょっとして私のこと、どなたか別の方と勘かん違ちがいなさってません？


　私はしがないズボンの裾すそ上あげ職しよく人にん……」


「そんなピンポイントなしごとがあるわけないでしょっ！　なぁぁぁにをいきなり他人のふりしてるのよリナっ！」


「他人でしょーがきっぱりっ！　あーもーちっとは気をきかせなさいよナーガっ！　ンなのにかかわりあいになりたくないってゆー切ない乙女おとめ心ごころがわかんないのっ!?」


「わかるわからないの問題じゃなくて、このわたし一人が不幸なのはいやだから、いっしょに不幸になろう、って頼たのんでるんじゃないのっ！」


「そんなものの頼みかたがあるかぁぁっ！


　というかそもそも、あんたがそんな依頼受けちゃったのがいけないんでしょーがっ！」


「仕方ないじゃない！


　最初、わんちゃんを探してほしいのでこれ依頼料、って言われてお金を積つまれて……思わず手を延のばしたところで、ニヤリと笑って『手に取ったわね』って言われて……


　そこではじめて、動物保護団体だ、って相手が言ったのよ。


　断ことわったんだけど相手は聞く耳持たなくて……だからお金は受け取って、スキを見て逃げてきたのよ。


　けどいつ追っ手がかかるか……」


　……はぁぁぁぁぁぁぁぁ……


　ゆううつにうなだれるナーガに、しかしあたしは深いため息をつき、


「……あのねぇ……


　そりゃあ確たしかに、相手のやりかたもどーかと思うけど……


　話をろくに聞きもせず、お金を手に取っちゃった時じ点てんであんたの負けよ。


　おまけにそのお金持って逃げちゃったらもぉ……」


「冷たいこと言わないで助けてよ。


　ふっ。もちろんそれなりの礼はさせてもらうわよ」


　言うとナーガはマントの後ろから、革かわの小こ袋ぶくろを取り出し、じゃりっ、とテーブルの上に置いた。


　……この……音は……！


「これ、依頼料よ」


　きっぱりとナーガが言う。


　さして大きな袋ではない。しかし──見える。あたしには見える。中からぎっしりと袋を押し上げているものが何なのか。それがどれくらいになるのか。


　木のテーブルに載のった時の、重じゆう量りよう感かんにあふれる音。安っぽい銅どうや半はん端ぱな銀ぎんでは、決して立てることのできない音。


　この目でそれを確たしかめるべく、あたしはふるえる手を延ばし、袋ふくろの口を結ぶヒモに手をかけて──


「手に取ったわね」


　びくんっ！


　聞こえた声に、あたしは小さく身をふるわせた。


　動物保護団体のひとたちのやり口をまねて、ナーガが言ったことば──では、ない。


　声は、あたしのすぐ後ろから聞こえた。


　背せ筋すじに悪お寒かんを覚えつつ、あたしはゆっくりそちらを向くと──


　安作りな木のいす。その背もたれの上から見えるのは、あたしと背を合わせて隣のテーブルに座る誰だれかの頭。短い金きん髪ぱつ。


　それが──


　ぐりんっ、とふり向いた。


　口もとに笑みをはりつかせたままで。


「……手に取ったわね……」


『ぅどひぃぃぃぃぃぃぃぃっ!?』


　あたしとナーガ、二人は同時に声を上げていた。


　怖こわッ！　何これっ！
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　身を引くあたしのすぐそばで──


「どっ!?　どうしてここにっ!?」


　引きつった顔でナーガが声を上げる。


　どうしてここに……ってことは……


「知り合いなの？　ナーガ？……ってまさかっ……！」


　恐きよう怖ふの予感に、あたしの頰ほおをひとすじの汗あせが伝う。


「名乗らせてもらうわ」


　言って女は、ゆらりっ、とイスから立ち上がり、こちらに向きなおる。


　二十代の後半といったところだろうか。美人で身なりもいいのだが……


　病的、とまではいかないが、目もと口もとそのしぐさ、どこかになんとなく、最近生活に疲れ気ぎ味みの主しゆ婦ふ、といった不ふ健けん康こうさがつきまとっていた。


「動物の前に動物はなく、動物のあとに動物はなし！　我ら世界動物愛あい護ご連れん盟めいラルティーグ南支し部ぶ一同！」


　我ら？


　聞き逃せないそのひとことを、あたしが問いただすより早く。


　あたしとナーガの二人を除のぞく、店じゅうの客たちが一いつ斉せいに、がたがたがたっ！　と立ち上がる！


『ええええぇぇぇぇぇっ!?』


　またまた驚きよう愕がくの声ハモらせるあたしとナーガ。


　ま……まさかこいつら全員が動物愛護連盟とやらのメンバーっ!?


「そしてっ！」


　勝ち誇ほこった笑みを浮うかべると、女はバッグから何かを取り出し、


「この私こそ、世界動物愛護連盟ラルティーグ南支部長、ニッキー＝クラフト！」


　言うと同時にそれを自らの頭に装そう着ちやくする！


　……猫耳ヘアバンドを。


『痛っ。』


「イタいとか言うなっ！　しかも声までハモらせてっ！」


「……だって……」


　あたしはナーガと目を合わせ、


「そーいうのが許されるのって、がんばっても十代後半までのよーな気がするし……」


「黙だまりなさいっ！


　これは各支部長のみが装着を許された動物愛護の証あかし！　動物たちと同化するほど、身も心も動物愛護に捧ささげた、という名めい誉よのしるしなのよっ！


　それよりっ！」


　と、彼女はあたしを、びしっ！　と指さし、


「あなた今、どさくさまざれに金貨の袋をふところにしまったわねっ！」


「[image: ]っ!?」


　見切られた!?　あたしの神しん速そくのふところ隠がくしをっ!?


　彼女はにやりと──猫というよりむしろヘビとかに近い笑みを浮うかべて、


「そのお金は、私たちが、ある依頼のためにナーガさんに渡したものの一部。


　それを拒きよ否ひせず、自らふところに入れたということは──


　とりもなおさず、私たちの依頼を受けるという意い思し表ひよう示じ！」


「じょっ……！　冗じよう談だんっ！　返すわよこんなもんっ！」


　言ってあたしはふところから、革かわの小袋を取り出し、テーブルの上に置き、


「これで無む関かん係けいね！　それじゃ」


　言ってくるりときびすを返し──


「──すり替かえたわね」


　びくっ！


　背はい後ごから聞こえた痛い人の声に、あたしはその場で硬こう直ちよくした。


　そう。彼女が指し摘てきした通り。


　あたしが今、テーブルの上に置いたのは、こんなこともあろうかと思っていつもふところに忍しのばせている、拾ひろった小石がぎっしり詰つまった革袋。


　しかしこれをも見切るとは……痛いだけの人ではない、ということか……


「これで、あなたにお金を返す気がないことははっきりとわかったわ。


　つまりは依頼契けい約やく成せい立りつね」


　客──いや、愛護連盟メンバーたちの包ほう囲いの輪わが、じわりっ、とせばまる。


　どうやらあたしも、関かかわってはいけないものに関わってしまったようである。


　しかたない……今はひとまずおとなしくしておくしかないか……


　あたしは、降こう参さんのポーズで軽く両手を上げて、


「……わかったわ。


　けどとにかく、まずは聞かせてもらいましょーか。その依頼内容とやらを」


「いいわ。とりあえずかけましょう」


　ニッキーのすすめるがまま、あたしとナーガはふたたび腰かける。彼女も同じテーブルにつき、まわりには、愛護連盟のメンバーたちが立ち並ぶ。


「単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うわ」


　ニッキーは、テーブルの上で手を組んで、


「犬を保護してほしいのよ」


「犬？」


「ええ。うちで飼かってたわんちゃんが、ある日姿を消したの。


　名前はケルちゃん、って言うんだけど──」


「うわ。あたしオチ読めた」


　ナーガにこっそりささやくあたし。


「ふっ。わたしも同じことを考えたわ」


「言っとくけど──」


　あたしたちのささやきを聞き、不ふ機き嫌げんにニッキーは言う。


「うちのケルちゃんは、別に三首犬ケルベロスとかじゃあないわよ。


　ケルベロスのように元気で丈じよう夫ぶに育ってほしい、という意い味みで名前をつけたけど、普ふ通つうのチャウチャウ犬よ」


「……ケルベロスみたいに元気で丈夫に育ってほしいなら、最初からケルベロス飼かえばいいのに」


「だって可愛いくないし。」


「うわさらりと切って捨すてやがりましたね動物愛護連盟支部長。」


「ともかく。


　ケルちゃんはどうやら、裏うら庭にわにできた穴に落ちちゃったみたいなんだけど、いろいろ調べたところ、その穴が、裏山に埋うまった遺い跡せきとつながっていたらしいのよ。


　最初はうちのメンバーを何人か送り込んだんだけど、なんだか危あぶない生き物に襲おそわれたらしくって、結けつ局きよく手ぶらで帰ってきたのよ。


　──もちろんそんな、我わが身が危なくなっただけで帰ってくるような、動物愛護の精せい神しんが足りない連中は粛しゆく清せいしたけど。


　でも、救出部隊に犠ぎ牲せい者しやが出るのは仕し方かたないとしても、本来の目的──つまりケルちゃんを助け出す、ってことができないと意味ないでしょ？


　私も、送りつけた第六次ケルちゃん救出部隊が一人も帰って来なかったところで、いち早くそのことに気がついたのよ」


　気づくの遅おそッ！　というか二次から六次までのひとたち無む駄だ死じにっ!?


「そこであなたたちに、一いつ刻こくも早くケルちゃんを救出してもらいたいの。いい？　わかったわね？」


「いやあの」


「特とく徴ちようを言う必ひつ要ようはないわね。


　遺跡の中にいるチャウチャウ犬。それだけで十分なはずだから」


「けど、そんな危あぶない生き物のいる遺跡なんかに落ちたんじゃあ、もう……ってこともあるかもしんないでしょ？」


「そうならないようにあんたたちを雇やとったんじゃない。


　ごく一部だけど、遺跡内ない部ぶの地図もあるし。それもちゃんと渡してあげるから、ぐずぐず言ってないでとっとと探しに行った方が利り口こうだと思うんだけど？」


『………………………………』


　顔を見合わせるあたしとナーガ。


　ニッキーの態たい度どはとにもかくにも気に入らないが……


「……わかったわ……」


　肩をすくめて息を吐はき。あたしはそう答えたのだった。





　しめった闇やみに漂ただようのは、カビの胞ほう子しと腐ふ敗はいのにおい。


　一いち応おう石で舗ほ装そうされた壁かべが、床ゆかが、天てん井じようが、どことも知れぬ闇の奥へとのびていた。


　つまりはあまり、長なが居いをしたい環かん境きようでないということである。


　結けつ局きよくあのあと、あたしとナーガは、むやみにデカいニッキーの屋や敷しきへと出向き、犬が落ちたという穴から、遺跡の中に降おり立ったのだった。


「ところでリナ──」


　通路らしき場所を行きながら。ナーガはあたしにそう問いかけた。


「……一体どういうつもりよ。あんたがこんなにしごとをおとなしく受けるなんて」


「ふっ。読みが甘いわね。ナーガ」


　手にしたショートソードの先に、魔法の明かりをかけかざし、行く手を照てらして歩みつつ、あたしは小さく笑って言った。


「仮にあたしがあの場所で、いやだ、って言い張はったとして、よ。


　それで納なつ得とくしてくれる相あい手てだと思う？」


「確かに……そうは思えないわね」


「でしょ？　ややこしいことになるだけよ。


　仮に攻こう撃げき呪じゆ文もんで連中を吹ふっ飛ばして、あの場を切り抜けたとしても、連中は組織よ。


　どこまでも追っ手がかかる、って可か能のう性せいはあるわ。


　なら、とりあえず依頼を受けるだけ受けて、ざっと探してみる。


　あっさり見つかればそれはそれでよし。


　依頼料も入って犬も無ぶ事じ。ひょっとしたら追加のお礼とかももらえるかもしんないでしょ？」


「そうだけど……見つけられなかったらどうするのよ？」


「まあ正直……見つかんないでしょーね」


　あたしはため息に言葉を乗せた。


「第六次まで救出部隊を出した……って言ってたけど……


　それだけ時間が経たっちゃったのなら、わんちゃんが無事でいるって望みは薄うすいわね……


　──ともあれまあ、その時は……


　どこか適てき当とうなところで、魔法使って穴でも掘ほって、そこから逃げ出せばいいのよ。


　そうすれば愛護連盟のみなさんにとって、あたしたちはただの、帰ってこなかった人たちその一その二、ってことでおしまい。


　あたしたちは、迷めい惑わく料りようがわりの前金をもらってさようなら」


「なるほど！　ふっ！　さすがリナ！


　じゃあさっそくそのあたりで──」


「待て」ごん。


　言うやいなや、トンネル掘りの呪文を唱となえようとするナーガのうしろあたまに、あたしはかるく蹴けりを入れる。


「……何するのよリナ」


「あのねえ。


　こんな、入ってすぐのところで穴掘って出てどーすんのよ。


　連中のことだから、あたしたちが逃げ出さないように、入り口には見はりを立ててるはずよ。


　こんな、ちょっとしか離はなれてないところから脱だつ出しゆつして見つかったらどうなるか。


　今度は見はりといっしょに潜もぐらされて、同じテは使えなくなるわ。


　だからしばらくはちゃんと捜そう索さくして、位置関係を確かめて、じゅーぶんに離れた場所から決けつ行こうよ」


「……そういうことなら仕し方かたないわね」


　やや不ふ満まん顔がおながら、とりあえずナーガは納得し、手にした地図に視線を落とす。


　あたしとナーガ、二人に渡された遺跡内部の地図。


　全体でどれほどの広さがあるのかはわからないが、描えがかれている部分はひどく狭せまい。


　たぶん第一次救出部隊のひとたちが描かいたものなのだろうが……つまりはこの地図がとぎれるところが、彼らが引き返した場所──言い換かえれば、危険な生き物に出会った場所、ということになる。


　やがてしばらく進むうち、ほどなくその場所──地図の終わりへとさしかかる。


　通つう路ろの横には、木の扉とびらが朽くち落ちた、部屋の入り口が闇を覗のぞかせていた。


　……なるほど。部屋を調べようとしたら、中に何かがいて襲われた──ということか。


　そして今──


　部屋の中には、何かの気け配はいがあった。


　いる。しかも複ふく数すう。


　さて、一体何が飛び出すか。


　だがゴブリンだのトロルだのが少々出てきたところで、あたしとナーガの敵てきではない。


　油ゆ断だんはむろん禁きん物もつだが、おそれおびえる必ひつ要ようもない。


　あたしとナーガ、二人は視線をかわすと無言でうなずき──


「明りよライテイング！」


　ナーガが魔力の明かりを生み出し、部屋の中へとほうり込む！


　そのとたん！


『ぅわぁぁぁぁっ!?』


　部屋の中から上がったのは、何人もの人間の悲ひ鳴めいだった。


　──？──


　顔を見合わせ、あたしとナーガは、警けい戒かいしつつも部屋の中をのぞき込む。


　そこは割わりと大きな部屋。奥には別の出入り口もあるようだが、そちらは、木ざれと石のバリケードで塞ふさがれていた。


　魔力の明かりに照らされて、そこにいたのは──十ではきかない。二十か、あるいはもっと。とにかくおおぜいの男たち。


　おせじにも小ぎれいとは言えない身なり。中には鎧よろいや武器を帯びた者もいた。


　別の状じよう況きようで出会ったなら、遺跡をアジトに使っている野や盗とうたちだと判はん断だんし、問もん答どう無む用ようで攻撃呪文をぶちくらわせるところだが──


「落ち着いて！」


　あたしのかけた声に、男たちの動きが止まる。


　おびえたまなざしがこちらに集まった。


「ひょっとしてあんたたち──


　ニッキーに送られた、ケルちゃん救出部隊のひとたち？」


「……お……」


「おお……」


　あたしのことばに、男たちの中から、感かん極きわまったむせび声が上がり、


「私は……！　第五次救助隊のルイス＝サイモンです！」


「俺は二次救助隊の……」「私は」「おれは」


　彼らは次々名な乗のりを上げる。が。


「ちょちょちょっ……ちょっと待って！」


　あたしの声に、ひたりっ、と全員が沈ちん黙もく。
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「……落ち着いてよく聞いて。


　あたしたちの受けた依頼は、あなたたちじゃあなく、犬の救出なのよ」


　おあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……


　落らく胆たんの呻うめきが一いつ斉せいに漏もれる。


「帰れると……！　これでやっと帰れると思ってたのに……！」


「許されたわけじゃあなかったんだ……まだなんだ！　まだ帰れないんだ！」


「……カテリーヌ……産まれたのが男の子ならばジョセフ、女の子ならハンナと……」


「……今ごろ郷く里にではブドウが実をつけはじめているんだろうなぁ……」


　……い……一体いつからここにいるんだろう……このひとたち……


　あたしは大きく息を吸すい、


「けど絶ぜつ望ぼうする必要はないわ！」


　一同が沈黙する。


　ふたたびこちらに集まる視線。


「あなたたちの境きよう遇ぐうは、大体想そう像ぞうできるわ。


　支部長のニッキーから、飼い犬ケルちゃんの保護命令を受けて送り込まれた。


　けど何かがいて、奥には進めない。でも戻もどればニッキーに粛清される。


　そこで、ここでこうして肩を寄せ合い、なんとか過すごしてる──よね？」


　一同の沈黙を無む言ごんの肯こう定ていと受け取って、


「あたしたちも、同じ理由で送られて来た。


　けど！　絶対にこんなところからは逃げ出してみせる！


　望むなら、あなたたちもいっしょに来ればいいわ！」


「け……けど……！　この遺跡の中には、コボルトの群むれがいて……！」


「だいじょーぶよ」


　男の一人が上げた不安の声に、あたしはうなずいてみせる。


　コボルト。小こ柄がらな人型の──害がい獣じゆうに毛が生えたような連中である。低いながらも知能を持ち、簡かん単たんな武器を使い、集団で行動する性質がある。


　戦いを知らないふつうのひとにとっては、十分脅きよう威いとなる相手なのだが──


「あたしたち、こう見えても……っていうか、見た通りの魔道士だから。


　コボルトの群れくらい、どーってことないから」


　胸を張って言うあたしに、しかし男はおずおずと、


「あ、いや、そういう意味じゃなくて、ですね、そのコボルトの群れ、首の下に白い毛が生えた珍めずらしい種しゆ類るいなんですよ。


　だから、保護とかした方がいいんじゃないかなぁ、って」


　………………………………あー。


　そーいやーこのひとたちも、もともと動物愛護連盟のメンバーだっけ。


　あたしはこめかみをおさえつつ、


「……あー。


　あたしは我が身がかわいいんで、首の下の毛が白かろうが紫むらききだろうが七色だろうがびしばしやっつけます。


　文もん句くのある人は一歩前に出て、『そんなことはさせん！　どうしてもと言うならば、まずわしを倒してからにしろ！』って言ってください。びしばし倒して先に進みます。


　とにかく生きて脱だつ出しゆつしたい。また家族といっしょに暮らしたい。そのために、あたしがコボルトをびしばしやっつけるのを見てもとりあえず文句は言いません──ってひとだけついて来てください。


　……ま、運がよければ、コボルトたちに会わずに済むかもしれませんし。


　けど万まん一いちにも、珍しいコボルトがやっつけられるのを見るのは耐たえられない、それを見み過すごしにするくらいならオレはここでのたれ死ぬ、ってひとは残ってください。


　……さ。それじゃあ行きましょか。ナーガ」


「ふっ。そうね」


　視線を交わし、うなずきあって、あたしとナーガ、二人はきびすを返すと部屋を離れ、通路を先へと進みはじめた。





　──結局、男たちは全員ついて来た。





「……そろそろこのあたりでよさそうね」


　つぶやいて、あたしたちが足を止めたのは、どれくらい進んだあとのことだったろうか。


　あれから、かなり通路を奥まで進んだはずだった。


　むろんこんな状況下で、体感時間などがあてにできるはずもない。ついて来た男たちの中に、地図作りの技ウ能デと道具を持っている者がいたのだ。


　その彼を信じるならば、あたしたちは、町の端はしにあったニッキー宅をとうに抜け、その裏山の中ちゆう腹ふく──というかその下あたりにさしかかっているはずだった。


　ここまでたどり着く道すがら、幸いあたしたちは、コボルトや他の何かと出会うこともなし。


　……まあ結局、いなくなったわんちゃんの姿を見ることもなかったのだが……


「それじゃあ──」


　言いかけて。あたしは一いつ瞬しゆん、ことばを切った。


　その気配を察さつ知ちして。


　ナーガがこちらに視線を送る。どうやら彼女も気づいたらしい。


　しかしあたしは口く調ちようを変えずに、


「ナーガが魔法でトンネルを掘ほって先せん導どう。


　みんながあとに続いて、あたしが最後。


　いいわね」


「ふっ。わかったわ」


　ナーガも平へい然ぜんとそう答え、呪文を唱となえ、


「地精道ベフイスブリングっ！」


　壁かべに手をつき、『力あることば』を放つと同時に、その先の土ど砂しやが消しよう失しつし、上り坂のトンネルができあがった。


　立って入れるほど大きくはないが、四つんばいなら大おお柄がらな男でもなんとか、といったサイズである。


　……さすがにこの術じゆつ一発で、地上に貫かん通つう、とはいかないが、何度もくり返せばそのうちいつかはたどり着く。


「ふっ。それじゃあついて来るのね」


　言うとナーガがまずトンネルの奥にもぐり込み、やがて奥からふたたび、


『──地精道ベフイスブリングっ！』


　ナーガの声が響ひびく。


「ほらほら。ぼーっとしてないで入った入った。あわてずに落ち着いて順じゆん番ばんに」


　あたしにうながされ、男たちはようやくもぞもぞとトンネルにもぐり込みはじめた。


　ちりちりとした気け配はいを背中に感じつつ、あたしは平へい静せいを装よそおい、佇たたずむ。


　あたしとナーガが生み出し放った、光が届とどかぬ後ろの方に。


　気配があった。静かな敵てき意いが。


　おそらくは──問題のコボルトたちなのだろう。


　それに気づいているのは、今のところ、あたしとナーガの二人だけ。


　口に出さなかったのは、パニックが起こるのを防ぐため。


　この人数があわてふためいて、あちこちでたらめに逃げ出すようなことになっては面めん倒どうである。


　しかし──息を殺してこちらを窺うそいつらが、なにゆえいまだに襲って来ないのかは謎なぞだった。


　魔力の光におびえているだけなのか。あるいは他に理り由ゆうがあるのか。


　緊きん張ちようの中、ナーガの声が響き、さらに男たちのうち何人かがトンネルへともぐり込む。そんな作業が二度、三度──


　その時！　背後の気配がゆらぐ！


　人数の半分以上がトンネルにもぐり込む時を待っていたか！　どうやら少しは知恵があるようだが……待っていたのはそちらだけではない！


　ゆらいだ気配が、明めい確かくな殺さつ意いと敵の姿に化けるより早く。


「氷窟蔦ヴアン・レイルっ！」


　たんっ！　とそばの壁に手をついて、あたしは、唱となえていた呪文を解とき放つ！


　壁を疾はしった冷気の螺ら旋せんは、闇の奥にいる何かに接せつ触しよくした瞬しゆん間かん、相手をひと息に凍こおりつかせる！


　ギャグォッ！


　闇の奥で湧わくいくつもの苦く鳴めい。それは、間違いなくコボルトの声。


　今ので何匹かは行動不ふ能のうになった──はずである。ここからでは見えないが。


「な!?」


「何だ今の!?」


「あー。たしかに何か鳴いたわね。とにかく気にしないで落ち着いてどんどん行く」


　びくついて問う男たちを、のん気に聞こえる声であたしは促うながした。


　彼らはいぶかしげな顔をしつつもおとなしく従したがう。


　でもって後ろのコボルトたちは──


　もはや気配を消していた。


　たぶん退たい却きやくしたのだろう。


　こちらにつけ入るスキがなく、勝てない相手でもあると悟さとって去ったか。


　臆おく病びようというか、引き際ぎわがいいというか。


　むろん、また戻ってくる、という可能性もあるのだが──


　いずれにしても今のうちである。ナーガが呪文を唱える声。男たちがトンネルの中に入ってゆく。コボルトたちの気配はない。


　やがて最後の一人が、トンネルの中にもぐり込み──


　ここでひと息つくのはシロウト。


　もしコボルトたちが完全に逃げ去ってはおらず、離れて襲しゆう撃げきの機きをうかがっていたとすれば、狙ねらわれるのはこのタイミング。


　あたしがトンネルにもぐり込み、身動きが取れなくなった、その時である。


　──まあ、コボルトにそこまでの知恵があるかどうかは不ふ明めいだが、警けい戒かいくらいはした方がいい。


　あたしは足の方からトンネルに入り込み、手をついたまま、あとずさりする形でずりずり這はい上がる。


　坂を後ろ向きに上がっているわけだから、やたらと進みにくいが……ともあれ、こちらの用心を知ってか、あるいは単にあたしの気のまわしすぎだったのか、コボルトたちが何かの動きを見せる気配はない。


　長いトンネルをずりずり這いずって──やがて進む方、後ろから風を感じた。


　──トンネルが貫通したか!?


　あたしはさらにずりずりずりずり。やがてトンネルの中に光がさし、延のばした足が草を踏ふむ。


　──抜けた！


「──っぷはぁっ！」


　大きく息をつき、跳はねるように身を起こす。


「お帰りなさい。どうやらこれで全員のようね」


　出で迎むかえるねぎらいのことば。だがその声に含まれていたのは、怒いかりと皮肉。


　──そこは確かに、山の中腹あたり。


　まばらな立ち木が並ぶすき間から、かたむいた陽ひの光が射さし込んでいる。


　山やま肌はだに木こ陰かげが影を落とす中、そこには、思っていたよりずっと多い人数がいた。


「……やられたわ……リナ……」


　絶ぜつ望ぼう的てきなナーガの呻うめき。


　トンネルを中心に、今出てきたあたしたちが、ざっと二十人少々。


　それをぐるりととり囲んでいたのは、数十人の男と女。


　そしてあたしのまっ正面──佇む女の頭には、ネコミミヘアバンドがあった。


「けど……馬ば鹿かねぇ。まさか逃げられるとでも思っていたの？」


　女──世界動物愛護連盟ラルティーグ南支部長、いい歳としこいてネコミミ女、ニッキー＝クラフトは、言って、陰いん険けんな笑みを浮かべたのだった──







（つづくつもりらしい。）













　次回予告




　動物たちを慈いつくしむ心。それは確たしかに尊たつとぶべきもの。


　例えばどこかの小説家のごとく、ジーパンの後ろポッケに煮に干ぼしを常つねに忍しのばせて、洗せん濯たくしたらシャツもタオルもいりこ風ふう味み。猫様にひっかかれた傷は痛くないと豪ごう語ご。その程てい度どなら普ふ通つうだが──


　……普通ですよね？


　な、何はともあれ。


　いきすぎた想おもいは不幸を呼ぶのか？


　リナたちは、ニッキーの妄もう執しゆうにどう立ち向かう？


　次回『カインドネスの末まつ裔えい』後編


　毛づくろいしながら待て！











　カインドネスの末まつ裔えい［後編］







　あらすじ




　悪あく魔まの奇き計けいか運命さだめの悪意か。


　ゆえあって、動物愛あい護ご連れん盟めい支し部ぶ長ちようニッキーから依い頼らいをうけてしまったリナとナーガ。


　地下遺い跡せきに落ちたニッキーの飼かい犬、チャウチャウ犬のケルちゃんを救うため、遺跡に潜もぐらされることになる。


　しかし二人のヤル気はゼロ。


　途と中ちゆうで出会った、以前に送り込まれたケルちゃん救きゆう出しゆつ部ぶ隊たいの面々ともども、脱だつ出しゆつ逃とう亡ぼうを図はかる。


　あたりにコボルトたちの気け配はいが見え隠かくれするその中で、一同はようやく地上へと到とう達たつする！


　しかし、そこで彼らを待ち受けていたのは、猫ねこ耳みみをつけたニッキーと、そのとりまきたち一同だった！















　包ほう囲いの突とつ破ぱは無む理りだった。


　むろん、あたしとナーガの二人だけなら、あとさき考えず強きよう攻こう突破というテもあるにはあった。


　しかし、何日も地下で過すごして体力的に弱ったみなさんには無理な相そう談だん。


　捕つかまって、またまた地下に叩たたき込まれることになるだろう。


「正しよう直じき、逃亡は予よ想そうしていたのよ」


　ニッキーは勝かち誇ほこる。


「でも、入った穴あなからのこのこ出てくるとは限らない。


　で、裏うら山やまのあちこちに人を配はい置ちして見張らせていたのよ」


　うわそこまでやりますかこの女。


　ニッキーとその部下たちが作る包囲の輪わが、じわりっ、と狭せばまる。


　──ならば──


「……あー。何言ってんのかよくわかんないけど……


　ちょうどよかったわニッキー。今、あなたを呼よびに行くところだったのよ」


『え？』


　にこやかに言ったあたしのことばに、全員が呆ぼう然ぜんと声を漏もらした。


「私を呼びに？」


　眉まゆをひそめて問う彼女に、あたしはこっくりうなずいて、


「そう。


　下に、あなたのペット──ケルちゃんらしき犬がいたのよ」


「何ですって!?」


「ちょっとリナ、何を言ってるのよ。そんなものどこにいたのよ？」


　ニッキーが身を乗り出して声を上げ──気のきかないナーガがつぶやく。


　しかしあたしはあわてず騒さわがず、


「あー。ナーガは列の先頭だったから見てないかもねー。けどあたしは一番後ろだったから……見たのよ。列の後ろに」


「──噓うそね」


　ニッキーは、きっぱりそう切って捨すてる。


　もちろん噓だけど。


「大体、本当に見たというなら、なぜ連つれて来なかったのよ」


　しかしあたしは慌あわてずさわがず、


「だぁぁぁって。


　あたりじゅうびっしりチャウチャウだらけだったもんで、どれがケルちゃんなのか、わからなかったのよ」


「噓つきなさいぃぃぃぃぃっ！」


「本当だもぉぉぉぉぉぉぉん！」


　声を荒あららげるニッキーに、あたしも声を大にする。


「どこの世界にチャウチャウがびっしり詰つまった地下遺い跡せきなんてものがあるのっ!?」


「ここの世界にチャウチャウがびっしり詰まった地下遺跡があるんだからしかたないじゃない！」


「いた、っていう証しよう拠こは!?」


「いなかったって証拠は？」


「子供みたいな言い返しかたしないでっ！」


「どぉ言い返しても事じ実じつは事実っ！」


「ハッ！　耳を貸かす価か値ちもなかったわね！」


「かわいいわんちゃんの安あん否ぴに関する話なのに？」


「……………………！


　もしその話が万一本当だとしても、それなら全部捕つかまえてくればよかったじゃない！」


「それも考えたんだけど……


　あたしとナーガの二人だけじゃあ無理。


　かといって、今連れて上がった他のみんなじゃあ、体力的にもう限げん界かいっぽいからやっぱり無理。


　何匹かは捕まえられたかもしれないけど、たぶんほとんどとり逃がしてたわ。


　それじゃあわんちゃんたちに余よ計けいな警けい戒かい心しんを抱いだかせるだけだし、逃がしたわんちゃんの中にケルちゃんがいたらおしまいよ。


　だから、一番いいのは飼かい主と、元気な人たちに来てもらうことなのよ。


　……あ。まさかニッキー……」


　と、あたしは彼女に疑うたがいのまなざしを送り、


「あなた、自分が遺跡の中に降おりるのが嫌いやなもんだから、あれこれなんくせつけてるんじゃあないでしょうね？


　あなたの動物を愛する心ってそんなもんなの？　動物愛あい護ご連れん盟めい支し部ぶ長ちようさん」


「……っ！」


　ニッキーが鼻はな白じろむ。


　そう。彼女には痛いはずである。あんたの動物を愛する心はその程てい度どか、と問われることは。


　すかさずあたしは畳たたみ込む。


「他人には『愛があるなら探してこい』なんて言ってるのに……まさか、自分はそんなところに降りるのはイヤだ、なんて言うつもりじゃないでしょーね？


　そんなこと口にした日には支部長失しつ格かく……どころじゃあ済すまないでしょうね」


「つ……つまらない挑ちよう発はつね。


　誰だれがそんな口車に乗って──」


「行くべきですな」


　声は、意外な場所から聞こえた。


　ニッキーは一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくし──やがて、ぎきぃっ、と首を巡めぐらせ、ふり向いた。


　すぐそばに佇たたずむ、とりまき──だとばかり思っていた連中のうち一人。ひげづらの中年おやぢの方を。


　三十代後半だろうか。黒い髪かみに黒いヒゲ。


　ジャケットの下に着た黄色いシャツの胸むな元もとには、『動物愛護カインドネスオブアニマルズ』と赤い文字。


「……何か言った？　副ふく支し部ぶ長ちよう？」


　副支部長っ!?


　おっちゃんは、彼女の視し線せんを真っ向から受け止めて、


「行くべきだ、と言ったのですよ。支部長。


　この機きに申し上げておきますが、正直なところ、あなたのやりかたに不ふ満まんを抱いている者は少なくありません」


　ををっ！　こんなところにまともなひとがっ！　いいぞおっちゃんもっと言え！


「不満？　何が不満なのよ？」


　傲ごう岸がん不ふ遜そんなニッキーに、副支部長は、決意をそのまなざしに込め、


「猫ねこより犬の愛護指定レベルが高いという今こん期き方ほう針しんはどういうことですっ!?」


「そんな理由かっ!?」


「重じゆう要ようなことだっ！」


　思わず横からツッコむあたしに、副支部長は、視線をニッキーに向けたまま、


「遺い跡せきに落ちたのが猫であるなら、この命賭として救うことも厭いといはしません。


　メンバーをダース単位で送り込むのもいいでしょう。


　しかし……！


　犬一匹を救うために、仲間たちを危き険けんな遺跡に送ることなど……そんなことは間違っている！」


　お前もだ。


　……まあ……副支部長とやらがここでがんばってくれた方が、何かと都つ合ごうはよさそうなので、しばらく黙だまって見ていることにするが。


　糾きゆう弾だんされたニッキーは、しかしあわても騒さわぎもせずに、


「だって私、犬の方が好きなんだもん」


　いともあっさりと言い放つ。


「そんなことでは猫ねこ耳みみが泣きますぞっ！」


「本当は私も猫耳なんかより犬鼻とかの方をつけたいのよ！」


　つけたいのか。


「けど仕し方かたないじゃない！　これが連れん盟めい支部長の正せい装そうなんだから！」


　正装なんだ。それ。


「……くッ……！　伝でん統とうある猫耳を『なんか』呼ばわりとはっ……！


　言っておきますが、人類の九割九分は猫好きですからなっ！」


　副支部長はムチャなことをきっぱり言い放つと、そばにいた若いメンバーの肩を抱だき、


「きみもそうだろうっ！」
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「ぼ……僕はカピバラの方が……」


「黙だまれ若造」


　副支部長は彼をつき放し、ふたたびニッキーへと向きなおり、


「私なら、猫が遺跡に落ちたとなれば、自身も遺跡へと降おりるだろう。


　だがあなたは、自分の飼かっていた犬が落ちたというのに、他人に命めい令れいしてばかり。


　それでは、そちらの女魔道士の言うように、愛が足りない、と判はん断だんされても仕し方かたありませんな」


　ニッキーはわずかに視線を泳およがせると、


「……そ……そりゃあ私だって、ケルちゃんを直接助けたいけど、組そ織しきの責任ある立場にいるから……」


「犬と組織とどっちが大事なんですかっ！」


「…………っ！」


　問われてことばに詰つまるニッキー。


　……問いかけ自体はまともだが、前ぜん提ていが間違ってるからなぁ……このひとたち……


　しばし続いた沈ちん黙もくの後、ニッキーは、やがて小さく息を吐はき、


「……いいわ……


　そこまで言うのなら、私がどれだけ犬が好きか、その目に焼き付けさせてあげるわ！


　降りてやろうじゃないの！　遺跡に！」


　夕ゆう暮ぐれ迫せまる山の中。ニッキー＝クラフトは、朗ろう々ろうとそう宣せん言げんしたのだった。





　そしてあたしたちは戻もどって来た。


　地面の下を這はう道へ。


　元救きゆう出しゆつ部ぶ隊たいのみなさんは、体力低てい下かにつき、結けつ局きよく地上で解かい散さんさせられた。今ごろは家いえ路じについているはずである。


　あたしとナーガについて来たのは、ニッキーと副支部長、そしてそのとりまきたち、ざっと総そう勢ぜい三十人弱じやく。


　うち五人ほどには、上で拾ひろった木の枝えだを持たせ、その先に魔ま法ほうの明かりをかけておいた。


　いわば即そく席せきのたいまつである。


　先頭はあたしとニッキー、副支部長。最さい後こう尾びがナーガという隊たい列れつである。


　ニッキーがかかげた即席たいまつの光を頼たよりに、あたしの先せん導どうに従したがって、一同は薄うす暗ぐらい通つう路ろを進む。


　通路は決して狭せまくはない。しかしプレッシャーというものは、狭さだけによるものではない。


　しめった空気。光の輪わから逃げてゆく変な虫。こういう場所にはある程度慣なれたあたしやナーガは別として、他のみんなは完全に腰こしが引けている。


　あるいはまっすぐ、あるいはカーブを描えがいて道は延のびている。枝えだ道みちを右に左に折おれ曲がり、一体どれほど進んだだろうか。


「こ……こんなところにチャウチャウの群むれなんているわけないじゃない……」


　ニッキーの声が震ふるえて聞こえるのは、反はん響きようのせいだけではないだろう。


「いたわよ本当に」


　さらりと答えるあたし。


「まあ、生き物だから、いつも同じところにいるとは限んないけど、性せい質しつとかそのへんのことはそっちの方がくわしいでしょ？」


「……チャウチャウのお散さん歩ぽコースに向いてるようには見えないけど……」


　強がりなんだか何なんだか。言う額ひたいにはびっしりと汗あせ。


「むう。相手が猫だというのなら、恐おそれるものなど何もないのだが……」


　副支部長も、額の汗をぬぐいつつ、


「しかし……せめてこのにおいくらいは何とかならんものか……」


　そんなぼやきを聞き流しながら、あたしの視線はゆく手──進む道が横道と交こう差さしているあたりを向いていた。


　……ふむ……


　あたしは口の中で小さく呪じゆ文もんを唱となえはじめる。


　やがて四つ角にさしかかった、まさにその時！


「火炎球フアイアー・ボールっ！」


　あたしは右の通つう路ろ奥おくへと、唱となえていた呪じゆ文もんを解とき放つ！





　ゴゥオぉぉぉンっ！





　放たれた光球は壁かべに当たるとはじけ、炎と音とをまき散ちらす！


「襲しゆう撃げきよっ！　逃げてっ！」


　思った以上に響ひびく爆ばく音おんの中、あたしは声をはり上げた！


　慣なれない場所での炎と轟ごう音おん、そしてあたしの襲撃宣せん言げん。ほぼ全員がパニック起こし、前に左にもと来た道に、ちりぢりに逃げだしはじめる！


　同時にあたしは一撃を放った右の通路へと駆かけ込んだ！


　今の火炎球フアイアー・ボールは呪文をアレンジし、威い力りよくをかなり抑おさえてある。一いつ瞬しゆん肌はだがちりつくような熱さがあったが、気にせず一気に駆け抜けて、そのままさらに通路を奥へ。


　あたしは明かりを持ってはいない。もしも一いつ旦たんはぐれれば、向こうからこちらを見つけるのはむずかしいだろう。


　それこそがあたしの狙ねらいだった。


　混こん乱らんを起こして一同をちりぢりにし、その間にあたしは、適てき当とうな場所から地上へとトンネルを掘ほって脱だつ出しゆつする。


　むろんこの策さくをとった場合、他のみんなをここに残すことにもなるのだが……


　まあ、それは気にしない方向で。


　過か激げきな愛あい護ご連れん盟めいに所しよ属ぞくしたのが己おのが身の不運とあきらめてもらうしかない。


　あたしは口の中で呪文を唱えつつ、闇やみに閉とざされた道をひた走る。


　あたりの様よう子すは、さきほど火炎球フアイアー・ボールの炎がはじけた時の光で、ざっと把は握あくしていた。


　たしかこのあたりに──


　床ゆかを打つ靴くつ音おとの響きが変わったその場所で、あたしは右手を横に延のばす。そこに壁の手ざわりはなく、空くう疎そな闇があるばかり。


　大当たりビンゴ。


　さきほど確たしかめた時、部屋の入り口らしき四角い穴がちらりと見えたのだ。


　あたしは腰こしのショート・ソードを、しゅりんっ、と引き技き──


「明りよライテイング」


　その切っ先に、唱えておいた呪文をかける。


　持続時間を長くして、かわりに光こう量りようをおさえた魔力の明かりが、あたりをぼんやり照てらし出す。


　そこはやはり広い部屋。家具だったものの残ざん骸がいが朽くちるがままに転がって、かつてじゅうたんだったはずのものも、今では水を吸すい、粘ねばつく泥どろのようになっている。


　部屋の反対側には、別のどこかへと続くドア──いや、昔はドアがついていたはずの出入り口。


　よーし。とりあえずあそこから抜けて、みんなを完全にふりきって──


　思って踏ふみ出しかけたその時。


　後ろに気け配はいが出現した。


　──!?──


　ふり向いた先──薄うすい明かりに照らされて、戸口に佇んでいたのはひげ中年──副支部長だった。


　……ちっ！　あたしのあとをついて来たのか……


　まあ、ついてきたのはこのひと一人だけのようだったが。


「襲撃、と言っていたが……相手は？」


　動どう揺ようなどカケラもないその問いかけに、あたしもやはり冷れい静せいに、


「今はいないわ」


「そうか」


　それ以上追つい及きゆうするでもなく、副支部長は、向かいの出入り口を目で指して、


「あっちに行くのか？」


　そのつもり──だったのだが、もしここで素す直なおにそう答えれば、こっちの狙いが丸わかりである。


「何かがあっちに逃げたのよ。あたしの一発でおどろいたのね。


　たぶん、コボルトだと思うけど。


　追いかけて倒たおしちゃった方が、あとあと楽なんだけど……


　まさか、コボルトも保ほ護ごしろ、なんて言わないわよね？」


「ニッキー支部長なら言いそうだがね」


　ふむ……


　どーやらこっちの方が、ニッキーよりも話は合いそうである。


「時にきみは──」


　あたりにちらりと視し線せんを走らせてから、副支部長は声を低めて、


「ニッキー支部長のことをどう思う？」


「どう、って？」


「支部長としてふさわしい人物に見えるか、という意い味みだよ。


　あの猫耳は、私にこそよく似に合あう。そうは思わんかね？」


　いや中年ヒゲオヤジに猫耳なんつー絵はもちろん見たくもないのだが──彼が言わんとしているのは、そういうことではない。


「そー言えば、猫好きでしたよね。副支部長さんは？」


　試ためしに水を向けてみる。


「そう。だから私は常つねに猫を追っていたい。


　ならば犬好きが、地面の下で勝かつ手てに犬を追い続ける、というのも一つの幸せだとは思わんかね？」


　……やはりそういうことか。


　つまりこのおっちゃんは、どさくさまざれにニッキーをどうにかして、自分が支部長になろう、という魂こん胆たんなのである。


　で、あたしに手を組まないか、と。


　まあ……ほめられたやり方だとは思わないが、ダメダメすぎるニッキーをどうにかしたい、という方向性には大だい賛さん成せい。


　あたしとて犬好き猫耳女につきあわされて、いつまでも地面の下を這はい回るのはごめんである。


「……そうね。ニッキーとしてはそれも本ほん望もうかもね」


　とりあえず、あたしはそう言って、にやりっ、と意味ありげに笑ってみせた。


　副支部長もにやりと笑い、


「ならば、とりあえず脱だつ出しゆつ路ろを確かく保ほ──」


　悲ひ鳴めいが。


　遺跡の通つう路ろに反はん響きようしたのはその時だった。


　聞こえたのは何人もの声。おそらくは、四つ角で散ちり散ぢりになったグループのどれかだろう。


　まさか……本当に──


「コボルトに襲おそわれた!?」


　あたしと副支部長、二人の視線が交こう錯さくする。


　まああたしも、もともとみなさんを置いて逃げるつもりではあったのだが……


「組織の上に立つ者には、時として誰だれかの切きり捨すてを決けつ意いすることも必要だが……」


　副支部長は苦い顔で、


「できれば切り捨てるのは、必ひつ要よう最さい低てい限げんで済ませたいとは思う」


　あたしもぽりぽり頰ほおを搔かきながら、


「悲鳴を無む視し……ってのは……さすがに寝ね覚ざめが悪いわね……」


　苦く笑しようを交わし。


　そして二人は駆かけだした。悲鳴が聞こえたその方へ。





　通路の奥には何も見えない。悲鳴は断だん続ぞく的てきに続く。


　襲われたのは、明かりを持っていなかったグループなのか、それとも何かの拍ひよう子しに即そく席せきたいまつを落としたのか。


　さきほどの十じゆう字じ路ろを駆け抜け、いまだ聞こえる悲鳴の方に。


　やがて明かりが届とどく端はしに、うごめくいくつもの人ひと影かげが見えた。


　さきほど散ったメンバーたちのうち、ざっと六、七人。


　あちこちに傷きずを負い、混こん乱らんしている者もいるが、死者や重じゆう傷しよう者しやはいないようである。


　まあ、それはいいのだが──


　問題は、襲しゆう撃げき者しやの姿すがたがどこにも見当たらない、ということである。


　延のびる通路。左右あちこちに開いた、部屋の入り口や枝道。そのいずれかに消えたのだろうが──もはやあたりに気配はない。


「無ぶ事じか!?」


　副支部長が問いかける。


「コボッコボッコボルトがっ！」


　中の一人が、つっかえながらもなんとかそう吐はき出す。


「いきなりっ！　コボルトがいきなりっ！」


「で、そいつらはどこに!?」


　声をはり上げてあたしが問う。


「に……逃げたっ！　あんたらが来るほんのちょっと前にっ！」


　……逃げた？　あたしと副支部長、たった二人が駆かけつけただけで？


　眉まゆをひそめたその時。


　遺い跡せきに、ふたたび悲ひ鳴めいが聞こえた。





「みんな、動ける!?」


「……な……なんとか……」


「こっちも……」


　口々に言いながら、その場に身を起こす一同。


「なら、ついて来て！」


　言うと、きびすを返してあたしは駆ける。


　声が聞こえたその方に。


　さきほどの十字路にたどりつき、方向を探り、左右に視し線せんを走らせる。


　副支部長とみなさんも、なんとかあたしについて来ていた。


　だが──


　一体何なのだ？　ここのコボルトたちは？


　やつらにも多少の知ち恵えはあるが、それはしょせん、簡かん単たんな道具を使って集しゆう団だん行こう動どうをする、といった程てい度どのものである。


　実じつ際さいあたしも今までに、別の場所で何度もコボルトたちと戦った経けい験けんはあるのだが、やつらの行動パターンはきわめて単たん純じゆん。


　おたけび上げて集団で突つっ込んで来る。


　勝てそうにないと判はん断だんしたら、あっさりと逃げてゆく。


　せいぜいがこんな程度だった。


　しかし、ここのコボルトは──


　あたしたちが一度地下から抜け出る時も、偵てい察さつまがいのことをしていた。


　まあそれは、あたしの考えすぎなのかもしれない。だが今のこれは……


　こっちの少人数グループを襲おそい、悲鳴を上げさせ、あたしのような『戦える奴やつ』を呼び寄よせて、地の利りを活いかしてまわり込み、別のグループを襲う──


　なおかつ、戦う力のない大人数に適てき度どなケガをおわせ、戦える者の足あし枷かせにする。


　立りつ派ぱな作戦である。


　よほど賢かしこいリーダーでもいるのか、あるいはよほどの偶ぐう然ぜんが重なった結けつ果かか……


　だがそれを、偶然と切きり捨すてて油ゆ断だんするのは、戦いの中にあっては愚ぐ行こうでしかない。


　いずれにしろ──


　行って、戦い、この目で確かめるしかない。


　だが、どっちだ!?


　悲鳴はいまだ聞こえるが、音が変なふうに反はん響きようしているせいで、方向が──


　しかしその時。


　通つう路ろの一方、そのはるか奥で光が一瞬またたいた。


　あれは……攻こう撃げき呪文の光？


　続いて、人ならざるものコボルトたちの悲鳴が響き、さらに響いたのは人ならざるもののバカ笑い！


　ナーガかっ！


　床を蹴けり、あたしはそちらの通路へと向かう。あとについて来る副支部長たち。


　ふたたび閃ひらめく光とコボルトたちの叫さけび。ンでもって耳ざわりなバカ笑い。


「ナーガっ！　状じよう況きようはっ!?」


　姿すがたがまだ見えぬうちから、あたしは声をはり上げた。


　相手はなにしろあのナーガ。無む言ごんで近づいたりしたら、攻撃呪文で吹っ飛ばされるおそれがある。


『ほーっほっほっほ！　あなたの出番はないわよリナ＝インバース！』


　ナーガの声がこだまする。


　近い。


『コボルトたちは、この白蛇サーペントのナーガにおそれをなして……」


　反響エコーが少しずつ取れて、声がだんだんクリアになってくる。


　駆けゆく道の先に、右に延のびる通路があった。ここか。


「あっさりと逃げて行ったわよ！　ほーっほっほっほ！」


　曲がった先に──ナーガはいた。


　両手をひろげたよりも広い通路。あちこちに、即そく席せきたいまつが転がって、あたりをうっすらと照てらしている。


　通路のまん中にナーガが仁に王おう立だちになり、通路の左右、壁かべよりに、動物愛護連盟のみなさんがざっと十人ばかり。


　少し離はなれた通路の奥に、コゲたり氷づけになったりしているコボルトたちの姿が見えた。


　頭は犬で体は小こ柄がらな人間。知らない者が見たならば、人狼ワーウルフとも見まごうような姿だが、人狼ワーウルフと比くらべると、二本の足で歩いているとはいえ、体つきは人間よりはるかに四し足そく獣じゆうの方に近い。


　五、六匹はいるだろうか。


　しかしナーガが『逃げた』と言っていた以上、まだ残りがいるはずである。


「油断しないでナーガ！　ここのコボルトたち、普ふ通つうじゃないわよ！」


　しかしあたしの忠ちゆう告こくなど、ナーガに通じるはずもなく。


「ふっ！　何を言ってるのかしら？　どう見てもただのコボルトじゃない！」
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「行動パターンが普通じゃない、って言ってんのよっ！　まるで……誰だれかに指し揮きされてるみたいに……」


「考えすぎじゃないの？」


「……だったらいいんだけどね……」


「とにかく、こうなった以上は仕し方かたない」


　声をはり上げたのは副支部長。あたしの方に目をやると、


「すまんがきみら、魔法を使って、ここから地上へと戻もどるトンネルを掘ほってくれ。


　できるのだろう？」


　悪くない判はん断だんである。


「ええ」


　あたしはうなずいた。


「ま……待ってください副支部長！」


　しかしそれに、メンバーの一人が抗こう議ぎの声を上げた。


「まだここには、はぐれた仲間がいるんですよ！　支部長もまだ……」


「わかっている！」


　その声を、副支部長は遮さえぎると、


「だが、この中で敵てきとまともに渡り合えるのはたった二人。


　怪け我がを負った人間がおおぜいいては、ろくに動きもとれん。


　他の皆みなを見捨てる、と言っているわけではない。合流するにしても、ここの皆を一いつ旦たん安全な場所に移うつしてからの方がやりやすい、と言っているのだ」


　……まあむろん、できればニッキーだけは見捨てておきたいところなのだが。


「……わ……わかりました……」


　声を上げたメンバーも納なつ得とくする。


　副支部長はふたたびあたしの方を向き──


　口を開きかけた、その時。


　足音が聞こえた。


　いくつも、いくつも。


　あたしたちがやって来た方からこちらへと向かい。


　一同はＴ字路の先に目をやって──


　そこに影かげがさしたその瞬しゆん間かん！


「轟風弾ウインド・ブリツドっ！」





　ボばばぼばンッ！





　ナーガの攻撃呪文が炸さく裂れつした！


『うぐひゃぁぁぁぁぁぁっ!?』


　ナーガの放った風の矢やは、大気を貫つらぬき虚こ空くうを裂さいて、蠢うごめく影たちを直ちよく撃げきする！


　同時に上がるニッキーたちの悲ひ鳴めい！


　……あー。やっぱし。無む警けい戒かいにナーガに近寄るから。


　吹っ飛び倒れてぴくぴくしているニッキーたちの姿すがたを目にして、ナーガはめーわくそーに眉まゆをひそめ、


「……コボルトじゃないじゃない。


　まったく……まざらわしいわね。迷めい惑わくよ」


「どぉぉぉこの世界にそんな言い草があるのよぉぉぉぉっ!?」


　ぼろべろになりながらも、なんだか元気に抗こう議ぎしてくるニッキー。


　……ちっ……！　まだ生きてたかっ！


　やって来たのはニッキーと、そのとりまきたち十数人。


　これでたぶん、降おりて来た全員がそろったことになるのだろう。


　……あたしやナーガ、副支部長としては、できればニッキーと合流する前に、なんとか脱だつ出しゆつしたかったのだが……


　ニッキーは頭をかきむしりながら、


「あぁもう！　ケルちゃんはいないわ攻撃呪文は受けるわ！　さんざんじゃない！　一体どうしてくれるのよっ！」


「文句はコボルトに言うのね。襲おそってきたのはあっちなんだから」


　あたしのことばに、ニッキーは、づかづかづかっ、とこちらに歩み寄り、


「開きなおらないで！　さっきからコボルトコボルトって……


　……って、ああっ!?」


　ニッキーは顔色変えて、視し線せんを通つう路ろの奥へと向ける。


　そこにはナーガに倒されたコボルトたち。


　ニッキーは、ぎんっ！　とあたしをにらみつけ、


「なんてひどいことをっ！　コボルトだって動物なのにぃっ！　共きよう存ぞん共きよう栄えいって言葉を知らないのっ!?」


「あたしがやったんじゃないわよっ！　それにこっちは襲われたのよっ！」


「私は襲われてないからいいのよっ！」


「そんなりくつがあるかぁぁぁぁっ！」


「理り屈くつよりまず行動っ！」


「あのねぇっ！」


　自分が襲われてもそんな口がきけるのか。


　だがしかし、あたしが彼女にそう問いかけるより先に。


　ギャウッ！


　獣けものの声は、思ったよりずっと近くで起こった。


　──コボルト！　しかけてきた!?


　あたしとナーガを除のぞく全員が身を硬くする。相手の姿は見えないが──


　ギャウックグワゥッギギャンッ！


　一体何匹いるのか。まるでこちらを威い嚇かくするように。通路の前から後ろから。いくつものいくつもの吠ほえ声がこだまする。


　むろんあたしやナーガにとっては、コボルトの数などさほど問題でもないのだが……


「ふっ！　たかがコボルトがこの白蛇サーペントのナーガに挑ちよう戦せんするとは！　その度ど胸きようだけはほめてあげるわ！


　しかぁぁぁぁしっ！」


「──ってちょっと待ってナーガっ！」


　えらそうに言い放ち、攻撃呪文を唱えかけたナーガをあたしは制せい止しした。


「何よリナ？」


「ここはそれより──」


　あたしは、ニッキーの肩に、ぽんっ、と手を置き、


「ニッキー支部長に、共存共栄のお手本、って奴を見せてもらいましょ」


「えええええええええええっ!?」


　盛せい大だいに悲鳴を上げるニッキー。


「無む理りよそんなの！」


「うわサラッと言いましたねこのアマ。


　ま、たしかにムリだとは思うけど。


　でもやれ。」


「どんな理屈よそれはっ！」


「りくつよりまず行動、でしょ？」


　言ううちにも、前後の通路、遠い端はしに、いくつもの小さな影が姿を現あらわしはじめている。


「……あ……あれはっ……！」


　かすれた声は、副支部長が漏もらしたものだった。


　いまだ鳴なき声が響ひびく中、前方の通路──その左右の壁かべぎわに、ずらりとコボルトたちが並ならんだ。


　まるで──そう。玉ぎよく座ざの王を護まもる衛えい兵へいたちのように。


　その間を。


　のっそりと、大きな牛うしほどもある黒い影が、こちらに向かって歩み来る。


　こいつがリーダー……コボルトたちに指し示じを下していたものか。


　それは明かりの輪わに踏ふみ入り──


『────』


　絶ぜつ句くする。あたしが。ナーガが。副支部長が。


　気がつくと、コボルトたちの鳴き声も止やんでいた。


　ニッキーが、小さくふるえながら──


　呼よんだ。


　それの名を。


「……ケ……ケルちゃん……？」


　きゃうんっ。と、相手が鳴いて応こたえる。


　そう。


　コボルトたちを従したがえて、堂どう々どうとこちらに歩いて来たのは、牛さんサイズのチャウチャウ犬！


『なんぢゃありゃぁぁぁぁぁぁぁっ!?』


　一同の絶ぜつ叫きようは、美び技ぎと呼べるほどみごとに合がつ唱しようした。


「ちょちょちょっとニッキーっ！　あんたのところのケルちゃんて!?」


　問いつめるあたしにニッキーは、ぶんかぶんか左右に首を振り、


「違うもん違うもん落ちる前は普ふ通つうの大きさだったもん！」


「──そうか──！」


　副支部長がかすれた声でつぶやく。


　ナーガや他のみんなともども、じりじりと後こう退たいしながら。


「ケルちゃんは、地下遺い跡せきという特とく殊しゆな環かん境きように適てき応おうすべく巨大化したに違いない──」


　ンなわけあるかぁぁぁぁぁっ！


　とか渾こん身しんの力を込めてツッコミを入れたいところだが、実じつ際さい、でっかいわんちゃんは、へっへっへっへっ舌した出しながら、こちらの方へとやって来ている。


　あたしとニッキーの後ろへと、なおもじりじり移い動どうしながらことばを続ける副支部長。


「そしておそらく、ケルちゃんは、実力でコボルトたちを支配して、群むれの頂ちよう点てんに立ったのだろう……


　考えてみればコボルトも、犬っぽいといえば犬っぽい。同じ習性であっても全くおかしくはない」


　そぉかぁ？


「コボルトたちの動きが妙みようだったのも、おそらく群れのリーダー、ケルちゃんが、必死で飼い主──ニッキーを探し求めていたからなのだろう……」


　言う間にも、ケルちゃんはどんどん近づいて来る。


　退さがろうとするニッキーを、あたしはその場におしとどめ、


「……よ……


　よかったじゃないニッキー。ケルちゃんも、あんたの願い通りに立りつ派ぱにたくましく育ったし。おまけにコボルトの群れのトップに立つ出しゆつ世せっぷり」


「えっと私が思ってた強くたくましくっていうのはこういうのとは方向性が違うっていうかその！」


　ケルちゃんはもう目と鼻の先。


　あたしはニッキーの肩を抱だき、


「ニッキー。よかったわね。あなたの言ってたコボルトとの共存共栄、できそうじゃない。


　ここで」


「えぇっ!?　ここで私がっ!?」


　副支部長もそばに佇たたずみ、目もとをハンカチでぬぐいつつ、


「支部長はお幸せです。大好きな犬のケルちゃんやコボルトたちと、いつまでも幸せに暮らせるのですから。ここで」


「ちょっと副支部長馬ば鹿か言ってないで止めなさいよっ！」


「──というわけで──」


　あたしは、とんっ、とニッキーの背せを押す。


　巨大化ケルちゃんのまん前に。
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「依い頼らいはケルちゃんの救きゆう出しゆつだったけど、ま、わんちゃんと飼かい主が無ぶ事じ再会したんだから解かい釈しやくによっては円えん満まん解かい決けつよね」


　絶ぜつ句くするニッキーのかわりに──


　ケルちゃんは、まるでこちらの言うことを理り解かいしたかのように、きゃんっ、とひと声鳴くと、ニッキーのえり首にかみついて、そのままずるずる奥へと連れてゆく。


「ちょっとぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ……！」


　ニッキーの悲鳴が遺い跡せきにこだまする。


　ケルちゃんの影は通つう路ろの奥へと進み、それにつれて、まわりにいたコボルトたちも去ってゆく。


　万ばん感かんの思いを込めて、副支部長はそれを見送りながら、


「帰ってゆく……チャウチャウが……


　これはやはり、我われ々われ人類の、むやみな動物愛護に対する自然界からの警けい鐘しようなのだろうか……？」


『違うと思いまス。』


　期きせずしてハモるあたしとナーガ。


　やがてニッキーとケルちゃんが、コボルトたちともども消えたあと──


　通路には、ニッキーの落とした猫耳だけが残されていたのだった。





　完。







（カインドネスの末まつ裔えい：おわり）














　スレイヤーズすぺりおぉる



　ケモノミミよさらば














　某ぼう月某日。


　夕食を終えて宿に帰ると、玄げん関かん先にネコミミ親おや父じがす巻きで転がっていました。


　あたしは気づかぬふりのまま、さりげなく横を通り過すぎ──


「動どうぜぬとはさすがだな！　リナ＝インバース！」


　……………………あああああああああああああああ。


　後ろから、大声で名な指ざしされて仕し方かたなく、あたしはその場に足を止めた。


　いや。まあ。正直心当たりはありました。


　半なかばうつぶせに転がる親父の顔はよく見えないが、その頭につけたネコミミの方は、はっきり記き憶おくに残っていた。


　それはしばらく前──ちょっとかかわりを持った、とある動物愛あい護ご団体の人間がつけていたものだった。


　一いつ瞬しゆん、呼よびかけを無む視しして宿に入ろうかとも思ったが、こちらを名指しする以上、しらばっくれてもムダなこと。


　覚かく悟ごを決めてきびすを返し、声の方をふり向けば──


　宿の向かいに連なる民みん家か。


　その屋や根ねに、満月を背にしてずらりと並ならぶ影かげ。


　ざっと見たところ十人ほどだろうか。


　シルエットしかわからぬが──それでもはっきり見て取れる。


　全員が、頭にどーぶつのつけ耳をしていることが。


「なにものだあんたらぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　あたしのツッコミを、パターン通りの問いと誤ご解かいしてか、丸い耳をつけた影の一人は、満足そうにふくみ笑いなど漏もらしつつ、


「知っているぞリナ＝インバース。


　お前はかつて、そこの男と結けつ託たくし、世界動物愛護連れん盟めいラルティーグ南みなみ支し部ぶ長ちよう、ニッキー＝クラフトを地の底に落としたと」


　そう。


　あたしが関わったのは、まさにその事件だった。


　犬好き支部長ニッキーに、飼かい犬探しの依い頼らいを受けて──


　結けつ局きよく、ろくでなしのニッキーは飼い犬ともども地下遺い跡せきにとり残され、副支部長──すなわち、あたしの足下です巻きになってる人がその地位を継ついだのだが──


　……などとやっているうちに、徐じよ々じよにヤジ馬たちが集まりはじめている。


　むうっ……恥はずいっ……


　しかし屋根の上の連中は、そんな状じよう況きようなどどこ吹ふく風で、


「だが、ニッキーを葬ほうむったくらいでいい気になるなよ！」


　と、今度は別の影。声からすると女のようだが。


　月影にその顔は見えず、ただ、頭上のウサギ耳とおぼしき飾かざりが夜風にぴょこぴょこ揺ゆれている。


「あの女など、世界動物愛護連盟ラルティーグ十二支部長の中では一番の小者っ！」


「支部、多おおッ！」


　思わず声を上げるあたし。


　動物愛護連盟だらけかこの国は。


　ともあれ、なんとなく事情はわかった。


　屋根の連中に向かって、あたしは声をはり上げる。


「なるほど。つまり、勝かつ手てに支部長の首をすげ替かえたのが気に入らなくて、見せしめにこのおっちゃんと……ついでにあたしをシメよう、ってことね」


「ニッキーのことなどどうでもいい」


　あたしの予想に、しかし別の影から否ひ定ていの声。当とう然ぜん動物耳なのだが、影だけでは何の動物なのかはわからない。


「問題は、その際さいにお前が、珍めずらしい種類のコボルトを攻こう撃げき呪じゆ文もんで倒したこと。それをそこの副支部長が黙もく認にんしたことだ。


　動物虐ぎやく待たい黙もく視しなど、連盟関係者にあるまじき行こう為い！


　よって、我等動愛連ラルティーグ十二支部長が制裁を下したまで！


　もちろん──


　そのような事じ態たいを誘ゆう発はつしたお前にも、責せき任にんは取ってもらうがな」


「ちょ……ちょっと待ってよ！」


　あたしは抗こう議ぎの声を上げた。


　もちろん、正せい当とう防ぼう衛えいを主しゆ張ちようする──つもりではない。


　世の中には、もとの理り念ねんは立りつ派ぱだが、いつのまにやら目ざすところややりかたがズレてしまった、とゆー人や団体はいくらでもある。


　そのテの方々に普通の抗議が無む駄だだというのは百も承しよう知ち。


　だが、怒いかりの矛ほこ先さきをすり替かえてやることなら可か能のう。


「それなら、あたしといっしょにいた、白蛇サーペントのナーガって魔道士はどーなんのよっ!?


　そもそもニッキーの依い頼らいはナーガが受けて来たんだし、あたしを巻き込んだのもやっぱりナーガ！


　なら何をするにしても、まずはそっちから、ってのがスジでしょーがっ！」


　あたしは、腐くされ縁えんの女魔道士の名をあげた。


　その責任転てん嫁かに乗ってくれるかと思ったが──しかし連れん中ちゆうは微び動どうだにせず、


「知っておるとも」


　最初の一人が平へい然ぜんと言う。


「我われ々われも彼女の存そん在ざいは突き止め、しばしその行こう動どうを観かん察さつした。


　そして出た結けつ果かは──


　あれは人間じゃなくて動物だから勘かん弁べんしておこう、というものだった！」


「なるほど。」


　その意見にはあたしも納なつ得とくせざるを得なかった。


　少なくとも──この場を逃のがれるためだけに、ナーガが人間だと主張すること──それこそまさに、人としてやってはならないことである。


「今日はひとまず挨あい拶さつだけだ。


　だが明日からは──枕まくらを高くして眠れると思うな」


「今夜はせいぜい自らの愚おろかさを呪のろい、震ふるえて眠れリナ＝インバース！


　ふはははははははははははははははは！」


　夜空に哄こう笑しよう響ひびかせて、彼らはそばのハシゴを使い、順じゆんに屋根から降おりてくる。


　──もちろん──


　相手が屋根にいた間に攻撃呪文で吹っ飛ばすとか、ハシゴを外して泣かすとかいうテはあたしも考えた。そうすれば確たしかに、ここに集まった連中は倒たおせるだろう。


　だが。


　真の敵てきは、今見えている十数人だけではない。


　その後ろに何人いるかもわからない、動物愛護団体そのものが、あたしの前に立ちはだかったのだ。


　たとえここで目前の支部長たちをただ倒しても、それは解かい決けつにならない。


　リナ＝インバース卑ひ怯きようなり。やはり許しておくべからず。支部長のかたき。


　きっとそんなりくつのもと、刺し客かくは次から次へとやって来るに違いない。


　それではいつまでたっても終わらない。


　あたしはそう考えたのだ。


　だから今は、あえて彼らには仕し掛かけない。


　十二支部長──いや、今はニッキーが欠けて十一人か。彼らはやがて闇やみの奥へと消えてゆく。


　──動物愛護団体──


　以い前ぜんから、時に敵、時に共きよう通つうの敵を持つものとして、何度か彼らとまみえたことはあったのだが──


　どうやら今度こそ、決着の時が来たようである。





「待てリナ＝インバァァァァァァァァァス！」


　怒いかりに燃えた男の声が、真昼の町にこだまする。


　鳥は飛び立ち町の人たちはふり向いて、あたしも仕方なくきびすを返し──


　その先に、一人の男が立っていた。


　としは二は十た歳ちを少し過すぎたくらいだろうか。やせ形で鋭するどい目つき。左の手には飾かざりのついた長い棒ぼう。その頭には動物のつけ耳。


　それだけで、名乗られずとも素す性じようはわかる。


　町の人たちは眉まゆをひそめ、おかーさんに連れられたちっちゃい女の子が、動物耳をものほしそうに眺ながめているが──男はそんなことなど気にもせず、あたしを、ひたっ、とにらみつけ、


「どぉいうことだこれはぁぁぁぁぁぁぁっ!?」


　吠ほえて、右手に握にぎった羊よう皮ひ紙しをかざす。


　もちろんあたしは、それに見覚えがあった。


　二日前の夜。十二支部長からの宣せん戦せん布ふ告こくを受けたあのあと──


　とりあえず、す巻きにされたおっちゃんを近所の医者に預あずけ、あたしは宿に戻もどってひと眠り。


　翌よく朝ちよう起きて、宿を発たとうとしたところ──宿の主人に渡されたのだ。


　今け朝さ早く、あなた宛あてに届けられた、と。


　それは挑ちよう戦せん状じようだった。


　大人数で女一人を相手にするのは流りゆう儀ぎじゃないとか、無む関かん係けいな町の者を巻き込みたくはないとかいろいろ書いた後に、一対一での決けつ闘とうを申し込む旨むねと、その時間と場所とが記されていた。


　もちろんこっちとしても、戦うのなら、おーぜいを一度に相手するより、一人ずつ倒していく方が確かく実じつなのだが──


　あたしは別の手しゆ段だんを選んだ。


　それから丸一日以上経たった、別の町で。


　挑戦状の主は、どうやらようやくこっちに追いついたようだった。


　ともあれあたしはぽりぽり頭を搔かきながら、困った顔で男を見やり、


「いや。どーゆーこともこーゆーことも。


　書いてある通りだし。」


　男のかざす挑戦状。その末まつ尾びには、あたしが書き加えた単たん語ごが二つ。


　その片方──『欠席します』の方に、ぐりぐりとマルがつけてある。


　あたしはそれを書き加えてから、挑戦状を宿の主人に渡したのだ。


　これを持って来た奴やつがまた来たら、渡してくれと言い置いて。


「っざけるなぁぁぁぁぁぁぁっ！」


　男はそれを、びし！　と地面に叩たたきつけ、ぐしげし足で踏ふみながら、


「さんざん待たされてすっぽかされて、宿に行ったらこれか！　よくもオレたちをコケにしてくれたなっ！」


「そっちから一方的に言いがかりつけてケンカ売っといて、応じなかったからって文もん句く言うわけ!?」


　あたしも声をはり上げる。


「それに！　あんた今、『オレたちを』って言ったわね！」


「……[image: ]っ……!?」


　あたしの指し摘てきにひるむ男。


「てことは何？　一対一って書いといて、実はあたし一人を、おーぜーで待ち伏ぶせしてボコろうって思ってたわけ？


　そりゃあまあ立りつ派ぱなことで。


　世界動物愛あい撫ぶ同どう盟めい……って言ったっけ？　あんたたちみたいなのに保ほ護ごされるようじゃあ動物の方もいい迷めい惑わくよねー」


　あたしに煽られ、男は顔を怒りに染めて、


「世界動物愛護連盟だっ！　オレたちの理り念ねんや活動を馬ば鹿かにするなっ！」


「バカにするに決まってるでしょーが！」


　あたしはきっぱり言い放つ。


「人より動物愛護優ゆう先せん？　おまけに、あんたたちのやりかたに外れた者は部ぶ外がい者しやでも粛しゆく清せい？


　世の中にはちゃんとした動物愛護団体だっているのに、あんたたちみたいな変なのがいると、いろいろ誤ご解かいされるでしょっ！


　どっちもこっちも大めーわくよっ！」


「くっ……！　オレたちの理念も理り解かいせず、好き放ほう題だい言いやがってっ……！


　よぉくわかった！　話し合いや歩み寄りの余よ地ちはないことが、な！


　ならばこの場で引いん導どうを渡す！」


　ひときわ大声を出す男に、あたしはしらけた視線を向けて、


「──って、あんたにこっちの気を引かせといて、ななめ後ろの二人が不ふ意い打うちをしかける、ってわけね」


「……っなっ……!?」


　平へい然ぜんと言ったこちらのことばに、男は動どう揺ようの色を浮うかべた。


「『なぜわかった』とかって言いたいの？　そんなもん、気け配はいで一発よ」


　言ってあたしは肩かた越ごしに、気配の方へと視し線せんを送る。


　やじ馬たちの中にまぎれてはいるが、あきらかに、あたしへの敵てき意いを纏まとう者二人。


　右後ろには二十歳ほどの女。左後ろには三十がらみのおっちゃん。


「ばれたのなら仕方ない！」


　女の上げたその声に、そのまわりのやじ馬たちがあわてて身を引く。


　容よう姿しも服装もごく平へい凡ぼん。ただの町娘その一といった外見だが──違うのは、左手にやはり飾かざりのついた棒ぼうを持っていること。


　その声に、あたしは聞きおぼえがあった。


「何にしても、ここで片づければ済むだけの話！　他の方々のお手をわずらわせるまでもない！」


　言って女は後ろ──腰こしのあたりから何かを取り出し、それを頭に装そう着ちやくした！


　一対の──ウサギ耳。


　やはりこいつが、あの日のウサギ耳女かっ！


　一方の三十がらみのおっちゃんは、イヌ耳じゃないかなーと思えるものをつけている。


　こちらの武器も同じ棒。全員おそろいの得え物ものである。


　無む用ような飾りがついた太い棍こんにしか見えないが──


「受けよ！　我われ等らが一いち撃げきを！」


　ウサギ女の号ごう令れいに、三人一度に走り出す！


　三さん面めん同どう時じ攻撃のつもりなのだろうが──甘い。


　シロウト相手になら通つう用ようするかもしれないが、戦士にして魔道士たるこのあたし、リナ＝インバースの目から見れば、動きもばらばら構かまえもスキだらけ。


　あたしは地を蹴けり、ウサギ女の方に向かって駆かけだした！


　予よ想そう外がいだったのか、女の顔に動揺が浮かぶ。ウサギ女はあわてて足を止め、棍をひと振り。むろん間ま合あいのはるか外である。


　シロウトがパニクって武器を振り回しただけにしか見えなかったが──しかしなぜかその瞬しゆん間かん、あたしの背中を嫌いやな予よ感かんが駆け抜けた！


　視界の中を何かの残ざん像ぞうが疾はしる！


　反はん射しや的てきに、あたしは大きく身をひねる。そのすぐそばで風が鳴なり──


「あだっ!?」「ぐわ」「がっ!?」


　悲ひ鳴めいはあたしのはるか後ろ──やじ馬たちの中から起きた。


「──ちっ！」


　聞こえたのはウサギ女の舌した打うち。──そうか！


　あたしは横手に走り抜け、距きよ離りを置いてからふり向くと、


「なるほど！　その棒、つぶてを仕し込こんでるわけねっ！」


「……っ！」


　ずばりと正体を言い当てられて、女の動きが一いつ瞬しゆん止まる。


　太めの棍棒、その両端近くをえぐって溝みぞを作り、石か何かを詰つめているのだ。


　そうすれば、ある方向に振った時だけ、仕込んだつぶてが相手に飛ぶ。


　棍と思って戦っていれば、間合いの外からいきなりつぶてが飛んでくる、というしかけである。


　一見無む意い味みな装そう飾しよくは、その細工をカムフラージュするためのものなのだろう。


　しかし、ネタがバレてしまえばどうということはない。


「不ふ意い打うち用の武器とはね！


　ま、口先だけのあんたたちにはお似に合あいよねっ！」


　あたしのことばに三人は、怒りをたぎらせ突っかかって来る。


　こちらはそれを右に左にかわしつつ、


「やめなさいっ！　こんなところでそんなもの使ったら、まわりの人も巻き込むでしょーがっ！」


「やめろと言われて！」「誰が！」「やめるかっ！」


　三人は完全に逆ぎやく上じようし、ぶんぶか棒を振り回す。ひょいひょいそれをかわすあたし。


　時々つぶてがぶっ飛んで、露ろ店てんの商品ぶち壊こわし、あたりの家の壁かべを打つ。やじ馬たちは逃げまどい、悲鳴と怒ど声せいが入り交じる。


「つきあってらんないわねっ！」


　声を上げ、あたしはまっすぐ逃げ出した。


「ま……待てっ！」


　支部長たちは声を上げ、逃げゆくあたしの後ろ姿目がけて棍を振り──


　しかし、つぶては放たれない。


「なにっ!?」


　おどろきうろたえる三人。


　どーということはない。単なる弾たま切ぎれである。


　しくみ上、仕込めるつぶての数はもともと多くない。逆上してぽんぽん放てば、すぐにそうなるのは当たり前。戦い慣なれぬシロウトゆえのミスである。


　三人がそれに気づいた時には──あたしはすでに、追いつくことなど無む理りな距きよ離りまで逃げていたのだった。





　だが当とう然ぜん──


　追っ手三人から逃げただけで見逃してくれるほど、彼らは甘くはなかった。


　翌よく日じつ立ち寄った大きな町。


　大通りのまっただ中で、あたしを待ちかまえていたのは、としの頃ころ四十ほどの男だった。


　紳しん士し然ぜんとしたきっちりした身なり。佇たたずむ姿すがたには気品すら漂ただよわせている。


　名前を呼ばれたわけではない。だが、男の目はあきらかにあたしを見ていた。


　やや距離を置いて立ち止まると──


「昨日はうちの小こ者ものが失礼した」


　男は、やはりそう声をかけて来た。


「──ってことは、あんたも動物愛護連盟の一人ねっ!?」


　あたしのはり上げた声に、あたりの通行人が立ち止まる。


　男の方は優ゆう雅がな動作で動物耳を取り出すと、自身の頭に取りつけて、あくまでも淡たん々たんとした口く調ちようで、


「そう。


　私は世界動物愛護連盟ラルティーグ東北東支部長、フェレットのジョー」


「フェレット耳なんだそれ……


　……支部の位置もまたビミョーだし……


　昨日の三人を小者呼ばわりしてたけど、ピンポイントな場所にある支部の親玉が、そんなに大物だとは思えないんだけど？」


　あたしのことばに、しかし男はぴくりとも表情を変えず、


「勘かん違ちがいしてもらっては困る。


　我われ等らにとっての大物小者とは即すなわち、どれほど動物に愛を注そそぐことができるかの差。


　愛以もつて接せつすれば、動物たちも必ず応こたえてくれるのだ」


　言うとジョーは、指を輪わにして口にくわえ──


　吹いた。


　だが聞こえたのは、ただ小さな風の音だけ。


　一瞬笑いかけて──しかしあたしは気がついた。


　フェレットのジョーの表情が、指ゆび笛ぶえを失敗した気まずさにではなく、勝利の確かく信しんに満ちていることに。


「何をしたの!?」


　あたしの問いに、彼ははじめて、にやりっ、と不ふ敵てきな笑みを浮うかべ、


「──言ったはずだ。


　動物の方も応えてくれる、と。


　彼らには、人間には感じ取れない音や色やにおいを感じ取るものが多くいる。


　私はそういった方法により、彼らと会話することができるのだ。


　その結果がこれだ！　見よ！」


　世界がざわめく。


　ヤジ馬たちが悲鳴を上げる。彼らの足もとをすり抜けてゆく小さな影に驚おどろいて。


　あたしとジョーをとり囲み、町のあちこちから集まって来たのは、数十──いや、百をも越こそうかというフェレットの群むれ！


　この状じよう況きようを前にジョーは勝ち誇ほこる。


「ふはははははは！　見たか！


　私の音無しの指笛によって、この町じゅうから集まって来たフェレットたちだ！


　って呼んだ私が言うのもなんだがこの町フェレット多すぎ！」


「あたしもそう思うけど……


　あんた、動物愛護を語っといて、まさかフェレットに戦わせようって気!?」


「まさか！」


　ジョーはあたしの指し摘てきを一いつ笑しように付ふし、


「可愛かわいいフェレットたちを戦わせなどするものか。……戦わせは、な」


　言う口の端はが、笑みの形につり上がる。


　……って……まさかっ!?


　思い立ったある想そう像ぞうに、あたしの背筋が凍こおりつく。


「やめなさいっ！　そんなことをしたらあなただって……！」


　制せい止しのことばに、しかし相手はますます笑みを深くして、


「ふ……気づいたか。


　私がフェレットたちに何をしてもらおうとしているか！


　しかし常じよう人じんにとっての苦く痛つうが万人にとっての苦痛とは限らん。フェレットを愛する私には、それはむしろ心地ここちよくすらあるのだ！」


　その指が口もとへと上がり──


　あたしはあわてて呪文を唱となえ──


　ジョーの音無き指笛が鳴る。


　そして。


　フェレットたちはその命めい令れい──いや、要よう請せいに従したがった。





　フェレット。


　イタチの仲間で肉食性。ネズミ退たい治じなどのために飼かわれていることもある。


　特とく徴ちよう・おならがむちゃくちゃくさい。





　町は、瞬しゆん時じに地じ獄ごくと化した。


　黄色くさえ見える視し界かいの中で、やじ馬たちはせき込み、倒れ、もはや動かない者もいる。


　どこかで子供が泣いていた。


　そんな中。


「……おお……」


　恍こう惚こつの声すら漏もらし、ただれた空気を深々吸すい込む男が一人。


「なんとかぐわしい……私にとってはまさに天てん上じようの芳ほう香こう……む？」


　つぶやいて、男は気づく。


　この地獄に佇むものが、自分一人でないことに。


　そう。


　このあたし、リナ＝インバース。


　あわてて呪文を唱え──張はった風の結けつ界かいが、なんとか間に合ったのだ。


　とはいえこの状じよう態たいで戦うには、風の結界を解とかなければならない。さすがにそれは無む理りである。


　あたしは結界を維い持じしたまま、別の呪文を唱え──


「浮遊レビテーシヨン！」


　ふわりと宙ちゆうに浮かび上がる。


「逃げる気か!?」


　ジョーの声が、風の結界越しにわずかに届く。……いっしょにかすかなにおいもまた。


　あたしはさらに高度を上げながら、


「逃げるに決まってるでしょーがこんなもんっ！」


「卑ひ怯きような！　降りてきて私と戦え！」


「ムチャ言うなこの変へん態たいエンガチョおやぢっ！」


「変態とはなんだ変態とはっ!?　フェレットを愛する心があればこそ、おならだってくさくない！　つまりこれこそ私の愛の深さを証しよう明めい……！」


　なじりあううちにもあたしは上じよう昇しようを続け、双そう方ほうの距離は遠くなり──


　やがてフェレットおやぢの声は、はるか眼がん下かに聞こえなくなったのだった。





　それは、妙みように夜風の粘ねばつく夜だった。


　時じ刻こくは真夜中。


　宿の一し階たにある酒場はまだやっていて、酔すい客きやくたちの声は、二階に取ったこの一室にまで届いて来る。


　そんな時──


　酔よっぱらいたちの喧けん噪そうとは別の、小さな音がかすかに響いた。


　何かが夜気を切り裂さく音。宿の土つち壁かべが小さく鳴る音。


　次の瞬しゆん間かん。


　だんっ！


　部屋の窓がいきなり蹴けり破やぶられて、影がベッドにのしかかる！


　──誰もいない、カラのベッドに。


「動物を追いかけるのは得とく意いでも、人を尾び行こうするのは苦にが手てみたいね」


「!?」


　言われて影はふりあおぐ。部屋の片かた隅すみに佇むあたしの方を。


　フェレットのジョーの襲しゆう撃げきがあったその翌日。


　あたしは、誰かに尾行されていると知りつつ、この町へと入り、宿を取ったのだ。


「あんなミエミエの尾行されたら、こっちだって手を打つしかないでしょ」


「……そういえば最初の時も、気配で伏ふく兵へいの位置を知ったという話であったな……」


　顔を上げた男の頭に動物耳。ネコミミにも似ているが、黒ずくめのその姿からして、たぶんこれは──


「コウモリ？」


「左さ様よう」


　口の端を吊つり上げ、男は笑う。


　やせた体にこけた頰ほお。乱みだれた黒髪の間から、大きな両目がぎろりと光る。


　ここで長話は無む用よう。あたしは部屋の戸を開け、飛び出した。


　廊ろう下かを駆かけて、下へと続く階かい段だんの方に向かう。


「──逃がさぬ──」


　後ろで、コウモリ男の小さなつぶやき。


　かまわずあたしは階段を数段飛ばしで駆け下りて、宿の一階にたどり着く。


　喧けん噪そうが、あたしを包んだ。


　酒場の客は、思ったよりも多かった。


「──おいおいお嬢じようちゃん、子供は──」


　酔客の一人が、からかいの言葉を終えるより早く。


　大きな影が店を横切る！


　あたしは大きく横に飛び──つい今まであたしの立っていた場所の床ゆかがきしんでひび割われた！


　ドンッ、と重い音がして──


　コウモリ男は、テーブルの一つに着ちやく地ちした。


　──着地──


　そう。こいつは、空を滑すべってあたしを追ってきたのである。


　床の上とテーブルの上。あたしと男は対たい峙じする。


　何が起きたのかわからずに、思わず沈ちん黙もくする客たち。そこに、あたしの声が滑り込む。


「……そーいえば、まだ名前も聞いてなかったわね」


「世界動物愛護連盟、ラルティーグ十二支部長が一人、蝙こう蝠もりのゾンゲ」


　男は名な乗のる。テーブルの上、不自然に背中を曲げた妙な姿し勢せいで。


　ランプの光の下で見れば、男の纏まとう黒い服の、ソデからふともものあたりまで、黒い布が張はってあるのが見て取れた。


　コウモリというよりもムササビみたいだが──もちろん、いくら細身とはいえ、こんなもので人間が滑かつ空くうできるわけもない。


「貴き公こうに恨うらみはあらねども、動物愛護の精せい神しんに反せしその行い、捨すて置けはせず。


　大たい義ぎに拠よりて成せい敗ばいす。


　──覚かく悟ご」


　やたらおーげさなものいいで、自分勝手なことをほざいて、テーブルを蹴けると両手両足を開き、見せつけるように、右に左に宙を滑りはじめた！


　あまりに異い様ような光こう景けいに、客たちがさわぎはじめる。


　逃げ出す者やら隠かくれる者、もう深酒はしないと誓ちかう者やらゾンゲに向かっておひねりを投げる者、十人十色の混こん乱らんっぷり。


　その中に、ゾンゲの哄こう笑しようが響き渡った！


「ははははははは！　見よ！　私のコウモリに対する深い愛情が、このような技わざを可能せしめたのだ！


　偉い大だいなるかな動物への情愛！」


「うそつけぇっ！　単に魔法使ってるだけでしょーがっ！」


　叫さけんであたしは虚空のゾンゲを指さした。


　そう。彼は単に、何かの飛行系の魔法を使っているだけである。


　あたしの知らない術ではあったが、たぶん何かの形で風を纏い続け、それで宙を舞まっているのだろう。


　そう確かく信しんした理由は他でもない。さきほどゾンゲが着地した時、テーブル上のナプキンなどが、あらぬ方向に向かって風にそよいでいたのである。


　あたしの指し摘てきに、ゾンゲは動どう揺ように顔をゆがめて、


「……ばっ……！　何を言うっ！


　これは私の動物愛の力だと言うておるのに！　それを疑うとはなんと罰ばち当たりな……！


　動物愛を否ひ定ていされてはもはや許せぬ！」


　あくまで言い張り、滑空しながら口の中でぶつぶつ言いはじめる。


　……やっぱし呪文唱えてるし。


　混乱する店の中をあたしは駆けて──


　やがてゾンゲの呪文が完成した！


「黒翼裂空衝バツトインパクト！」





　ごガンッ！





　間かん一いつ髪ぱつ。


　あたしが飛び退のいたその瞬間、ゾンゲの放った不ふ可か視しの衝しよう撃げき波はは、後ろにあった木のテーブルを粉ふん砕さいした！


「見たか動物愛の力！」


「どーぶつもコウモリも関係ないしっ！」


　あたしはツッコミ入れながら、店の外へと飛び出した。


　夜に沈んだ町の中、それでもあたりには、ぽつりぽつりと明かりが見える。


　大きな町の繁はん華か街がいである。こんな時間までやっている酒場は、他にもあたりにちらほらとあった。


　そんな明かりの一つに向かってあたしはダッシュする！


「逃げられると思うのか!?」


　背はい後ごに聞こえるゾンゲの声。


　かまわずあたしは駆けながら、口の中で呪文を唱え──


　風切る音は、後ろからではなく頭上からした。


　ふりあおぐ視線の先に、月光を浴あびた白い影！


　その頭にどーぶつ耳を見て取ると、あたしはとっさに、もともと対ゾンゲ用に唱えておいた呪文をそちらに解とき放はなつ！


「魔風デイム・ウイン！」


　ごうッ！


　強風をはじけさせるだけの呪文だが、空中にいる相手の姿し勢せいを崩くずすには十分！


「ぐっ!?」


　影は女の声で呻うめくと姿勢を崩し、そばの建物の壁にぶつかり──それでもなんとか、あたしから離はなれたところに着地した。


　同時にあたしは大きく後ろに跳とぶ。


　読み通り──


　ゾンゲの放った衝撃波は、たった今まであたしのいた場所をなぎ払はらい、その先にあった家の壁を、けたたましい音を立て、砕くだく。


　こちらの動きが止まるのを待って一撃を放ったのだろうが──見え見えである。


　ちらりと目をやれば、ちょうど滑かつ空くうしていたゾンゲが大地の上に降り立つところだった。


「無ぶ事じか。フィネジア」


「なんの。これしき」


　ゾンゲに声をかけられて、白い女が身を起こす。


　表の騒さわぎを聞きつけて、あちこちの酒場から酔っぱらいたちが顔を覗のぞかせはじめた。


　近所の家から、宿の窓から、顔を覗かせる人もいる。


　……よし。


　あたしは、ゾンゲたちを真っ向にらみつけ、


「あんたたちっ！　いーかげんにしなさいよっ」


　朗ろう々ろうと声をはり上げた。


「動物愛護の名目で、なんくせつけてケンカふっかけて来て！　おまけに町のひとたちも巻き込むおーさわざっ！


　ひとさまにめーわくかけまくってるよーな連中が動物愛護をうたうなんて、片かた腹はら痛いにもほどがあるわねっ！」


「片腹痛いのはこっちだ！」


　吠ほえたのは白い女だった。


「貴き様さま、まさか知らんのか!?　動物が好きな人に悪い人はいない、という言葉を！


　すなわち！


　動物好きこそ正義！　正義ならばその行いはすべて正しい！」


「ンなりくつがあるかぁぁぁぁっ！


　ムチャ言うわねこのフクロウ女」


「フクロウではない！　私は白ミミズクのフィネジア！」


　言って女は右手をひるがえす。


　ソデにずらりと縫ぬいつけられた、鳥の羽根に似た飾りが派は手でにひるがえる。


「世界動物愛護連盟、ラルティーグ東支部長！


　愛無き者に正義の鉄てつ槌つい下して回る不ふ屈くつの使し徒と！」


　キメゼリフらしきものを並べているが──対するあたしは小指で耳などほじりつつ、


「はいはい。


　つまり、思いこみの激はげしいめーわくな人その一、ってわけね。


　わかったわかった。他のみんなのめーわくにならないよーに、今ここで、あたしがちゃちゃっと片づけてあげるから。


　感かん謝しやするよーに」


「きさまっ──！」


「大言は易やすし。なれどそれを行えるかな？」


　かっとなりかけた白女の頭を、コウモリ男の静かな声が冷やす。


　あたしはそちらに苦笑を送り──


「どっちみち──


　やめよう、ってこっちが言ったって、そっちは戦うつもりなんでしょ？」


「……無む論ろん」


　男の口もとにも小さな苦笑。


「なら──


　来なさいよ」


　あたしの呼びかけが合あい図ずとなった！


　視界の隅すみでゾンゲが再びふわりと宙に浮うく。


　一方のフィネジアはまだ動かない。……なるほど。


　たぶんこちらは、呪文を唱えているのだ。


　あたしは地を蹴り、口の中で呪文を唱となえ、まっすぐにフィネジアの方にダッシュをかけた！


　ミミズク女の顔に動揺の色。


「私に背を向けるとはいい度ど胸きようだ！」


　後ろでコウモリが挑ちよう発はつの声を上げるが、むろん無視。


　それでもミミズク女は呪文を唱え──


「翔封界レイ・ウイングっ！」


　しかし、術を発はつ動どうさせたのは、あたしの方が一いつ瞬しゆん早かった。


　それを見て──


　女の顔にあきらかな動揺の色がひろがった。


　当とう然ぜんだろう。


　あたしに、自分と同じ術を使われたのだから。


　そう。コウモリ男は持じ続ぞく性せいのある術で滑空し、一方のミミズク女は、翔封界レイ・ウイングという高速飛行の術を操あやつっていたのだ。


　風の結界を身に纏い、高速飛行する術である。見た目はハデで楽しそうだが、コントロールがむずかしく、いろいろ制せい約やくもあるせいで、使う者は多くない。


　だがあたしもまた、この術の使い手。


　さきほど女が急きゆう降こう下か攻撃をしかけて来ようとした一いつ瞬しゆん、女がこの術を使っていると見て取って、同じ術を使ってみせたのだ。


　この術、動きがどうしても直ちよく線せん的てきになりがちなので、実は軌き道どうを見切るのもそれほど難むずかしくないのだが──


　同じ術を使われたという動揺が、女の動きを止めていた。


「フィネジアっ！」


　コウモリ男の声を受け、我われに返って身をかわそうとした時には──もう遅い。


　どがっ！


　高速飛行で突っ込んだあたしの風の結界が、女を盛せい大だいにはね飛ばしていた。


　あたしはそのまま建物の壁を這はうように軌道を変えて、コウモリ男へと向かう。


　あわててこちらに衝しよう撃げき波はを放つコウモリ男！


　一撃が、風の結界の端はしに当たる！


　反動でこちらの軌道がずれて──


　だが次の瞬間！


　あたしは風の結界ごと、そばの家壁にぶち当たり、さらにまた軌道を変えて、あらぬ方からコウモリ男を襲おそう！


「──!?」


　こちらの軌道を変えて油ゆ断だんしていたコウモリ男に、これがかわせるはずもなく。


　どんっ！


　突とつ撃げきを受けて男が地に落ちる。


　あたしは軌道を調ちよう整せいすると術を解かい除じよし──


「──んぎゅえっ!?」


　身を起こしかけていたコウモリ男の背中に着地。


　これで男は完全に気を失った。


「……ば……馬鹿なっ……」


　つぶやきに目をやれば、道の先、よろよろと身を起こしつつあるミミズク女。


「お前……私と同じ術を……」


　言われてあたしは、ちちち、と指を振り、


「確かに術は同じだけど──


　あなたはただ使ってみてるだけ。あたしは使い方を知っている」


「大口をっ……！　今もたまたま運良くゾンゲを倒したようだが……」


「運良く？　そう見えたんなら、あなた、一生あたしに勝てないわよ」


「なに？……っ！　まさかっ!?」


　あたしはうなずき、足もとの男をちらりと見やり、


「そーゆーこと。


　まっすぐ行ってもよけられるのが目に見えてたから。


　こいつの一撃を、わざと風の結界の端で受けて、計算づくで軌道を変えて、横からぶつかったわけ」


「……そんなことがっ……できるわけっ……！」


「やったし。今」


「──っ……！」


　あたしにさらりと言い放たれて、ミミズク女は沈ちん黙もくした。


　対するあたしは頭をぽりぽり搔かきながら、


「……あー。けどあんたたちって、ショボい刺客をいつまでもいつまでもしつこくしつこく送りつけて来るんだから。


　相手するこっちもうんざりよ。


　で、どう？　いっそここいらで、一気に決けつ着ちやくつけちゃわない？


　あんたたち十二人……じゃない、十一人、いっぺんに相手にしたげるわよ」


「なんだと!?」


　なめきったあたしのもの言いに、女はさすがに気け色しきばむ。


「そうね……この町の少し東に、何かの廃はい屋おくがあったわ」


　そんな女の憤いきどおりなど一切かまわず、あたしは続けた。


「そこに明日……っていうと、そっちは全員そろわないでしょーから……あさっての正午、ってことでどう？


　もちろんこっちも、すっぽかしたりはしない。


　あ。でも、そっちはコワけりゃ来なくてもいーのよ。勝てない相手にケンカを売らないってのは、あんたたちの大好きなドーブツの世界でも一いつ緒しよでしょ？


　……ま、考えてみれば、こんなふーにちまちまちっこいいやがらせを続ける方が、あんたたちにはお似に合あいかもしんないけどね」


「……ふ……」


　あたしのことばに、ミミズク女は肩をふるわせて──


「ふはははははははは！」


　笑ったのだった。


「バカだな！　あんたは！


　最初の連中や──あるいは私たちに倒されていれば、生キズ程てい度どで済んだかもしれないのに……


　言っておくけれど、私達の上に立つ、あんたのまだ出会っていない五人──


　あのかたたちは、私なんかとは格かくも強さも全く達うんだよ！」


「……とか言って、フタを開けたらがっかり、ってパターン？」


「……わかってない……


　全然わかってないねあんたは！


　まあいい！


　あんたがそう望むなら、あのかたたちをお呼びしよう！


　けどこれで、あんたの命もあと二日と決まったようなもの！


　せいぜいそれまでに、やりたいことをやっておくんだねっ！


　ふはははははははははははははは！」


　女は狂くるったように哄こう笑しようし──


　かくて事じ態たいは、最終局きよく面めんを迎むかえたのだった……





　男女が列を成なし道をゆく。


　疲れた顔でうなだれて。


　頭の上にはケモノ耳。


　両手をナワでつながれて。


　そのまわりを固めるのは、ラルティーグの兵士たち。


「……思うに……」


　連行される男の一人──フェレットのジョーが顔を上げて言う。列のかたわらを鼻はな歌うた交じりに歩み進むあたしに向かって。


「官かん憲けんに通つう報ほうするっていうのはズルいような気がするんだがどうだろう」


　そう。


　あたしは町の兵士詰つめ所に訴うつたえ出て、『町を荒らし回る変な団体』の取とり締しまりに『善ぜん意いで協力』したのである。


　約束の時間と場所に赴おもむいて、支部長たちがガン首そろえているのを見て取って──


　こっそりまわりを囲んでいた兵隊さんたちに合あい図ずを送って一いつ斉せい逮たい捕ほ、というわけである。


　あれだけあちこちで大きな騒さわぎを起こしたのだ。もし連盟の中に、役人に顔がきく者がいたとしても、さすがに事件を全部にぎり潰つぶすのは無む理りだろう。


　これで、彼らの団体には調ちよう査さの手が入ることになる。


　組そ織しきが健けん全ぜん化かするかどーかはわからないが──少なくともこれで、彼らはあたしなどにかまっていられる状じよう況きようではなくなるはずである。


「ずるい、って言われても」


　ジョーの抗議にあたしは返す。


「約束は破ってないし。全員まとめて片づける。こっちのすっぽかしは無なし。


　ほら言ったとおり」


「…………………………………………」


　口をへの字にして沈黙するジョーに、あたしはかまわずことばを続ける。


「そもそも。


　あたしみたいな善良な一いつ般ぱん市民を、言いがかりをつけちゃあ行く町行く町追いかけて、あまつさえ毎回騒ぎを起こしては、無む関かん係けいな人にもめーわくかけまくり。


　どぉ考えてもこれはそっちが悪いんだし、通報するしかないでしょー」


「──っ!?　まさかお前っ──」


　声を上げたのは、ジョーの後ろに連れられたコアラ耳。


　たぶんミミズク女の言っていた、格の違うあのかたたちとかの一人だろう。名前すら知んないけど。


「我々を挑ちよう発はつして、わざと行く町行く町で事件をおおごとにしたのではあるまいな!?　兵士どもを動かすために！　他の者たちをも巻き込んで！」


　ざわりっ、と、支部長たちのみならず、まわりの兵士たちもざわつくが──


「まさかぁ」


　なかなかスルドいその意見を、だがむろん、あたしは即そく座ざに否定した。


「自分たちだけがつかまるのがヤだからって、なんくせつけて、ちょっとでもあたしに罪つみをかぶせようって魂こん胆たんなんだろーけど。


　そんなのにだまされるほど兵隊さんたちもバカじゃないわよ。


　何より根こん本ぽん的てきに、まわりのめーわくかえりみずに好き放ほう題だいやらかしたのは、やっぱりそっちでしょ」


「……っくっ……」


　あたしのことばに、くやしげに口をつぐむコアラ耳。


　当とう然ぜん、彼もわかっているのだろう。


　さんざんあちこちで事件を起こした彼らがそんな主しゆ張ちようをしたところで、誰も耳を貸かしてはくれないことを。


　かくて。


　一つの、行き過すぎた動物愛護団体は状況改かい変へんを余よ儀ぎなくされたのだった。


　だが人よ、心せよ。


　この世にかわうい動物いる限かぎり、愛護団体の種たねは尽つきない。


　そして、幾いく十じゆう幾いく百ひやくの団体の中から、きっといつかまた、行き過ぎた団体は現れる。


「──彼らが──最後の動物愛護団体とは限らない──」


　連行されゆく彼らを眺ながめ、あたしは一人、つぶやいたのだった──







（完。）















　　あとがき






作者＋Ｌ＋Ｓ









Ｓ：ヘェイ！　エッブリバディ！


　　今ここにっ！　スレイヤーズすぺしゃる二十二巻、『Ｇハンター・フォルクス』をお送りしますッ！


Ｌ：うっわ!?　誰もがみんな存そん在ざいを忘れてたよーな物ぶつ体たいがのっけから寒いテンションで目立ってるぅっ!?


　　理り不ふ尽じんなーっ！　法的手続きをーっ！


作：落ち着け。お前も。


　　まーアレもただ、年ねん賀が状じように顔が出たんでつい舞まい上がってるだけだろ。


Ｌ：年賀状に顔出し？　部下Ｓのくせに？


作：そうっ！


　　今年の年賀状は、原画・作者による、


　　『サル年なので部下ＳあーんどちびＬ』！


Ｌ：……Ｓの方が名前が先に来てる……？


Ｓ：（にこにこしながら年賀状を見せびらかして）そーなんですよ私の方が手前で目立ってるんですよ手前っ！


　　はっはっはっ。これでとぉとぉ私の時代が来たとゆーことでしょーか。こんなこともあろーかと思って以い前ぜんから羽は織おり袴はかまを用意していた甲か斐いがあったというものですよ！


Ｌ：……………………………………………………ほほぉう……


　　そーいえば前のサル年にも作者あんた、『今年はサル年だから年賀状の絵はＬ』とかブッこいてたけど……


　　今回はそれに加えて部下Ｓよりあたしの扱あつかいが小さい、と。


　　なるほどっ！　いーわよわかったその挑ちよう戦せん受けて立つっ！


作：いや待て挑戦つーか話を……







　……さりさりさりさりさりさりさりさりさりさりさりさりさりさりさりさり……







Ｌ：──みなさんはご存ぞん知じでしょーか。


　　ある種のタニシは雑ざつ食しよく性せいで、歯舌というヤスリのよーな器き官かんでエサをざりざり削けずり取って食べるということを。


Ｓ：あー。つらそうですねー。あれは。


Ｌ：ひとごとみたいに言われても。


　　ほら、あたしより目立った罪つみは大きいわけで。


　　さて。片方が粉になったところで。


　　ここに、おなかをすかせたタニシがまだまだいっぱいいます。


Ｓ：（がくがくがくがく）いやあのそのっ！


　　……はっ！　そうだＬ様！　よく見るとこれ、違いますよっ！


　　謎なぞはすべて解とけましたッ！


Ｌ：……謎？　何それ？


Ｓ：この年賀状の謎ですっ！


　　つまりっ！


　　なぜこの年賀状が『Ｌ様アンドＳ』ではいけないのかということですっ！


　　私の方を前に描かいてこそはじめて、この年賀状は、「Ｓ」・「Ａ」ＮＤ・「Ｌ」！


　　つまり今年の干え支とたる「ＳＡＬサル」と読めるようになるのですっ！


Ｌ：ををををををををををっ！　なるほどっ！


　　サル年だから、ってのはそーいう意味ね！


　　……しっかし……だとすると、まわりくどいダジャレねー……


Ｓ：そういうの、ムダに好きそうですからねぇ。作者。


Ｌ：んー。だとしたら、誤ご解かいでタニシに食べさせるなんて、ちょっぴり悪いことしちゃったかなぁ[image: ]


Ｓ：「ちょっぴり」で済ませられると作者も浮うかばれないような気はしますけど……


Ｌ：いーのよ。どうせ次巻のあとがきじゃあ復ふつ活かつしてるんだろーし。


　　けどまあそれはそれとして。


　　何にしても、あたしより前で目立ってることに変わりはないわけで♪


Ｓ：…………[image: ]……？


Ｌ：そーれ♪　なつけー♪


Ｓ：ちょっ……!?







　……さりさりさりさりさりさりさりさりさりさりさりさりさりさりさりさり……







Ｌ：生きるというのはすなわち、他の生命を受け継つぎ続けることなのかもしれません。


　　ともあれ研究の結果、食物連れん鎖さのヒエラルキーの中で、作者や部下Ｓよりタニシの方が上位にあると判はん明めいしました。


　　んー。けど年賀状の話でふと思い出したんだけど、そーいえばこのスレイヤーズ・シリーズも、今年で十五周年だとか何とか。


　　これはつまぁりっ！　スレイヤーズとともに生まれたこのあたしも、ぴみょぴみょの十五歳とゆーことでっ！


　　うみゅうっ！　らぶりぃっ！


　　……あ。ちなみに今、『十五歳て。てめえ設せつ定てい上今何十億おく歳さいなんだよ』とか心の中でツッコミ入れた方々。以い後ご、月が明るくても暗くても気をつけてね♪


　　飛ひ来らいした何かがあなたの重要臓器ハートを直ちよく撃げきよっ♪


　　と、読者のみなさんとのフレンドリィなコミュニケーションも成立したところで。


　　それではみなさん、無ぶ事じだったら次巻でお会いしましょー[image: ]
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